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社会文化科学教育部では、現代社会におい

て、人文社会科学及び教授システム学等の

知識とこれらを基盤とした実践知を駆使

し、地域や行政・企業の多様な場で中核的

人材として活躍する高度専門職業人を養

成するとともに、学際領域を含む諸学の研

究教育拠点として、日本の学術を牽引し、

世界の知の発展に貢献する研究を推進し、

それを担う研究者を養成することを目的

とします。

　地域、社会、世界がますます複雑化し、グローバ
ルな通信技術が加速度的に進歩していく現代、複
雑な相互関係また多様性の中での共生の在り方が
これまで以上に問われています。最近Society5.0と
いう用語をよく耳にすると思います。それは、デ
ジタル技術が進歩・発達した先にある社会のイメー
ジ、つまり、技術的な進歩・発達が行きついた先に
は、それが人やその生活とどう融合していくのか、
人の生活の豊かさとどう結びついていくのかとい
う問題を提起し、AI化が進んで行く近未来的な社
会における人の在り方、生活の在り方、そして人間
関係の在り方を提示するものです。そして、これ
から現出するそのような社会においては、人文社
会的な視点、発想、思考が逆にいっそう重要になる
ということです。
　熊本大学においてそのような領域の教育・研究を
行う場として本教育部があり、そのための最適な
体制を整えるべく、これまで継続的に組織改編を
行ってきました。近いところでは、2017年に、教員
組織として大学院人文社会科学研究部が設置され、
それに伴って、2019年度から、これまでの大学院社
会文化科学研究科は大学院社会文化科学教育部へ
と改称され、研究部所属全教員及び教授システム
学系教員が本教育部の教育に携わる体制となりま
した。同年度、博士前期課程の一部の専攻とコー
スの整備もなされ、また、2020年度から卓越大学院
プログラム（「アジアユーラシア・グローバルリー
ダー養成のための臨床人文学教育プログラム」）が
スタートし、さらに2021年度に向けて「熊本大学・
マサチューセッツ州立大学ボストン校紛争解決学
国際連携専攻」の設置を目指しており、今後さらに
高まる様々な社会的要求に応えるべく、組織の充
実を図っています。
　本教育部で専門的に学んだこと、また取り組ん
だ研究が重要で貴重なことは言うまでもありませ
んが、それらを通して知った苦しみや楽しさ、その
過程で得た先生や友人とのつながりもまた、かけ
がえのない、貴重なもので、それは一生の宝となる
ものです。皆さんがそれぞれに本教育部で得たも
のを、頭に、また心に刻み、社会の中で誇りを持っ
て歩んで行くこと、そして、それぞれのやり方で国
内外の地域や社会に貢献することを心から願って
います。

熊本大学大学院社会文化科学教育部長 隈元 貞広
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　2020年4月から千葉大学・岡山大学・長崎大学・総合研究大学院大学と連携して「アジアユーラシア・グローバルリーダー

養成のための臨床人文学教育プログラム」を設置しました。

　これは、国内外の大学・研究機関・民間企業と連携し，言語・文化・民族・宗教が重層的に混在する課題先進地域のアジアユー

ラシア世界を、文献調査やフィールドワークなどの微視的観察の技法とデータサイエンスにもとづく巨視的観察の技法を通

して総合的に把握することのできる人材を養成するものです。

　5年一貫教育で博士の学位取得をめざし、研究者だけでなく、トップマネージメント人材を養成します。

5年一貫教育で博士の学位取得をめざす 卓越大学院プログラム

　熊本大学のプログラム定員は2名で、現代社会人間学専攻と文化学専攻の2専攻から入学後に希望者を募集し、面接試験

によって選考します。熊本大学でプログラムを担当する教員は、次のとおりです。

伊藤正彦教授（中国史）　　　　稲葉継陽教授（日本史）　　　　　小畑弘己教授（考古学）

坂元昌樹教授（日本文学）　　　西槇　偉教授（比較文学）　　　　山下裕作教授（民俗学）

文化学専攻

鹿嶋　洋教授（地理学）　　　　シンジルト教授（文化人類学）　　寺本　渉教授（心理学）　

牧野厚史教授（地域社会学）　　米島万有子准教授（地理学）

現代社会人間学専攻

専用スペース　全学教育棟 F棟 4階
「卓越大学院プログラム室」

2020年3月16日
Zoomを活用して連携5大学で
キックオフミーティングを開催しました。

【アジアユーラシア研究】
　この講義・演習科目には，東アジア・東南アジア・西アジア・中央ユーラシア・ロシアなどを対象とした歴史・

文化・宗教・社会、さらには現地実務経験者による現代の動向を微視的に探究する地域研究科目群と、グローバ

ル関係学・比較文化論など地域相互の関係性と比較の観点から俯瞰する超域研究科目群とがあります。

　さらに、こうした知識基盤の習得を前提として、研究対象地域におけるフィールドリサーチ科目も必須とし

ています。

【Digital Humanities 2.0】
　この講義・演習科目は，三つの技法を学びます。（1）社会調査統計分析では，統計学的知見と統計分析ソフト

の使用法を習得します。（2）テキストマイニングでは、入門的ソフト（KH Coder）を利用した日本語・英語テキ

ストの分析から始め、R言語等の利用によって対象とする特定地域における社会文化動態を言語分析から可視

化することを目指します。（3）地理情報システム（GIS）では、アジアユーラシア地域を対象とする衛星観測デー

タをR言語等によって処理する技法を習得することを目指します。

カリキュラムの柱は、アジアユーラシア研究と Digital Humanities 2.0 の二つです。

【プログラム指導教員】
　プログラムの大学院生は、連携大学のプログラム担当教員のなかからプログラム指導教員を選択・依頼し，

博士前期課程1年修了時のタームペーパーと修士論文にコメントしてもらいます。

【合同コロキアム】
　毎年度、連携大学合同で開催する合宿研修では、プログラムの大学院生全員が参加し、所属大学の枠を越え

て交流するとともに切磋琢磨します。

【調査費等の支援】
　プログラムの大学院生には、毎年度、国内外で実施する研究調査や学会報告等に必要な費用が支援されます。

　また、プログラムの大学院生はリサーチアシスタントを務めることができます。

そのほか、プログラムには次のような特徴的な試みがあります。
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開設予定科目

基礎科目
日本法基礎、公法基礎、民事法基礎、刑事法基礎、
社会法基礎、公共政策学基礎、経済学基礎

新しくなった＜博士前期課程法政・紛 争解決学専攻＞

概　要

Q4. どんなカリキュラムですか？

Q3. 入試は専攻内共通ですか？
入学試験は、専攻内共通ではなく、コースごとに、また受験生のバックグラウンド（一般、社会人、留学生等）や入試選択科目
に合わせて、課されます。詳しくは、教務担当にお問い合わせください。また、受験前に、希望されるコースあるいは指導教
員に事前にご相談されることをおすすめします。

　入試情報ホームページ：　https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/daigakuinnyushi

法政・紛争解決学研究コース用クラスタ
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法・公共政策実践コース用クラスタ

【行政・法律職公務員】
憲法演習
行政法演習
行政学演習
公共紛争解決論
地方財政論

【法学研究】
憲法演習
民法演習
刑法演習
法哲学演習
法社会学演習

【政治学研究】
公共哲学
行政学演習

日本政治外交史論
現代政治行政論
国際関係論演習

【経済学研究】
環境政策論
経済政策論
地域政策論
公共経済論
地方財政論

【紛争解決学研究】
公共紛争解決論
消費者紛争解決論
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
民事紛争解決論

【財政問題】
租税法演習
現代政治行政論
行政法演習
地方財政論
公共紛争解決論

【外務公務員】
日本政治外交史論
国際法演習
国際関係論演習
国際経済学演習

グローバル環境政策論

【グローバル企業】
知的財産法演習
国際取引法演習
商事紛争解決論
アジア法

比較民事手続法

【グローバル問題】
グローバル環境政策論

国際法演習
経済政策論
憲法演習

国際関係論演習

【人間科学系専門職公務員】
憲法演習

少子高齢社会と法
高齢者財産管理と法
年金問題と法

刑事法実務（模擬裁判）
社会保障法務

【紛争変容ファシリテーション】
紛争変容の理論と技法
ダイアローグ実践論
ダイアローグ実践演習
ファシリテーション演習
ケース分析・フィールド演習

【紛争変容ファシリテーションアドバンスト】
交渉の理論と技法
平和構築の理論と技法
紛争解決と心理学

メディエーションの理論と技法
紛争解決と医療倫理

【まちづくり】
公共哲学
行政学演習
地域政策論
都市交通政策論
地域社会政策論

【環境問題】
公共哲学
環境政策論
経済法演習
公共紛争解決論
行政法演習

【争訟法務】
民事訴訟法演習
刑事訴訟法演習
商法演習

刑事法実務（模擬裁判）
民事法実務

【公共法務】
医療法務

公共紛争解決論
社会保障法務
災害と法
行政法演習
民事紛争解決論

【税理法務】
租税法演習
民法演習
経済法演習
労働法演習
年金問題と法

【中小企業法務】
中小会社法
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
労働法演習
民事紛争解決論

交渉紛争解決実践コース用クラスタ

Q2. どのようなコースがありますか？
専攻内には、下記の３コースを設置して、進路に応じたコース選択を可能にし、さらに各コース内にきめ細かなクラスタを
配置して、具体的に希望する職業や専門分野に応じて最も適切で、過不足無くバランスの良い科目選択を行えるよう配慮し
ています。

法政・紛争解決学研究コース

幅広い視野とスキルを兼ね備え、国際的に通用する法学、公共政策学、紛争解決学の研究者としての基礎的研究能力を有す
る人材を育成します。

法・公共政策実践コース

国家、地方の上級公務員、外務公務員、士業国家試験等を目指す学生及び同業種で学び直しを希望する社会人、グローバル問
題、財政問題、地域づくり、環境問題等に関心を持ち、関係団体への就職を目指す学生、同業種で学び直しを希望する社会人
を対象としています。
法、公共政策に関する理論や法解釈力、政策分析能力、政策形成のための知識と技術、企画・運営能力持ち、それらを実践に応
用して、現代社会に生起する複雑多様化した法的公共政策的諸問題の理論的解決を図ることができる人材を養成します。

交渉紛争解決実践コース

公務員、専門職国家試験、企業就職を目指し、特に対話等による紛争解決や合意形成、協働の能力をもったスペシャリスト
（ファシリテーターあるいはメディエーター）を目指す学生、及び上記の能力についての新しい学びを希望する社会人を対象
としています。組織や地域社会において、対立・葛藤・紛争をより良い状態への変容の契機ととらえ、建設的に解決し、変容
を支援する紛争解決のリーダーを養成します。

Q1. どんな人材を求めていますか？
社会の様々な課題に対して関心を持ち、実践面、理論面にわたる知識の獲得、調査分析能力の習得等を通じて、自ら課題解決
のために実践的に取り組もうとする人あるいは研究を進めようとする人を求めます。

1. 司法書士・税理士・社会保険労務士などの専門職、公共的な関係の仕事、政策に関わる仕事（国、自治体、民間
企業、各種団体、NPO、シンクタンク、議会等）、企業・医療機関・教育現場等の組織で紛争解決能力を活かした
仕事に就くことをめざす人、あるいは、現在それらに従事していて専門的知識や理論的な課題解決能力を高
めたい人

2. 現代の社会的課題に対して国際的視野を含めて研究を行うための能力を身につけたい人

3. 組織や地域社会などで高まる紛争解決（問題解決）・合意形成・協働のニーズに対応しうる交渉紛争解決・対話
推進能力やマネジメント能力を身につけ、実践できるリーダーをめざす人

4. 法学、公共政策学、交渉紛争解決学領域の研究職をめざす人

専攻分野についての幅広く深い理解を促すために、学部で専門科目として学んでいなかった人、留学
生向けに、法学、公共政策学、経済学について基礎科目を選択科目として開設します。

① 初学者が履修する
　 「基礎科目」

研究対象、将来の進路に応じて体系的に効率的に科目を履修できるように、クラスタ制を導入します。
発展科目をクラスタとしてまとめ、入学当初から、自分が選択するカリキュラムについて全体像を理
解した上で、過不足無く効率よく科目を履修できます。

③ 進路に応じた
　 「クラスタ制」

各分野における実務経験を通して大学院における学修成果を確認します。④エクスターンシップ

法学、公共政策学、交渉紛争解決学の最も基本的な科目を専攻共通の選択科目として開設。従来以上
に幅広い科目選択が可能になります。専攻全体を統括する基幹科目として「紛争解決学」を置き、法学、
公共政策学、交渉紛争解決学のいずれの分野にも共通して適用可能な視点を提示します。

② 3 コースを横断する
　 「基本科目」

基本科目
紛争解決学、法哲学、西洋法制史、法社会学、外国法、憲法、行政法、
租税法、民法（財産法）、民法（家族法）、商法、民事訴訟法、
刑法、刑事訴訟法、刑事政策、労働法、社会保障法、経済法、
知的財産法、国際法、国際私法、政治学、政治思想史、行政学、
外交史、国際関係論、地域政策、公共経済学、環境経済学、
財政学、国際経済学、臨床倫理論、社会学方法論、地域社会論、
医療・福祉社会論

発展科目
各コース内にクラスタ毎にクラスタ科目を設定しています。
他のクラスタの科目も自由選択科目として履修できます。
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開設予定科目

基礎科目
日本法基礎、公法基礎、民事法基礎、刑事法基礎、
社会法基礎、公共政策学基礎、経済学基礎

新しくなった＜博士前期課程法政・紛 争解決学専攻＞

概　要

Q4. どんなカリキュラムですか？

Q3. 入試は専攻内共通ですか？
入学試験は、専攻内共通ではなく、コースごとに、また受験生のバックグラウンド（一般、社会人、留学生等）や入試選択科目
に合わせて、課されます。詳しくは、教務担当にお問い合わせください。また、受験前に、希望されるコースあるいは指導教
員に事前にご相談されることをおすすめします。

　入試情報ホームページ：　https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/daigakuinnyushi

法政・紛争解決学研究コース用クラスタ

法
政
・
紛
争
解
決
学
専
攻

基
礎
科
目

基
本
科
目

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

特
別
研
究

法政・
紛争解決学
研究コース

法・
公共政策

実践コース

交渉
紛争解決

実践コース

専攻 コース 教育プログラム 進路

博士後期
課程

官公庁
（院卒者試験）

外交官
企業の渉外担当など

士業など
資格取得

紛争
ファシリテーター、
消費者相談員など

法政・紛争
解決学研究
コース用
クラスタ

発展科目

法・
公共政策実践

コース用
クラスタ

交渉
紛争解決実践

コース用
クラスタ

法・公共政策実践コース用クラスタ

【行政・法律職公務員】
憲法演習
行政法演習
行政学演習

公共紛争解決論
地方財政論

【法学研究】
憲法演習
民法演習
刑法演習
法哲学演習
法社会学演習

【政治学研究】
公共哲学
行政学演習

日本政治外交史論
現代政治行政論
国際関係論演習

【経済学研究】
環境政策論
経済政策論
地域政策論
公共経済論
地方財政論

【紛争解決学研究】
公共紛争解決論
消費者紛争解決論
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
民事紛争解決論

【財政問題】
租税法演習
現代政治行政論
行政法演習
地方財政論
公共紛争解決論

【外務公務員】
日本政治外交史論
国際法演習
国際関係論演習
国際経済学演習

グローバル環境政策論

【グローバル企業】
知的財産法演習
国際取引法演習
商事紛争解決論
アジア法

比較民事手続法

【グローバル問題】
グローバル環境政策論

国際法演習
経済政策論
憲法演習

国際関係論演習

【人間科学系専門職公務員】
憲法演習

少子高齢社会と法
高齢者財産管理と法
年金問題と法

刑事法実務（模擬裁判）
社会保障法務

【紛争変容ファシリテーション】
紛争変容の理論と技法
ダイアローグ実践論
ダイアローグ実践演習
ファシリテーション演習
ケース分析・フィールド演習

【紛争変容ファシリテーションアドバンスト】
交渉の理論と技法

平和構築の理論と技法
紛争解決と心理学

メディエーションの理論と技法
紛争解決と医療倫理

【まちづくり】
公共哲学
行政学演習
地域政策論
都市交通政策論
地域社会政策論

【環境問題】
公共哲学
環境政策論
経済法演習
公共紛争解決論
行政法演習

【争訟法務】
民事訴訟法演習
刑事訴訟法演習
商法演習

刑事法実務（模擬裁判）
民事法実務

【公共法務】
医療法務

公共紛争解決論
社会保障法務
災害と法
行政法演習

民事紛争解決論

【税理法務】
租税法演習
民法演習
経済法演習
労働法演習
年金問題と法

【中小企業法務】
中小会社法

雇用紛争解決論
商事紛争解決論
労働法演習

民事紛争解決論

交渉紛争解決実践コース用クラスタ

Q2. どのようなコースがありますか？
専攻内には、下記の３コースを設置して、進路に応じたコース選択を可能にし、さらに各コース内にきめ細かなクラスタを
配置して、具体的に希望する職業や専門分野に応じて最も適切で、過不足無くバランスの良い科目選択を行えるよう配慮し
ています。

法政・紛争解決学研究コース

幅広い視野とスキルを兼ね備え、国際的に通用する法学、公共政策学、紛争解決学の研究者としての基礎的研究能力を有す
る人材を育成します。

法・公共政策実践コース

国家、地方の上級公務員、外務公務員、士業国家試験等を目指す学生及び同業種で学び直しを希望する社会人、グローバル問
題、財政問題、地域づくり、環境問題等に関心を持ち、関係団体への就職を目指す学生、同業種で学び直しを希望する社会人
を対象としています。
法、公共政策に関する理論や法解釈力、政策分析能力、政策形成のための知識と技術、企画・運営能力持ち、それらを実践に応
用して、現代社会に生起する複雑多様化した法的公共政策的諸問題の理論的解決を図ることができる人材を養成します。

交渉紛争解決実践コース

公務員、専門職国家試験、企業就職を目指し、特に対話等による紛争解決や合意形成、協働の能力をもったスペシャリスト
（ファシリテーターあるいはメディエーター）を目指す学生、及び上記の能力についての新しい学びを希望する社会人を対象
としています。組織や地域社会において、対立・葛藤・紛争をより良い状態への変容の契機ととらえ、建設的に解決し、変容
を支援する紛争解決のリーダーを養成します。

Q1. どんな人材を求めていますか？
社会の様々な課題に対して関心を持ち、実践面、理論面にわたる知識の獲得、調査分析能力の習得等を通じて、自ら課題解決
のために実践的に取り組もうとする人あるいは研究を進めようとする人を求めます。

1. 司法書士・税理士・社会保険労務士などの専門職、公共的な関係の仕事、政策に関わる仕事（国、自治体、民間
企業、各種団体、NPO、シンクタンク、議会等）、企業・医療機関・教育現場等の組織で紛争解決能力を活かした
仕事に就くことをめざす人、あるいは、現在それらに従事していて専門的知識や理論的な課題解決能力を高
めたい人

2. 現代の社会的課題に対して国際的視野を含めて研究を行うための能力を身につけたい人

3. 組織や地域社会などで高まる紛争解決（問題解決）・合意形成・協働のニーズに対応しうる交渉紛争解決・対話
推進能力やマネジメント能力を身につけ、実践できるリーダーをめざす人

4. 法学、公共政策学、交渉紛争解決学領域の研究職をめざす人

専攻分野についての幅広く深い理解を促すために、学部で専門科目として学んでいなかった人、留学
生向けに、法学、公共政策学、経済学について基礎科目を選択科目として開設します。

① 初学者が履修する
　 「基礎科目」

研究対象、将来の進路に応じて体系的に効率的に科目を履修できるように、クラスタ制を導入します。
発展科目をクラスタとしてまとめ、入学当初から、自分が選択するカリキュラムについて全体像を理
解した上で、過不足無く効率よく科目を履修できます。

③ 進路に応じた
　 「クラスタ制」

各分野における実務経験を通して大学院における学修成果を確認します。④エクスターンシップ

法学、公共政策学、交渉紛争解決学の最も基本的な科目を専攻共通の選択科目として開設。従来以上
に幅広い科目選択が可能になります。専攻全体を統括する基幹科目として「紛争解決学」を置き、法学、
公共政策学、交渉紛争解決学のいずれの分野にも共通して適用可能な視点を提示します。

② 3 コースを横断する
　 「基本科目」

基本科目
紛争解決学、法哲学、西洋法制史、法社会学、外国法、憲法、行政法、
租税法、民法（財産法）、民法（家族法）、商法、民事訴訟法、
刑法、刑事訴訟法、刑事政策、労働法、社会保障法、経済法、
知的財産法、国際法、国際私法、政治学、政治思想史、行政学、
外交史、国際関係論、地域政策、公共経済学、環境経済学、
財政学、国際経済学、臨床倫理論、社会学方法論、地域社会論、
医療・福祉社会論

発展科目
各コース内にクラスタ毎にクラスタ科目を設定しています。
他のクラスタの科目も自由選択科目として履修できます。
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専攻内に専門職・実践コースと研究コースを併設

大学院の構成

各専攻内に、高度専門職業人の養成を主目的とする「専門職・実践コース」と研究者等の養成を主目的とする「研究

コース」を設け、体系的履修を可能にするとともに、基礎的学術知を有する学部卒業生と実践知が豊富な社会人学

生とが相互に刺激を与え合うような学習環境を設定しています。

本大学院の特徴

社会人学生への柔軟な対応
学習条件が限られている社会人の学習ニーズに対

応するため、専門職・実践コースを中心として、主

に社会人を対象とする教育プログラムについて

は、在職のまま科目の履修、受講、研究指導が受け

られるように、夜間・土曜開講、集中講義、eラーニ

ング・遠隔授業の活用など、柔軟な受講形態が可能

となるように配慮しています。また、選抜方法に

おいても社会人入試を設け、積極的な受入体制を

整えています。

博士前期課程（修士課程） 博士後期課程

博士前期・後期課程

法政・紛争解決学
専攻

文化学専攻

現代社会人間学
専攻

法政・紛争解決学研究コース

法・公共政策実践コース

交渉紛争解決実践コース

東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース

先端倫理学研究コース

フィールドリサーチ研究コース

認知哲学・心理学研究コース

文化行政・学芸員専門職コース

高校国語教員専門職コース

英語教育専門職コース

歴史学研究コース

日本・東アジア文化学研究コース

欧米文化学研究コース

詳しくはP.11 へ

充実したカリキュラム
各専攻内のコースごとに必修科目やコア科目とし

て選択必修科目を配置し、教育の形式化を防ぐと

ともに体系的履修が可能となるようなカリキュラ

ム編成となっています。また、「専門職・実践コー

ス」が単なる実務教育機関ではなく、学術的基盤

の上に専門的能力を高めていくものであること

や、「研究コース」では実践知を踏まえた理論研究

を目指していることから、開講科目の一定部分を

共有できるように配慮しています。また、海外や

学外から講師を招いてのセミナーやシンポジウム

も豊富に開催されています。

専 攻 名 コ ー ス 名 専 攻 名 領 域 名

人間・社会科学
専攻

文化学専攻

教授システム学専攻

公共政策学領域

法学領域

交渉紛争解決学領域

先端倫理学領域

フィールドリサーチ領域

認知哲学・心理学領域

英語教授学領域

歴史学領域

日本・東アジア文化学領域

欧米文化学領域

の本学の知的資源等を踏まえて、それぞれに専攻を設けています。

各専攻が社会人主体の「専門職・実践コース」と学部卒業生が主体の「研究コース」を併せ持つことで、“学術研究”

と“社会・経済”の接点となり、「実践から研究へ」「研究から実践へ」と双方向で刺激しあうことで、高度専門職業人

養成と研究拠点形成の両目的に資するものとなっています。

本学は理論・実践対話型の先端的大学院といえます。多くの刺激の中で、もう一歩先の自分を見つけてください。

本大学院は社会のニーズに対応した柔軟な教育プログラムの編成と学術的協力による新たな教育研究領域の開拓

を目指し、人文科学系分野と社会科学系分野を統合・再編し、自然科学分野、生命科学分野の協力も得て、人文社会

科学系の区分制大学院として教育を行っています。

教育研究領域には、知識基盤社会のニーズ、地域に根ざしつつ世界に開かれた大学としての使命、総合大学として ↑

もう一歩先の、自分へ。 ～学術知と実践知の融合による先端的な大学院に～
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修了要件

pl
an

 to
 co

mpletion

博士前期

1年前期

4月末

4月中旬 2月 2月 4月1日 4月15日 10月15日

1月末

9～10月 1月10日

研
究
計
画
書
提
出

研
究
計
画
確
定

（
長
期
・
年
次
）

　
　
→

研
究
テ
ー
マ
届
提
出

特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
る

研
究
指
導

（
2
年
前
期
・
後
期
）

予
備
審
査
・

予
備
論
文
提
出

（
１
万
字
程
度
）

特
別
研
究
Ⅱ
に
よ
る

研
究
指
導

（
3
年
前
期
・
後
期
）

学
位
論
文
提
出

（
８
万
〜
12
万
字
程
度
）

最
終
試
験

論
文
発
表
会

学
位
授
与

学
位
授
与

学
位
論
文
題
目
提
出

第
２
回
研
究
発
表
会

第
１
回
研
究
発
表
会

修
士
論
文
題
目
提
出

修
士
論
文
・

特
定
課
題
研
究
提
出

特
別
研
究
Ⅱ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

最
終
試
験

1年後期

1年前期 1年後期

2年前期 2年後期

2年前期 2年後期 3年後期3年前期

特別研究Ⅰ・Ⅱを含む３０単位以上の修得が必要

修了までの流れ
本大学院では博士前期課程2年、博士後期課程3年でカリキュラムが組まれています。

● 学際的及び複合的領域での研究が可能となるよう、また、きめ細かな研究・学修指導を行うために複数指導教員制を
採用しています。副指導教員は他専攻の教員が務めることもあります。

● 法政・紛争解決学専攻 法・公共政策実践コースには「１年在学コース」があります。６名以内に限ります。
● 職業を有し、就業中あるいは育児・介護等を行う必要のある学生は「長期履修制度」の申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（最長４年）の在学が可能です。その際の授業料支払総額は通常の２年間の修了者と同じになり
ます。

特別研究Ⅰ及びコースごとに指定されている必修科目を含めて26単位以上を
修得し、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に
合格すれば特別研究Ⅱ（4単位）が認定され、合計30単位以上で本大学院を修
了することができます。

修了要件
● 学生の履修及び研究についてきめ細かい指導を行うため、主指導教員１人と副指導教員１人又は２人からなる複数

指導教員制を組んでいます。
● 学生は、本課程に設定される「研究プロジェクト」又は学外の研究会・学会に積極的に参加し、研究発表・報告を行う

よう奨励されます。
● 職業を有し、就業中あるいは育児・介護等を行う必要のある学生は「長期履修制度」の申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（最長6年）の在学が可能です。その際の授業料支払総額は通常の3年間の修了者と同じになります。

３年以上在学し、所定の単位（14単位以上）（教授システム学専攻にあっては16単位以上）を修得し、かつ、必要な
研究指導を受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格することが必要です。優れた研究業績を上げた者は、２
年の在学で修了することもできます。
ただし、本学又は他の大学院の修士課程又は博士前期課程を1年で修了した者は、本課程に2年以上在学しなけれ
ばなりません。

博士後期 14単位以上の修得が必要（教授システム学専攻にあっては16単位）
※２年修了時までに特別研究Ⅰを含む10単位以上の修得が必要

修得必要単位内訳　　専門科目　８単位以上（教授システム学専攻にあっては10単位以上）／
総合演習　２単位／　特別研究Ⅰ　２単位／　特別研究Ⅱ　２単位

入
　
　
　
学

入
　
　
　
学

（注 1）  教授システム学専攻は、研究計画に関する研究発表会を実施します。
（注 2）  教授システム学専攻は、2単位。

2月末

特
別
研
究
Ⅰ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

タ
ー
ム
ペ
ー
パ
ー
提
出

（
１
万
字
程
度
）

（注1） （注2）

8



修了要件

pl
an

 to

 co
mpletion

博士前期

1年前期

4月末

4月中旬 2月 2月 4月1日 4月15日 10月15日

1月末

9～10月 1月10日

研
究
計
画
書
提
出

研
究
計
画
確
定

（
長
期
・
年
次
）

　
　
→

研
究
テ
ー
マ
届
提
出

特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
る

研
究
指
導

（
2
年
前
期
・
後
期
）

予
備
審
査
・

予
備
論
文
提
出

（
１
万
字
程
度
）

特
別
研
究
Ⅱ
に
よ
る

研
究
指
導

（
3
年
前
期
・
後
期
）

学
位
論
文
提
出

（
８
万
〜
12
万
字
程
度
）

最
終
試
験

論
文
発
表
会

学
位
授
与

学
位
授
与

学
位
論
文
題
目
提
出

第
２
回
研
究
発
表
会

第
１
回
研
究
発
表
会

修
士
論
文
題
目
提
出

修
士
論
文
・

特
定
課
題
研
究
提
出

特
別
研
究
Ⅱ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

最
終
試
験

1年後期

1年前期 1年後期

2年前期 2年後期

2年前期 2年後期 3年後期3年前期

特別研究Ⅰ・Ⅱを含む３０単位以上の修得が必要

修了までの流れ
本大学院では博士前期課程2年、博士後期課程3年でカリキュラムが組まれています。

● 学際的及び複合的領域での研究が可能となるよう、また、きめ細かな研究・学修指導を行うために複数指導教員制を
採用しています。副指導教員は他専攻の教員が務めることもあります。

● 法政・紛争解決学専攻 法・公共政策実践コースには「１年在学コース」があります。６名以内に限ります。
● 職業を有し、就業中あるいは育児・介護等を行う必要のある学生は「長期履修制度」の申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（最長４年）の在学が可能です。その際の授業料支払総額は通常の２年間の修了者と同じになり
ます。

特別研究Ⅰ及びコースごとに指定されている必修科目を含めて26単位以上を
修得し、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に
合格すれば特別研究Ⅱ（4単位）が認定され、合計30単位以上で本大学院を修
了することができます。

修了要件
● 学生の履修及び研究についてきめ細かい指導を行うため、主指導教員１人と副指導教員１人又は２人からなる複数

指導教員制を組んでいます。
● 学生は、本課程に設定される「研究プロジェクト」又は学外の研究会・学会に積極的に参加し、研究発表・報告を行う

よう奨励されます。
● 職業を有し、就業中あるいは育児・介護等を行う必要のある学生は「長期履修制度」の申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（最長6年）の在学が可能です。その際の授業料支払総額は通常の3年間の修了者と同じになります。

３年以上在学し、所定の単位（14単位以上）（教授システム学専攻にあっては16単位以上）を修得し、かつ、必要な
研究指導を受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格することが必要です。優れた研究業績を上げた者は、２
年の在学で修了することもできます。
ただし、本学又は他の大学院の修士課程又は博士前期課程を1年で修了した者は、本課程に2年以上在学しなけれ
ばなりません。

博士後期 14単位以上の修得が必要（教授システム学専攻にあっては16単位）
※２年修了時までに特別研究Ⅰを含む10単位以上の修得が必要

修得必要単位内訳　　専門科目　８単位以上（教授システム学専攻にあっては10単位以上）／
総合演習　２単位／　特別研究Ⅰ　２単位／　特別研究Ⅱ　２単位

入
　
　
　
学

入
　
　
　
学

（注 1）  教授システム学専攻は、研究計画に関する研究発表会を実施します。
（注 2）  教授システム学専攻は、2単位。

2月末

特
別
研
究
Ⅰ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

タ
ー
ム
ペ
ー
パ
ー
提
出

（
１
万
字
程
度
）

（注1） （注2）

9



学生支援 社会人学生への対応

sy
ste

m of 
support

サポート体制

TA（ティーチング・アシスタント）制度

優秀な大学院学生に対し、教育的配慮の下、学部学生等に対するチュータリング（助言）や実験・実習・演習等
の教育補助業務を行うことにより、教育訓練の機会を提供します。また、これに対する給与の支給により、大
学院学生の処遇の改善の一助とします（令和元年度は25名採用）。

博士後期課程奨学制度（KWS）

博士課程奨学金給付制度(KDS)

短期留学支援

学生の国際的視野と学習・研究能力を高めることを目的として、学生の国際的な学習・研究活動への参加機会を
広く提供し、支援します。令和元年度までは国際奨学事業として、年間10名程度の学生を支援しています。

授業料免除

留学生への支援

本学のグローバル化の推進に寄与することを目的として、「グローバル教育カレッジ」が設置されています。
大学院・学部へ進学する国費留学生を対象とした日本語・日本事情の教育を実施しています。また、留学生受
入体制の整備充実や、修学・生活上の指導助言体制の確立を図るとともに、これらに関わる調査・研究活動や地
域社会と留学生との交流を促進します。
さらに、海外留学を希望する学生に対する指導助言、情報提供も行っています。

昼夜・土曜開講制度

社会人が入学後、正規の課程で容易に学習できるよう、平日の昼間だけでなく夜間（6限 18：10～19：40、
7限 19：50～21：20）や土曜日にも授業や研究指導を行います。社会人学生の勤務・生活形態に応じた学習
が可能となるように、履修方法、授業時間帯に配慮しています。

１年在学コース

博士前期課程の法政・紛争解決学専攻 法・公共政策実践コースに設けられたコースです。６名以内に限られま
すが、申請に条件はありません。ただし、相当の努力を必要とします。

長期履修制度

本大学院では、職業を有していたり、育児、介護等の事情を有している等により、標準修業年限(博士前期課程
２年・博士後期課程３年) を超えて一定の期間(博士前期課程最大４年・博士後期課程最大６年まで) にわたり
計画的に教育課程を履修し、修了することを願い出た学生については、審査の上、許可することがあります｡こ
の制度の適用者は｢長期履修学生｣といい、当該学生の授業料支払総額は、標準修業年限による修了者と同じに
なります｡

集中講義

主として社会人学生を対象に、3～5日に集中的に授業を受講することで、単位を取得できる科目も用意して
います。

eラーニング・遠隔授業

パソコンとインターネットを利用することで、どこからでも受講することのできる科目を用意しています。
居住地や時間に左右されない授業形態です。

社会人大学院教育支援センター

学生の多様な学習形態に対応した支援を行うため、社会人大学
院教育支援センターが設置されています。
主に社会人学生の勉学と学生生活を支援するため、夜間や土曜
日も開室しています。
本センターでは、大学施設の利用支援、学習環境の整備、学習支
援などを行っています。

熊本大学博士課程における優秀な学生の確保及び教育研究活動の活発化を図ることを目的として平成22年度
からできた制度です。
博士後期課程に在学する学生を対象に、学業成績及び学術研究活動において、特に優秀な成果を修めたとみと
められる学生に対して給付を行うものです。

学生全員を対象とした授業料免除制度があります。
令和元年度は授業料免除申請にのべ98名が申請し、全額免除が63名、半額免除が6名でした。

この制度は博士後期課程の学生をRA（リサーチ・アシスタント）又はTA（ティーチング・アシスタント）として
雇用し、その対価として年間授業料の半額相当の経済的支援を行うものです。熊本大学における教育研究の
活性化を図ることを目的として実施されます。
RAとは、大学が行う研究プロジェクト等に、教育的配慮の下、大学院学生等を研究補助者として参画させ、研
究遂行能力の育成、研究体制の充実を図り、これに対する給与の支給により、大学院学生の処遇の改善の一助
とするものです。 
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■博士前期課程

進路・就職

法政・紛争解決学専攻
法政・紛争解決学研究コース

法・公共政策実践コース

交渉紛争解決実践コース

現代社会人間学専攻
東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース

先端倫理学研究コース

フィールドリサーチ研究コース

認知哲学・心理学研究コース

※主な授業科目の中の科目については、令和2年5月1日現在のものです。
　変更になる可能性があります。

文化行政・学芸員専門職コース

高校国語教員専門職コース

英語教育専門職コース

歴史学研究コース

日本・東アジア文化学研究コース

欧米文化学研究コース

文化学専攻

博士前期課程
         （修士課程）

進学支援

博士後期課程への進学を希望する学生には、進学へ対応
した指導を行います。博士後期課程で行われるプロジェ
クト研究などへの参加も積極的にサポートします。

取得できる免許・資格

○教員免許状
・中学校教諭又は高等学校教諭の一種免許状授与の所要資格（有効期限内のもの）を持っている方は、同じ免許教科が取得で

きる本教育部の専攻で所定の単位を修得し、修了すれば専修免許状の授与を受けることができます。

　現代社会人間学専攻
　中学校教諭の専修免許状（社会）、高等学校教諭の専修免許状（地理歴史）/（公民）

　文化学専攻
　中学校教諭の専修免許状（国語）/（社会）/（英語）、高等学校教諭の専修免許状（国語）/（地理歴史）/（英語）

○学芸員資格
・学芸員の資格を希望する方は、文学部の科目等履修生として学芸員資格に必要な単位を修得できる場合があります。詳細

は人社・教育系事務課文学部教務担当にお問い合わせください。

就職支援－就職支援課

民間企業でのビジネス経験者などをスタッフに交えた
『就職支援課』では、学内で学部生・院生向けに様々な就
職支援、キャリア支援の活動を行っています。一年を通
じて試験対策講座やビジネス講座、企業説明会、模擬面
接会などのイベントが開催され、就職活動をサポートし
ていますので、将来の方向性を考える機会として積極的
に参加することを奨励しています。

一般教育訓練給付制度

一般教育訓練給付金制度とは、雇用保険の一般被保険者（在職者）、又は一般被保険者であった方（離職者）が、厚生労働大臣
の指定する講座（専攻又はコース）を修了した場合、ハローワークでの手続きにより、支払った教育訓練経費（入学料・授業料）
の20％相当額（上限10万円）が支給されるものです。

■博士後期課程
修了生の就職実績

大学教員(熊本大学、愛媛大学、岡山大学など)・大学非常勤講師・
専門学校非常勤講師・高校教員・公務員などがあります。また、
他大学や海外の大学に移り研究を続けている修了生や、海外の
大学で教えながら研究を続けている修了生もいます。

◎日本学術振興会（学振）特別研究員について
本教育部では、日本学術振興会特別研究員への採用も支援して
います。過去にも採用実績があり、研究者への道を歩んでいま
す。

○日本学術振興会特別研究員制度－ＰＤ・ＤＣ2・ＤＣ1
「特別研究員」制度は優れた若手研究者に、その研究生活の初期
において、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びなが
ら研究に専念する機会を与えることにより、我が国の学術研究
の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資すること
を目的として、大学院博士課程在学者及び大学院博士課程修了
者等で、優れた研究能力を有し、大学その他の研究機関で研究に
専念することを希望する者を「特別研究員」に採用し、研究奨励
金を支給する制度です。
詳細は日本学術振興会HPをご参照ください。

URL:http://www.jsps.go.jp/

※参考URL：厚生労働省　 http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou

対象：博士前期課程 法政・紛争解決学専攻、現代社会人間学専攻、教授システム学専攻

大学院修学休業制度

現職の教員（公立の小～高）が専修免許状を取得するため、国内外の大学院に在学する間、身分を保有したまま休業できる制
度です。

※参考 URL：文部科学省　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyuugyou/syuugaku

対象：現職の公立学校に勤務する教員、主に高校国語教員専門職コースや英語教育専門職コースの受験希望者
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　幅広い視野とスキルを兼ね備えた、国際的に通用する法学、公共政策学及び紛争解決学の研究者として、基礎的
研究能力を有する人材を育成することを目的としています。
　紛争解決の様々な局面を、従来おもに用いられてきた訴訟による法的紛争解決のみならず、ADRを始めとする
非訴訟的な紛争解決制度、紛争解決に至る交渉や紛争解決に関連した社会学等を総合的に学修することにより、
社会の各層で生じる紛争の解決のための理論的考察能力、社会現象の分析能力及び課題解決能力を備えた人材を
養成します。

アドミッションポリシー
社会の様々な課題に対して関心を持ち、実践面、理論面にわたる知識の獲得、調査分析能力の習得等を通じて、自ら課題解決の
ために実践的に取り組もうとする人あるいは研究を進めようとする人を求めます。
１．司法書士・税理士・社会保険労務士などの専門職、公共的な関係の仕事、政策に関わる仕事（国、自治体、民間企業、各種団体、

NPO、シンクタンク、議会等）、企業・医療機関・教育現場等の組織で紛争解決能力を活かした仕事に就くことをめざす人、ある
いは、現在それらに従事していて専門的知識や理論的な課題解決能力を高めたい人

２．現代の社会的課題に対して国際的視野を含めて研究を行うための能力を身につけたい人
３．組織や地域社会などで高まる紛争解決（問題解決）・合意形成・協働のニーズに対応しうる交渉紛争解決・対話推進能力やマネ

ジメント能力を身につけ、実践できるリーダーをめざす人
４．法学、公共政策学、交渉紛争解決学領域の研究職をめざす人

法政・紛争解決学専攻法政・紛争解決学専攻法政・紛争解決学専攻

多様な社会の問題と向き合う多様な社会の問題と向き合う多様な社会の問題と向き合う

Jurisprudence and Public Policy Studies

博士前期課程

法法法政・政・政・紛争解決学専攻紛争解決学専攻紛争解決学専攻
博士前期課程博士前期課程

学位 修士（法学、公共政策学、学術）

本コースの特色

　従来の理論的な法学、公共政策学の研究に、現実の問
題解決に必須の「紛争解決」という視点を提示する「紛
争解決学」を組み込んだカリキュラムにより、理論、実
務双方を視野に入れた研究者の育成を目指します。

①紛争解決学を軸とする、法学、公共政策学の
　新しい視角を育てる

　基礎法学、解釈法学、政治学、経済学、紛争解決学の広
範な科目を提供することにより、多様な研究対象に対応
します。

②充実した法学、公共政策学の基本科目群と
　多彩な発展・展開科目群

　研究分野に応じて最適な科目を選択可能なクラスタ
制により、学修・研究の全体像を理解しながら効果的な
履修ができます。

③クラスタ制を採用した効果的で汎用可能な
　カリキュラム

法学研究クラスタ
（憲法演習、民法演習、刑法演習、等）
政治学研究クラスタ
（現代政治行政論、公共哲学、国際関係論演習、等）
経済学研究クラスタ
（経済政策論、地域政策論、地方財政論、等）
紛争解決学研究クラスタ
（公共紛争解決論、雇用紛争解決論、商事紛争解決論、等）

法政・紛争解決学研究コース

クラスタと主な授業科目（詳しくはP.5へ）

　このコースは、大学をはじめとする高等教育機関などで法学・公共政策学・紛争解決学系の研究職に就くこと、あるいは、これら
の領域に関わる基礎的な研究遂行能力・論文作成能力を身につけ社会で貢献することを目指す学生を対象としています。
　博士前期課程では基本的に２年間で修士論文とよばれるものを書くことになります。国内外の先行研究に学び資料を読み、比較
的大きな構想を描きながら、研究として成立し得る程度まで構想の具体化と肉付けが求められます。修士論文作成を通じて院生は、
自立的に研究してゆく基礎的能力があるかどうかを試されることになります。
　勉強の楽しさと苦しさが入り混じった生活を経験してみるのも悪くないかもしれませんよ。お待ちしてます。

2020年度　法政・紛争解決学研究コース長 大澤 博明

国際的に通用する法学、公共政策学及び紛争解決学の研究者としての
基礎的研究能力を育てます。

　私は「中日政軍関係」について、研究した
いと思っています。家族は北洋軍の関係
者なので、北洋軍時代の歴史に関する研究
テーマを選びました。現在、日本外交史を
主な専攻として、法政・紛争解決コースに
在籍しています。
　本コースでは、専門分野の豊かな知識を
持った先生たちから個性的な指導をうける

ことができます。また、私の場合には、日本政治外交史に必要と
なる漢文、文語文などの歴史資料を読む勉強もしています。
　将来、史料を分析する中日外交史の研究者になりたいので、日
本外交史を主として、英語、日本語を勉強し続けます。熊大では
図書館、パソコン室が無料で提供されており、大学には学習する
雰囲気が感じられます。熊大で勉強する幸せを感じています。

2020年度　法政・紛争解決学研究コース　1年

李　澤昊

　私は、社会人として働きながら大学院へ
通っています。社会人の場合、時間の制約
があるため、仕事等との両立可能性を検討
する必要があります。私は、受験前に、職
場や家庭からの理解を得たうえで、指導を
希望する先生や事務の方とも相談し、カリ
キュラムや長期履修制度等、具体的な学生
生活のイメージを深めるよう努めました。

　研究は、地方自治や官僚制に関心を持ち、自治体総合計画の
民間委託をテーマに行いたいと考えています。この研究テー
マは、仕事の中で感じた問題意識やなぜそうなっているのかを
探究したいと思える視点を大切に設定しました。
　今後、仕事等との両立を図りながら、社会人である強みを活
かした研究を進めたいと思います。

2020年度　法政・紛争解決学研究コース　1年

園田 賢太郎
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　幅広い視野とスキルを兼ね備えた、国際的に通用する法学、公共政策学及び紛争解決学の研究者として、基礎的
研究能力を有する人材を育成することを目的としています。
　紛争解決の様々な局面を、従来おもに用いられてきた訴訟による法的紛争解決のみならず、ADRを始めとする
非訴訟的な紛争解決制度、紛争解決に至る交渉や紛争解決に関連した社会学等を総合的に学修することにより、
社会の各層で生じる紛争の解決のための理論的考察能力、社会現象の分析能力及び課題解決能力を備えた人材を
養成します。

アドミッションポリシー
社会の様々な課題に対して関心を持ち、実践面、理論面にわたる知識の獲得、調査分析能力の習得等を通じて、自ら課題解決の
ために実践的に取り組もうとする人あるいは研究を進めようとする人を求めます。
１．司法書士・税理士・社会保険労務士などの専門職、公共的な関係の仕事、政策に関わる仕事（国、自治体、民間企業、各種団体、

NPO、シンクタンク、議会等）、企業・医療機関・教育現場等の組織で紛争解決能力を活かした仕事に就くことをめざす人、ある
いは、現在それらに従事していて専門的知識や理論的な課題解決能力を高めたい人

２．現代の社会的課題に対して国際的視野を含めて研究を行うための能力を身につけたい人
３．組織や地域社会などで高まる紛争解決（問題解決）・合意形成・協働のニーズに対応しうる交渉紛争解決・対話推進能力やマネ

ジメント能力を身につけ、実践できるリーダーをめざす人
４．法学、公共政策学、交渉紛争解決学領域の研究職をめざす人

法政・紛争解決学専攻法政・紛争解決学専攻

多様な社会の問題と向き合う多様な社会の問題と向き合う多様な社会の問題と向き合う

Jurisprudence and Public Policy Studies

博士前期課程博士前期課程

学位 修士（法学、公共政策学、学術）

本コースの特色

　従来の理論的な法学、公共政策学の研究に、現実の問
題解決に必須の「紛争解決」という視点を提示する「紛
争解決学」を組み込んだカリキュラムにより、理論、実
務双方を視野に入れた研究者の育成を目指します。

①紛争解決学を軸とする、法学、公共政策学の
　新しい視角を育てる

　基礎法学、解釈法学、政治学、経済学、紛争解決学の広
範な科目を提供することにより、多様な研究対象に対応
します。

②充実した法学、公共政策学の基本科目群と
　多彩な発展・展開科目群

　研究分野に応じて最適な科目を選択可能なクラスタ
制により、学修・研究の全体像を理解しながら効果的な
履修ができます。

③クラスタ制を採用した効果的で汎用可能な
　カリキュラム

法学研究クラスタ
（憲法演習、民法演習、刑法演習、等）
政治学研究クラスタ
（現代政治行政論、公共哲学、国際関係論演習、等）
経済学研究クラスタ
（経済政策論、地域政策論、地方財政論、等）
紛争解決学研究クラスタ
（公共紛争解決論、雇用紛争解決論、商事紛争解決論、等）

法政・紛争解決学研究コース

クラスタと主な授業科目（詳しくはP.5へ）

　このコースは、大学をはじめとする高等教育機関などで法学・公共政策学・紛争解決学系の研究職に就くこと、あるいは、これら
の領域に関わる基礎的な研究遂行能力・論文作成能力を身につけ社会で貢献することを目指す学生を対象としています。
　博士前期課程では基本的に２年間で修士論文とよばれるものを書くことになります。国内外の先行研究に学び資料を読み、比較
的大きな構想を描きながら、研究として成立し得る程度まで構想の具体化と肉付けが求められます。修士論文作成を通じて院生は、
自立的に研究してゆく基礎的能力があるかどうかを試されることになります。
　勉強の楽しさと苦しさが入り混じった生活を経験してみるのも悪くないかもしれませんよ。お待ちしてます。

2020年度　法政・紛争解決学研究コース長 大澤 博明

国際的に通用する法学、公共政策学及び紛争解決学の研究者としての
基礎的研究能力を育てます。

　私は「中日政軍関係」について、研究した
いと思っています。家族は北洋軍の関係
者なので、北洋軍時代の歴史に関する研究
テーマを選びました。現在、日本外交史を
主な専攻として、法政・紛争解決コースに
在籍しています。
　本コースでは、専門分野の豊かな知識を
持った先生たちから個性的な指導をうける

ことができます。また、私の場合には、日本政治外交史に必要と
なる漢文、文語文などの歴史資料を読む勉強もしています。
　将来、史料を分析する中日外交史の研究者になりたいので、日
本外交史を主として、英語、日本語を勉強し続けます。熊大では
図書館、パソコン室が無料で提供されており、大学には学習する
雰囲気が感じられます。熊大で勉強する幸せを感じています。

2020年度　法政・紛争解決学研究コース　1年

李　澤昊

　私は、社会人として働きながら大学院へ
通っています。社会人の場合、時間の制約
があるため、仕事等との両立可能性を検討
する必要があります。私は、受験前に、職
場や家庭からの理解を得たうえで、指導を
希望する先生や事務の方とも相談し、カリ
キュラムや長期履修制度等、具体的な学生
生活のイメージを深めるよう努めました。

　研究は、地方自治や官僚制に関心を持ち、自治体総合計画の
民間委託をテーマに行いたいと考えています。この研究テー
マは、仕事の中で感じた問題意識やなぜそうなっているのかを
探究したいと思える視点を大切に設定しました。
　今後、仕事等との両立を図りながら、社会人である強みを活
かした研究を進めたいと思います。

2020年度　法政・紛争解決学研究コース　1年

園田 賢太郎
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　本コースでは、組織や地域社会において、対立・葛藤・紛争をより良い状態への変容の契機ととらえ、建設的に解
決し、変容を支援する解決のリーダーを育成します。公務員・専門職・企業人にとっても、対話等による紛争解決・
合意形成・協働のスペシャリスト（ファシリテーターやメディエーター）の能力を持つことの価値は増しています。
　本コースは、公務員試験・専門職国家試験・企業就職をめざす学生、及び上記の能力についての新しい学びを希
望する社会人を対象としています。

　国家、地方の上級公務員、外務公務員、士業国家試験等を目指す学生及び同業種で学び直しを希望する社会人、
グローバル問題、財政問題、地域づくり、環境問題等に関心を持ち、関係団体への就職を目指す学生、同業種で学び
直しを希望する社会人を対象としています。法、公共政策に関する理論や法解釈力、政策分析能力、政策形成のた
めの知識と技術、企画・運営能力を持ち、それらを実践に応用して、現代社会に生起する複雑多様化した法的公共
政策的諸問題の理論的解決を図ることができる人材を養成します。

本コースの特色

　個人、関係性、グループ、組織、地域、国家間、環境等、
様々なレベルの紛争・葛藤・対立を連続性の中でとらえ、
それらを解決し、よりよい状態への変容を支援する紛争
解決のリーダーを育成する日本で唯一の大学院プログ
ラムです。

①日本初そして唯一の対話等による紛争解決学の
　大学院プログラム

　現場での経験を持ち寄り切磋琢磨する教育を取り入
れ、また社会人が受講しやすいように授業の開講時間
については平日夜や週末等も含めて柔軟に対応してい
ます。
　医療従事者、学校教員、企業人、行政職員、家裁調停
委員、紛争ファシリテーター、消費者相談員、司法書士
など様々な分野の学生が学んでいます。

②社会人も対象とする実務重視の教育

　紛争・葛藤・対立とその解決についての理論教育のみ
ならず、分析し、介入計画を立て、実践し、評価する実務
的な能力をともに徹底教育します。卒業後に、ADR（裁
判外紛争解決手続）の専門家、紛争解決や対話のファシ
リテーター・メディエーター、交渉力と紛争解決マイン
ドを持った組織経営人となれる人材を育成します。

③体験型学習とケース検討で紛争解決の実践能力を
　2年間でマスター

　人は、紛争を生み出す葛藤や対立と無縁
に生きる事は出来ず、様々な場面で起こり
ます。交渉紛争解決学では、国際紛争から
組織マネジメント、家族や隣人などの人間
関係といった幅広い紛争を解決し、より良
い状態へと変える理論や実践を学びます。
日本で唯一、熊本大学だけが扱っており、教
授や講師の方々も各分野の一流の人が揃っ

ているので、熊本のみならず他県から学びに来る方も多いです。
　働きながら学ぶ事は決して楽ではありませんが、同じ志を立
てて入学した同級生や卒業生が支えてくれます。また、授業は
平日夜間や土日に開講されており、大学職員の方や教授も全面
的に協力していただき、柔軟に対応していただけるので、心配す
る事はありません。
　そして交渉紛争学を通して習得した学びは、自分自身の人生
を切り開く強力なツールとなります。

交渉紛争解決実践コース

2020年度　交渉紛争解決実践コース　2年

増田 智行

組織や地域社会での対立・葛藤・紛争に建設的に取り組み、
未来をつくるリーダーを育成します。

　「学校管理職の私でも、楽しく実践的に
学べます。」今、学校ではいじめ・不登校、特
別な支援を要する子へのかかわり等、次々
と新たな問題が噴出しています。法学部
出身でない私が、偶然にも「紛争解決学」と
出会い、地域社会での対立、医療・福祉分野
での紛争実例等を教育課題に置き換え、そ
の解決の糸口を探るチャンスを得ました。

家族や職場の理解を得て授業や演習に参加し、先生方や異業種
の社会人院生たちと悩みを出し合い情報交換できたことが私
の大切な財産となりました。今後、長期履修制度を利用して
様々な科目を受講する計画です。将来、学校に紛争解決のスペ
シャリスト（？）を配置するための実践的な研究を続けたいと
考えています。

2020年度　交渉紛争解決実践コース　2年

森江 一史

本コースの特色

　法学、公共政策学、紛争解決学に関する多様な科目を、
目的に応じたクラスタ制のもとで過不足なく効率的に
学べます。

①実務に応用可能な、法学、公共政策学の多様な
　科目を総合的に学べる

　長期履修や1年在学制度、夜間、週末開講など、社会人
に配慮した履修モデルと時間割を設定しています。

②社会人にも配慮した柔軟な履修モデルと時間割

　法学、政治学、経済学分野の基礎科目と日本法入門、
公共政策入門など日本の法制度、政治制度についての知
識が十分でない留学生および法学部以外の学部の卒業
者に配慮した科目を設置して大学院教育への円滑な導
入を図ります。

③留学生、法学部出身者以外にも配慮した日本法、
　日本の公共政策に関する基礎科目群

　私は、社会保険労務士として約30年間実
務に携わってきましたが、多様化する雇用
形態へのニーズの高まりなど社労士業務
を取り巻く環境も複雑になり、より高度な
専門性が要求されていると実感していま
す。また、個別労働紛争も増加しており、
紛争当事者にとって納得性の高い解決を
目指すべく論理的思考力を高めたいと思

い、以前、科目等履修生として熊本大学大学院で学ばせていた
だきました。確実に力をつけていただける先生方のご指導の
下、今回の入学を機に将来の夢である専門士業としての社会貢
献活動に繋げられるよう、日々学びと研究に勤しんでおりま
す。社会人の皆様、これまでの知見を活かしてぜひ一緒に学び
を深めましょう。

法・公共政策実践コース

2020年度　法・公共政策実践コース　１年

中島 啓子

　現在、本コースでは、国家公務員、地方の上級公務員、各種の士業等を目指す学部卒業生や、社会保険労務
士、地方公務員、土地家屋調査士等の社会人の大学院生が、相互に刺激を与え合いながら学びを深めていま
す。高度専門職業人養成を主目的とする本コースで学んでみませんか？
　2020年度における本コースの大学院生の約半数は、社会人大学院生です。本コースは、雇用保険被保険者
向け「一般教育訓練給付金制度」の対象講座として指定を受けていますので、該当する社会人の皆さんは、
修了後に学費の一部について支援を受けることが可能です。また、長期履修や１年在学制度もありますの
で、勤務を続けながら、専門的能力を学術的基盤の上に高めていくことができる環境が整えられています。

2020年度　法・公共政策実践コース長 苑田 亜矢
 　BtoBに生じるトラブル、組織内の衝突や軋轢、家庭や学校や地域社会で起こる齟齬やすれ違い等、現在
社会には調整と解決が求められる事柄にあふれています。これらに公平公正に向き合い、バックグラウ
ンドの異なる当事者らにコミットして豊かな解決の道筋を与え、以降の同種同類の紛争を予防すること
さえも可能とする技能が、今後ますます求められることになるでしょう。
　2020年度にリニューアルされた「交渉紛争解決実践コース」は、紛争解決の根幹ディシプリンを志向し
た法律学と、紛争解決の具現化のためのさまざまな論理と技法を同時に学べる進取のプログラムを用意
し、多様な学びと解決トレーニングをサポートします。

2020年度　交渉紛争解決実践コース長 紺屋 博昭

現代社会に生起する複雑多様化した法的公共政策的諸問題の
理論的解決を図ることができる人材を育成します。

　私は大学生時代に社会保障に関するゼミ
に所属しており、法学部だったという事から
社会保障について法学的に考えたり、実際に
施設見学を通して学習をしてきました。
その頃より、社会保障という分野がこれか
らより重要となっていく事や自分も将来
この分野に関わる仕事をしていきたいと
考えたため、より専門的な力を磨くために

大学院に進学をしました。この院では議論が活発に行われる講
義が多く、院生同士共に切磋琢磨することが出来ます。また、
教授や他の院生と関わることが多いため自分が深く研究してい
きたい内容についての相談や、他の分野の方の意見を聞いて別
の視点から物事をみるための力を養う環境も整っておりとても
充実しています。

2020年度　法・公共政策実践コース　1年

中村 将輝

行政・法律職公務員クラスタ（憲法演習、行政法演習、行政学演習、等）
財政問題クラスタ（租税法演習、現代政治行政論、地方財政論、等）
外務公務員クラスタ（国際法演習、国際関係論演習、等）
グローバル企業クラスタ（国際取引法演習、知的財産法演習、等）
グローバル問題クラスタ（グローバル環境政策論、経済政策論、等）
まちづくりクラスタ（公共哲学、地域政策論、等）
環境問題クラスタ（環境政策論、行政法演習、公共紛争解決論、等）
争訟法務クラスタ（民事訴訟法演習、刑事訴訟法演習、等）
公共法務クラスタ（医療法務、社会保障法務、災害と法、等）
税理法務クラスタ（租税法演習、経済法演習、年金問題と法、等）
中小企業法務クラスタ（中小会社法、労働法演習、等）

クラスタと主な授業科目（詳しくはP.5 へ）

紛争変容ファシリテーションクラスタ
（紛争変容の理論と技法、ダイアローグ実践論、ケース分析・フィールド演習、等）
紛争変容ファシリテーションアドバンスドクラスタ
（交渉の理論と技法、紛争解決と心理学、メディエーションの理論と技法、等）
人間科学系専門職公務員クラスタ
（少子高齢社会と法、年金問題と法、高齢者財産管理と法、等）

クラスタと主な授業科目（詳しくはP.5へ）
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　本コースでは、組織や地域社会において、対立・葛藤・紛争をより良い状態への変容の契機ととらえ、建設的に解
決し、変容を支援する解決のリーダーを育成します。公務員・専門職・企業人にとっても、対話等による紛争解決・
合意形成・協働のスペシャリスト（ファシリテーターやメディエーター）の能力を持つことの価値は増しています。
　本コースは、公務員試験・専門職国家試験・企業就職をめざす学生、及び上記の能力についての新しい学びを希
望する社会人を対象としています。

　国家、地方の上級公務員、外務公務員、士業国家試験等を目指す学生及び同業種で学び直しを希望する社会人、
グローバル問題、財政問題、地域づくり、環境問題等に関心を持ち、関係団体への就職を目指す学生、同業種で学び
直しを希望する社会人を対象としています。法、公共政策に関する理論や法解釈力、政策分析能力、政策形成のた
めの知識と技術、企画・運営能力を持ち、それらを実践に応用して、現代社会に生起する複雑多様化した法的公共
政策的諸問題の理論的解決を図ることができる人材を養成します。

本コースの特色

　個人、関係性、グループ、組織、地域、国家間、環境等、
様々なレベルの紛争・葛藤・対立を連続性の中でとらえ、
それらを解決し、よりよい状態への変容を支援する紛争
解決のリーダーを育成する日本で唯一の大学院プログ
ラムです。

①日本初そして唯一の対話等による紛争解決学の
　大学院プログラム

　現場での経験を持ち寄り切磋琢磨する教育を取り入
れ、また社会人が受講しやすいように授業の開講時間
については平日夜や週末等も含めて柔軟に対応してい
ます。
　医療従事者、学校教員、企業人、行政職員、家裁調停
委員、紛争ファシリテーター、消費者相談員、司法書士
など様々な分野の学生が学んでいます。

②社会人も対象とする実務重視の教育

　紛争・葛藤・対立とその解決についての理論教育のみ
ならず、分析し、介入計画を立て、実践し、評価する実務
的な能力をともに徹底教育します。卒業後に、ADR（裁
判外紛争解決手続）の専門家、紛争解決や対話のファシ
リテーター・メディエーター、交渉力と紛争解決マイン
ドを持った組織経営人となれる人材を育成します。

③体験型学習とケース検討で紛争解決の実践能力を
　2年間でマスター

　人は、紛争を生み出す葛藤や対立と無縁
に生きる事は出来ず、様々な場面で起こり
ます。交渉紛争解決学では、国際紛争から
組織マネジメント、家族や隣人などの人間
関係といった幅広い紛争を解決し、より良
い状態へと変える理論や実践を学びます。
日本で唯一、熊本大学だけが扱っており、教
授や講師の方々も各分野の一流の人が揃っ

ているので、熊本のみならず他県から学びに来る方も多いです。
　働きながら学ぶ事は決して楽ではありませんが、同じ志を立
てて入学した同級生や卒業生が支えてくれます。また、授業は
平日夜間や土日に開講されており、大学職員の方や教授も全面
的に協力していただき、柔軟に対応していただけるので、心配す
る事はありません。
　そして交渉紛争学を通して習得した学びは、自分自身の人生
を切り開く強力なツールとなります。

交渉紛争解決実践コース

2020年度　交渉紛争解決実践コース　2年

増田 智行

組織や地域社会での対立・葛藤・紛争に建設的に取り組み、
未来をつくるリーダーを育成します。

　「学校管理職の私でも、楽しく実践的に
学べます。」今、学校ではいじめ・不登校、特
別な支援を要する子へのかかわり等、次々
と新たな問題が噴出しています。法学部
出身でない私が、偶然にも「紛争解決学」と
出会い、地域社会での対立、医療・福祉分野
での紛争実例等を教育課題に置き換え、そ
の解決の糸口を探るチャンスを得ました。

家族や職場の理解を得て授業や演習に参加し、先生方や異業種
の社会人院生たちと悩みを出し合い情報交換できたことが私
の大切な財産となりました。今後、長期履修制度を利用して
様々な科目を受講する計画です。将来、学校に紛争解決のスペ
シャリスト（？）を配置するための実践的な研究を続けたいと
考えています。

2020年度　交渉紛争解決実践コース　2年

森江 一史

本コースの特色

　法学、公共政策学、紛争解決学に関する多様な科目を、
目的に応じたクラスタ制のもとで過不足なく効率的に
学べます。

①実務に応用可能な、法学、公共政策学の多様な
　科目を総合的に学べる

　長期履修や1年在学制度、夜間、週末開講など、社会人
に配慮した履修モデルと時間割を設定しています。

②社会人にも配慮した柔軟な履修モデルと時間割

　法学、政治学、経済学分野の基礎科目と日本法入門、
公共政策入門など日本の法制度、政治制度についての知
識が十分でない留学生および法学部以外の学部の卒業
者に配慮した科目を設置して大学院教育への円滑な導
入を図ります。

③留学生、法学部出身者以外にも配慮した日本法、
　日本の公共政策に関する基礎科目群

　私は、社会保険労務士として約30年間実
務に携わってきましたが、多様化する雇用
形態へのニーズの高まりなど社労士業務
を取り巻く環境も複雑になり、より高度な
専門性が要求されていると実感していま
す。また、個別労働紛争も増加しており、
紛争当事者にとって納得性の高い解決を
目指すべく論理的思考力を高めたいと思

い、以前、科目等履修生として熊本大学大学院で学ばせていた
だきました。確実に力をつけていただける先生方のご指導の
下、今回の入学を機に将来の夢である専門士業としての社会貢
献活動に繋げられるよう、日々学びと研究に勤しんでおりま
す。社会人の皆様、これまでの知見を活かしてぜひ一緒に学び
を深めましょう。

法・公共政策実践コース

2020年度　法・公共政策実践コース　１年

中島 啓子

　現在、本コースでは、国家公務員、地方の上級公務員、各種の士業等を目指す学部卒業生や、社会保険労務
士、地方公務員、土地家屋調査士等の社会人の大学院生が、相互に刺激を与え合いながら学びを深めていま
す。高度専門職業人養成を主目的とする本コースで学んでみませんか？
　2020年度における本コースの大学院生の約半数は、社会人大学院生です。本コースは、雇用保険被保険者
向け「一般教育訓練給付金制度」の対象講座として指定を受けていますので、該当する社会人の皆さんは、
修了後に学費の一部について支援を受けることが可能です。また、長期履修や１年在学制度もありますの
で、勤務を続けながら、専門的能力を学術的基盤の上に高めていくことができる環境が整えられています。

2020年度　法・公共政策実践コース長 苑田 亜矢
 　BtoBに生じるトラブル、組織内の衝突や軋轢、家庭や学校や地域社会で起こる齟齬やすれ違い等、現在
社会には調整と解決が求められる事柄にあふれています。これらに公平公正に向き合い、バックグラウ
ンドの異なる当事者らにコミットして豊かな解決の道筋を与え、以降の同種同類の紛争を予防すること
さえも可能とする技能が、今後ますます求められることになるでしょう。
　2020年度にリニューアルされた「交渉紛争解決実践コース」は、紛争解決の根幹ディシプリンを志向し
た法律学と、紛争解決の具現化のためのさまざまな論理と技法を同時に学べる進取のプログラムを用意
し、多様な学びと解決トレーニングをサポートします。

2020年度　交渉紛争解決実践コース長 紺屋 博昭

現代社会に生起する複雑多様化した法的公共政策的諸問題の
理論的解決を図ることができる人材を育成します。

　私は大学生時代に社会保障に関するゼミ
に所属しており、法学部だったという事から
社会保障について法学的に考えたり、実際に
施設見学を通して学習をしてきました。
その頃より、社会保障という分野がこれか
らより重要となっていく事や自分も将来
この分野に関わる仕事をしていきたいと
考えたため、より専門的な力を磨くために

大学院に進学をしました。この院では議論が活発に行われる講
義が多く、院生同士共に切磋琢磨することが出来ます。また、
教授や他の院生と関わることが多いため自分が深く研究してい
きたい内容についての相談や、他の分野の方の意見を聞いて別
の視点から物事をみるための力を養う環境も整っておりとても
充実しています。

2020年度　法・公共政策実践コース　1年

中村 将輝

行政・法律職公務員クラスタ（憲法演習、行政法演習、行政学演習、等）
財政問題クラスタ（租税法演習、現代政治行政論、地方財政論、等）
外務公務員クラスタ（国際法演習、国際関係論演習、等）
グローバル企業クラスタ（国際取引法演習、知的財産法演習、等）
グローバル問題クラスタ（グローバル環境政策論、経済政策論、等）
まちづくりクラスタ（公共哲学、地域政策論、等）
環境問題クラスタ（環境政策論、行政法演習、公共紛争解決論、等）
争訟法務クラスタ（民事訴訟法演習、刑事訴訟法演習、等）
公共法務クラスタ（医療法務、社会保障法務、災害と法、等）
税理法務クラスタ（租税法演習、経済法演習、年金問題と法、等）
中小企業法務クラスタ（中小会社法、労働法演習、等）

クラスタと主な授業科目（詳しくはP.5 へ）

紛争変容ファシリテーションクラスタ
（紛争変容の理論と技法、ダイアローグ実践論、ケース分析・フィールド演習、等）
紛争変容ファシリテーションアドバンスドクラスタ
（交渉の理論と技法、紛争解決と心理学、メディエーションの理論と技法、等）
人間科学系専門職公務員クラスタ
（少子高齢社会と法、年金問題と法、高齢者財産管理と法、等）

クラスタと主な授業科目（詳しくはP.5へ）
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現代社会人間学専攻
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Modern Social Human Studies

現代社会人間学専攻
博士前期課程

学位 修士（文学、法学、学術）

東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース

中国・台湾等の大学で日本語専攻の学部教育を修了した学生は、
研究生・科目等履修生などを経ることなく、本コースに進学する
ことができます。日系企業などに勤務経験のある学生は日本企
業文化への理解を深め、スキルアップにつながります。

本コースの特色
①ストレートマスター

ビジネスの現場に直結した内容を幅広く学ぶことができます。
また、ワークショップ型演習、プロジェクト研究、リサーチペー
パー作成など、多様な授業形態によって学生の学ぶ意欲に応え
ます。

②実践型教育の重視と多様な授業形態

●必修科目 日中比較社会論、日中比較文化論、日中比較経営論、
東アジア現代経済論、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 プロジェクト研究、ワークショップ型演習、
異文化間コミュニケーション演習、日本語文書作成演習

「日本語文書作成演習」を通し、日本語を書く力を高めるととも
に、少人数の対面型教育により日本語を聞き取る力・話す力を
向上させます。また、中国人学生と日本人学生が同じ教室で学
び議論していける授業を提供していくことで、日常的に日本人
との交流の輪を広げていくことができます。

③高度な日本語能力の育成
主な授業科目

 日中両国の関係は21世紀の現在、難しい段階に入りつつあると言えます。すなわち、改革・開放以降の中国
の目覚ましい経済発展により、有史以来初めて日中両国の国力は均衡化しつつあります。そのような中で
政府・民間レベルともどのように両国の関係を構築していくかについて、当惑しているのが現状です。本
コースではそのような両国間のギャップを埋めるべく、多彩な授業を通して広い視野と高度な専門的知識
を身につけることを目的としています。

2020年度　東アジアビジネスコミュニケーション専門職コース長 渡辺 直土

中国人留学生のためのビジネス・コミュニケーションコース。日中ビジネスの
プロフェッショナルを育てます。

　大学時代から、日中関係の研究に興味を持っていま
した。大学卒業後、日系企業での勤務経験を通じて、改
めて目まぐるしく変動する日中両国の動きを深く研究
したいと思いました。これからの日中関係の発展には、
草の根の交流こそ大切だと考え、両国社会の共通点と
相違点をより深く理解するために、今年4月に東アジ
ア・ビジネス・コミュニケーション専門職コースに進学
しました。

　本コースの勉強を通して、日中両国の社会や経済に関する知識を得ると
同時に、外から母国を見ることにより、今までの既成概念を更新し、視野を
広げることができると思います。
　社会人から学生になったこの二年間の生活を大切に過ごしたいと思いま
す。修了後、日中友好のため、架け橋になれるような仕事に就きたいです。

アドミッションポリシー
人文・社会に関わる学術領域の研究方法あるいは学際的な研究方法を身につけることにより、人間や社会における
現代の諸問題を理論的、実践的に解決したい人を求めます。

１．東アジア地域におけるビジネスの現場で、日中の相違から生じる諸問題を解決しスムーズなコミュニケーショ
ンを図ることのできる能力を身につけ実践できる職業人をめざす人

２．現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的に捉え、それを実践や研究に活かす能力を身につけることをめざす人
３．フィールドワークを主とした調査方法論に基づき、国内外の社会文化的、言語的、地理的諸現象を実証的・論理

的に研究することをめざす人
４．認知という枠組みから人間を理解する哲学や心理学の方法を通じて、現代社会の実践的問題に対して合理的・

客観的に対処する能力を身につけたい人

2020年度　東アジア・ビジネス・コミュニケーション
専門職コース　1年　

国内に類例がない質・量を誇る教師陣による、生命倫理、環境倫
理、ビジネス倫理、情報倫理、技術者倫理、脳神経倫理等の応用
倫理の諸部門と医療社会学にわたる授業科目を揃えています。

本コースの特色
①多様なカリキュラム

社会調査能力と文献読解力を基盤に、先端倫理学を研究します。
ケーススタディとディスカッションを重視し、現代の倫理的問
題の具体像を捉え、その本質の解明と可能な解決策を検討して
いきます。

②理論と実践の両面からの研究

●必修科目 生命環境倫理論Ⅰ※、現代倫理論※、医療福祉
社会論※、深層心理論※、先端倫理学購読※、
先端倫理調査研究、プロジェクト研究、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 臨床倫理論、現代先端倫理論、生命環境倫理論Ⅱ

毎年数回国内外の講師を招いて先端倫理関連のシンポジウム・
セミナーを開いています。これらに参加することで最先端の研
究に触れることができ、後期博士課程への進学にも十分な学力
を身につけることが可能です。

③国内外の最先端の研究に触れる

先端倫理学研究コース

主な授業科目

　現代社会では、先端医療技術や情報化社会などの進展によって、様々な場面で倫理的な問題が生じていま
す。それに伴って、そうした問題を理論的・実証的に捉え、それに対処しうる能力が要請されています。先
端倫理学研究コースでは、倫理学基礎理論と調査研究などを有機的に連関させることで、医療や政策立案の
現場の要請に本格的に応え、先進的な応用倫理研究を可能とするプログラムを提供しています。

2020年度　先端倫理学研究コース長 立花 幸司

（※を付した科目から3科目選択して必修）

現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的に捉え、それに対処しうる能力を養成する

　倫理学では「脳死状態の患者から臓器を摘出して
もよいか」といった現実的な問いから「道徳は主観
的なものか、客観的なものか」といった抽象的な問
いまで多様な問題が論じられますが、私は主に後者
のような問いを扱う、メタ倫理学という分野での研
究を進めています。日々の授業では、そうした問題
を巡ってなされてきた様々な議論を学ぶことで、漠

然とした問いを洗練させ、論点を整理して問題を明確化する力を身につ
けています。また少人数の授業での議論においては、相手の意見をよく
理解したうえで自分の考えをクリアに、かつ説得力ある仕方で述べるこ
とが求められるため、試行錯誤しながら自分の能力を高めることがで
き、自信につながります。

2020年度　先端倫理学研究コース　2年 松﨑 千香

姚　毓剣
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Modern Social Human Studies

博士前期課程

学位 修士（文学、法学、学術）

東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース

中国・台湾等の大学で日本語専攻の学部教育を修了した学生は、
研究生・科目等履修生などを経ることなく、本コースに進学する
ことができます。日系企業などに勤務経験のある学生は日本企
業文化への理解を深め、スキルアップにつながります。

本コースの特色
①ストレートマスター

ビジネスの現場に直結した内容を幅広く学ぶことができます。
また、ワークショップ型演習、プロジェクト研究、リサーチペー
パー作成など、多様な授業形態によって学生の学ぶ意欲に応え
ます。

②実践型教育の重視と多様な授業形態

●必修科目 日中比較社会論、日中比較文化論、日中比較経営論、
東アジア現代経済論、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 プロジェクト研究、ワークショップ型演習、
異文化間コミュニケーション演習、日本語文書作成演習

「日本語文書作成演習」を通し、日本語を書く力を高めるととも
に、少人数の対面型教育により日本語を聞き取る力・話す力を
向上させます。また、中国人学生と日本人学生が同じ教室で学
び議論していける授業を提供していくことで、日常的に日本人
との交流の輪を広げていくことができます。

③高度な日本語能力の育成
主な授業科目

 日中両国の関係は21世紀の現在、難しい段階に入りつつあると言えます。すなわち、改革・開放以降の中国
の目覚ましい経済発展により、有史以来初めて日中両国の国力は均衡化しつつあります。そのような中で
政府・民間レベルともどのように両国の関係を構築していくかについて、当惑しているのが現状です。本
コースではそのような両国間のギャップを埋めるべく、多彩な授業を通して広い視野と高度な専門的知識
を身につけることを目的としています。

2020年度　東アジアビジネスコミュニケーション専門職コース長 渡辺 直土

中国人留学生のためのビジネス・コミュニケーションコース。日中ビジネスの
プロフェッショナルを育てます。

　大学時代から、日中関係の研究に興味を持っていま
した。大学卒業後、日系企業での勤務経験を通じて、改
めて目まぐるしく変動する日中両国の動きを深く研究
したいと思いました。これからの日中関係の発展には、
草の根の交流こそ大切だと考え、両国社会の共通点と
相違点をより深く理解するために、今年4月に東アジ
ア・ビジネス・コミュニケーション専門職コースに進学
しました。

　本コースの勉強を通して、日中両国の社会や経済に関する知識を得ると
同時に、外から母国を見ることにより、今までの既成概念を更新し、視野を
広げることができると思います。
　社会人から学生になったこの二年間の生活を大切に過ごしたいと思いま
す。修了後、日中友好のため、架け橋になれるような仕事に就きたいです。

アドミッションポリシー
人文・社会に関わる学術領域の研究方法あるいは学際的な研究方法を身につけることにより、人間や社会における
現代の諸問題を理論的、実践的に解決したい人を求めます。

１．東アジア地域におけるビジネスの現場で、日中の相違から生じる諸問題を解決しスムーズなコミュニケーショ
ンを図ることのできる能力を身につけ実践できる職業人をめざす人

２．現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的に捉え、それを実践や研究に活かす能力を身につけることをめざす人
３．フィールドワークを主とした調査方法論に基づき、国内外の社会文化的、言語的、地理的諸現象を実証的・論理

的に研究することをめざす人
４．認知という枠組みから人間を理解する哲学や心理学の方法を通じて、現代社会の実践的問題に対して合理的・

客観的に対処する能力を身につけたい人

2020年度　東アジア・ビジネス・コミュニケーション
専門職コース　1年　

国内に類例がない質・量を誇る教師陣による、生命倫理、環境倫
理、ビジネス倫理、情報倫理、技術者倫理、脳神経倫理等の応用
倫理の諸部門と医療社会学にわたる授業科目を揃えています。

本コースの特色
①多様なカリキュラム

社会調査能力と文献読解力を基盤に、先端倫理学を研究します。
ケーススタディとディスカッションを重視し、現代の倫理的問
題の具体像を捉え、その本質の解明と可能な解決策を検討して
いきます。

②理論と実践の両面からの研究

●必修科目 生命環境倫理論Ⅰ※、現代倫理論※、医療福祉
社会論※、深層心理論※、先端倫理学購読※、
先端倫理調査研究、プロジェクト研究、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 臨床倫理論、現代先端倫理論、生命環境倫理論Ⅱ

毎年数回国内外の講師を招いて先端倫理関連のシンポジウム・
セミナーを開いています。これらに参加することで最先端の研
究に触れることができ、後期博士課程への進学にも十分な学力
を身につけることが可能です。

③国内外の最先端の研究に触れる

先端倫理学研究コース

主な授業科目

　現代社会では、先端医療技術や情報化社会などの進展によって、様々な場面で倫理的な問題が生じていま
す。それに伴って、そうした問題を理論的・実証的に捉え、それに対処しうる能力が要請されています。先
端倫理学研究コースでは、倫理学基礎理論と調査研究などを有機的に連関させることで、医療や政策立案の
現場の要請に本格的に応え、先進的な応用倫理研究を可能とするプログラムを提供しています。

2020年度　先端倫理学研究コース長 立花 幸司

（※を付した科目から3科目選択して必修）

現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的に捉え、それに対処しうる能力を養成する

　倫理学では「脳死状態の患者から臓器を摘出して
もよいか」といった現実的な問いから「道徳は主観
的なものか、客観的なものか」といった抽象的な問
いまで多様な問題が論じられますが、私は主に後者
のような問いを扱う、メタ倫理学という分野での研
究を進めています。日々の授業では、そうした問題
を巡ってなされてきた様々な議論を学ぶことで、漠

然とした問いを洗練させ、論点を整理して問題を明確化する力を身につ
けています。また少人数の授業での議論においては、相手の意見をよく
理解したうえで自分の考えをクリアに、かつ説得力ある仕方で述べるこ
とが求められるため、試行錯誤しながら自分の能力を高めることがで
き、自信につながります。

2020年度　先端倫理学研究コース　2年 松﨑 千香

姚　毓剣
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欧文の学術文献を批判的に読解する能力を育成するための演習
形態の授業を開講します。さらに、哲学に重点を置く学生には
哲学思考と文献読解の基礎を修得させ、心理学に重点を置く学
生には実験心理学の方法論を修得させます。

本コースの特色
①読解等、基盤的な能力の形成

批判的ディスカッションと院生個々の研究テーマについての個
別指導を重視します。本研究コースのねらいとする概念的論究
と実証的研究との相互参照・協働を図るための科目を導入し、
従来にない発想の展開を促進します。

②創造性を高めるための教育方法

●必修科目 認知科学論、認知現象論※、言語哲学研究※、
知覚心理学特論※、認知心理学特論※、特別
研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 心の哲学研究、実験心理学特論

大学院先端科学研究部等の教員による脳科学や計算機科学関連
授業を開講し、研究視点を広げ深めます。

③学際的研究・教育

共同研究者などを中心に学外・国外の研究者を招聘してセミ
ナーなどを行い、学生が学問的刺激を受ける機会を増やし、研
究に対する意欲を高めます。

④学外・国外の機関との連携

認知哲学・心理学研究コース

主な授業科目

フィールドリサーチ研究コース

各専門領域の基礎的な考え方を学び、フィールドリサーチ実習
およびプロジェクト研究を通して実践的な研究方法を習得しま
す。フィールドリサーチに関する体系化されたカリキュラムも
研究をサポートします。

本コースの特色

①実践的な研究方法を身につける

教員が中心となって行うプロジェクト研究の一員としてフィー
ルドリサーチを実践することで、専門的知識と技術に加えて、
自立した研究者としての意識の確立を目指します。

②自立した研究者として

●必修科目
フィールドリサーチ方法論、現代言語理論※、
社会文化理論※、地域科学理論※、
フィールドリサーチ実習Ⅰ（社会文化調査実習）＊、
フィールドリサーチ実習Ⅱ（言語調査実習）＊、
フィールドリサーチ実習Ⅲ（民俗調査実習）＊、
フィールドリサーチ実習Ⅳ（地理調査実習）＊、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

学外の研究者とも交流可能なセミナーなどの参加、あるいは国
内外の学会での研究成果の発表を促し、学問的刺激により研究
がさらに深化するように指導します。

③研究深化への環境整備

主な授業科目

　哲学あるいは心理学のどちらかの方法に軸足をおいて研究しつつ、認知科学の諸領域の研究成果も参照
して、より視野の広い枠組みから人間を理解することを目指します。さらに、このようにして基礎理論に
裏づけられた確かな方法を身につけることで、科学技術の高度化や社会システムの複雑化にともなって
生じた現代のさまざまな問題にも合理的かつ客観的に対処する能力を育てます。

2020年度　認知哲学・心理学研究コース長

　本コースは、フィールドで調査・観測などによって収集する情報・資料に基づき、現実世界の諸事象を実証
的・論理的に研究することを志す学生を歓迎します。特定の専門領域を深く学修しつつ、同時に周辺領域へ
視野を広げることが、豊かな学問的成果をもたらすことになります。本コースでは、様々な専門領域の教員
の指導によって深い専門性と幅広い知識をともに修得できるようにカリキュラムを編成しています。

2020年度　フィールドリサーチ研究コース長

大辻 正晴

多田 光宏

（※を付した科目から１科目選択して必修）

（※を付した科目から１科目選択して必修、＊も同様）

国内外の活動領域を様々な「フィールド」から読み解いていくことで、現代社会の実態を
正確に捉える能力と批判力を養成する 社会文化科学教育部で学んでみませんか？

哲学あるいは心理学を深め、人間の諸問題を論理的・実証的に解決する能力を養成する

社会文化科学教育部進学説明会

大学院社会文化科学教育部の成り立ち

開催予定日時

　私は、卒業論文で「小学生が地域の災害リスクをどの程
度認知しているか」という研究を行いました。その中で、
人々の防災・減災意識についてより密度の高い研究を行
いたいとの思いが強まりフィールドリサーチ研究コース
に入学しました。現在は、災害の記録・伝承としての意義
をもつ「災害碑」が地域住民の防災・減災意識に与える影
響について研究しています。
　本コースでは、先生方の丁寧なご指導のもと、フィール

ドワークを行うための事前準備から観察の視点、分析技術まで専門的に学ぶこ
とが出来ます。また、国際色豊かなゼミ生と学ぶことで新たな視点を得られと
ても刺激になっています。人的にも設備的にも充実した環境で、研究に取り組
むことができています。

2020年度　フィールドリサーチ研究コース　2年 原田 未来

　私は、熊本大学に留学する前、中国貴州省の貴陽幼
児師範高等専門学校という、幼稚園の先生を養成する
公立専門学校で講師として働いていました。中国の大
学と大学院の７年間は、日本語を専攻しており、日本
に深い感情が生じて、日本へ留学したい気持ちが芽生
えていました。そして、仕事をしていく中で、幼児の
発達と脳機能について非常に関心を持ち、職場の支持
で、今回、日本に留学することが出来ました。
　5年ぶりの勉強は、新鮮さと緊張でいっぱいです。

いつも熱心に指導してくださる先生方といろいろ助けてくださる先輩方の
おかげで、だんだん生活と勉強に慣れてきました。心理学は、文系のみな
らず、理系の知識も必要される学問だと思います。私はゼロから心理学に
ついての理論と基本的な研究方法を学んだり、実験をしたりして、心理学
の魅力を感じています。熊大の勉強生活は人生においてありがたくて一生
忘れられない経験になると信じています。

2020年度　認知哲学・心理学研究コース　2年 銭　雅純

第1回　2020年  7月22日（水）
17：00～17：45

第2回　2020年10月24日（土）
14：30～16：30

教育部・入試の概要説明、
大学院生・修了生からのメッセージ、
領域・コース別相談会を行います。

学部から進学した学生も、大学院修了後は、幅広い分野への就職や、研究者としての道などの可能性が開けます。
夜間・週末開講のコースもあり、社会人も歓迎いたします。ぜひともご参加下さい。
※事前申込は不要です。

　熊本大学の人文社会科学系の大学院は、大学院社会科学研究科として、平成14年4月に文学部・

法学部の専門領域の上に学際的・総合的な独立研究科として後期3年博士課程が設置され、平成18年

4月にはｅラーニング専門家の育成を目指した教授システム学（修士課程）が新設されました。

　平成20年4月からは、博士前期課程においては、これまでの社会文化科学研究科と文学研究科

（修士課程）、法学研究科（修士課程）を再編統合し、従来型の研究コース（8コース）と教授システム

学に加え、公共政策、交渉紛争解決・組織経営、東アジア・ビジネス・コミュニケーション、文化行政・

学芸員、英語教育等の専門職コース（7コース）を設置し、研究と高度職業人育成の両方を可能に

してまいりました。また、博士後期課程でも、高度専門職業人と研究者の養成を目指し、人間文化

の諸側面の研究及び現代にふさわしい文化政策形成を目指す「文化学専攻」と、新しい社会システム

の構築・政策研究及びその理論的基礎付けを目指す「人間・社会科学専攻」、また「教授システム学専攻」

の3つの専攻が置かれてきています。

　平成31年4月からは、博士前期課程においては、これまでの「公共政策学専攻」「法学専攻」に、

これまで「現代社会人間学専攻」の一部であった交渉紛争解決・組織経営専門職コースを交渉紛争

解決実践コースと名称変更して加えて、新しい「法政・紛争解決学専攻」として生まれ変わりました。

※新型コロナウイルス感染症が国内で広がっている影響により、ホームページでの動画配信等に開催方法を変更
する場合があります。社会文化科学教育部ホームページに掲載しお知らせしますので、最新情報をご確認
ください。
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欧文の学術文献を批判的に読解する能力を育成するための演習
形態の授業を開講します。さらに、哲学に重点を置く学生には
哲学思考と文献読解の基礎を修得させ、心理学に重点を置く学
生には実験心理学の方法論を修得させます。

本コースの特色
①読解等、基盤的な能力の形成

批判的ディスカッションと院生個々の研究テーマについての個
別指導を重視します。本研究コースのねらいとする概念的論究
と実証的研究との相互参照・協働を図るための科目を導入し、
従来にない発想の展開を促進します。

②創造性を高めるための教育方法

●必修科目 認知科学論、認知現象論※、言語哲学研究※、
知覚心理学特論※、認知心理学特論※、特別
研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 心の哲学研究、実験心理学特論

大学院先端科学研究部等の教員による脳科学や計算機科学関連
授業を開講し、研究視点を広げ深めます。

③学際的研究・教育

共同研究者などを中心に学外・国外の研究者を招聘してセミ
ナーなどを行い、学生が学問的刺激を受ける機会を増やし、研
究に対する意欲を高めます。

④学外・国外の機関との連携

認知哲学・心理学研究コース

主な授業科目

フィールドリサーチ研究コース

各専門領域の基礎的な考え方を学び、フィールドリサーチ実習
およびプロジェクト研究を通して実践的な研究方法を習得しま
す。フィールドリサーチに関する体系化されたカリキュラムも
研究をサポートします。

本コースの特色

①実践的な研究方法を身につける

教員が中心となって行うプロジェクト研究の一員としてフィー
ルドリサーチを実践することで、専門的知識と技術に加えて、
自立した研究者としての意識の確立を目指します。

②自立した研究者として

●必修科目
フィールドリサーチ方法論、現代言語理論※、
社会文化理論※、地域科学理論※、
フィールドリサーチ実習Ⅰ（社会文化調査実習）＊、
フィールドリサーチ実習Ⅱ（言語調査実習）＊、
フィールドリサーチ実習Ⅲ（民俗調査実習）＊、
フィールドリサーチ実習Ⅳ（地理調査実習）＊、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

学外の研究者とも交流可能なセミナーなどの参加、あるいは国
内外の学会での研究成果の発表を促し、学問的刺激により研究
がさらに深化するように指導します。

③研究深化への環境整備

主な授業科目

　哲学あるいは心理学のどちらかの方法に軸足をおいて研究しつつ、認知科学の諸領域の研究成果も参照
して、より視野の広い枠組みから人間を理解することを目指します。さらに、このようにして基礎理論に
裏づけられた確かな方法を身につけることで、科学技術の高度化や社会システムの複雑化にともなって
生じた現代のさまざまな問題にも合理的かつ客観的に対処する能力を育てます。

2020年度　認知哲学・心理学研究コース長

　本コースは、フィールドで調査・観測などによって収集する情報・資料に基づき、現実世界の諸事象を実証
的・論理的に研究することを志す学生を歓迎します。特定の専門領域を深く学修しつつ、同時に周辺領域へ
視野を広げることが、豊かな学問的成果をもたらすことになります。本コースでは、様々な専門領域の教員
の指導によって深い専門性と幅広い知識をともに修得できるようにカリキュラムを編成しています。

2020年度　フィールドリサーチ研究コース長

大辻 正晴

多田 光宏

（※を付した科目から１科目選択して必修）

（※を付した科目から１科目選択して必修、＊も同様）

国内外の活動領域を様々な「フィールド」から読み解いていくことで、現代社会の実態を
正確に捉える能力と批判力を養成する 社会文化科学教育部で学んでみませんか？

哲学あるいは心理学を深め、人間の諸問題を論理的・実証的に解決する能力を養成する

社会文化科学教育部進学説明会

大学院社会文化科学教育部の成り立ち

開催予定日時

　私は、卒業論文で「小学生が地域の災害リスクをどの程
度認知しているか」という研究を行いました。その中で、
人々の防災・減災意識についてより密度の高い研究を行
いたいとの思いが強まりフィールドリサーチ研究コース
に入学しました。現在は、災害の記録・伝承としての意義
をもつ「災害碑」が地域住民の防災・減災意識に与える影
響について研究しています。
　本コースでは、先生方の丁寧なご指導のもと、フィール

ドワークを行うための事前準備から観察の視点、分析技術まで専門的に学ぶこ
とが出来ます。また、国際色豊かなゼミ生と学ぶことで新たな視点を得られと
ても刺激になっています。人的にも設備的にも充実した環境で、研究に取り組
むことができています。

2020年度　フィールドリサーチ研究コース　2年 原田 未来

　私は、熊本大学に留学する前、中国貴州省の貴陽幼
児師範高等専門学校という、幼稚園の先生を養成する
公立専門学校で講師として働いていました。中国の大
学と大学院の７年間は、日本語を専攻しており、日本
に深い感情が生じて、日本へ留学したい気持ちが芽生
えていました。そして、仕事をしていく中で、幼児の
発達と脳機能について非常に関心を持ち、職場の支持
で、今回、日本に留学することが出来ました。
　5年ぶりの勉強は、新鮮さと緊張でいっぱいです。

いつも熱心に指導してくださる先生方といろいろ助けてくださる先輩方の
おかげで、だんだん生活と勉強に慣れてきました。心理学は、文系のみな
らず、理系の知識も必要される学問だと思います。私はゼロから心理学に
ついての理論と基本的な研究方法を学んだり、実験をしたりして、心理学
の魅力を感じています。熊大の勉強生活は人生においてありがたくて一生
忘れられない経験になると信じています。

2020年度　認知哲学・心理学研究コース　2年 銭　雅純

第1回　2020年  7月22日（水）
17：00～17：45

第2回　2020年10月24日（土）
14：30～16：30

教育部・入試の概要説明、
大学院生・修了生からのメッセージ、
領域・コース別相談会を行います。

学部から進学した学生も、大学院修了後は、幅広い分野への就職や、研究者としての道などの可能性が開けます。
夜間・週末開講のコースもあり、社会人も歓迎いたします。ぜひともご参加下さい。
※事前申込は不要です。

　熊本大学の人文社会科学系の大学院は、大学院社会科学研究科として、平成14年4月に文学部・

法学部の専門領域の上に学際的・総合的な独立研究科として後期3年博士課程が設置され、平成18年

4月にはｅラーニング専門家の育成を目指した教授システム学（修士課程）が新設されました。

　平成20年4月からは、博士前期課程においては、これまでの社会文化科学研究科と文学研究科

（修士課程）、法学研究科（修士課程）を再編統合し、従来型の研究コース（8コース）と教授システム

学に加え、公共政策、交渉紛争解決・組織経営、東アジア・ビジネス・コミュニケーション、文化行政・

学芸員、英語教育等の専門職コース（7コース）を設置し、研究と高度職業人育成の両方を可能に

してまいりました。また、博士後期課程でも、高度専門職業人と研究者の養成を目指し、人間文化

の諸側面の研究及び現代にふさわしい文化政策形成を目指す「文化学専攻」と、新しい社会システム

の構築・政策研究及びその理論的基礎付けを目指す「人間・社会科学専攻」、また「教授システム学専攻」

の3つの専攻が置かれてきています。

　平成31年4月からは、博士前期課程においては、これまでの「公共政策学専攻」「法学専攻」に、

これまで「現代社会人間学専攻」の一部であった交渉紛争解決・組織経営専門職コースを交渉紛争

解決実践コースと名称変更して加えて、新しい「法政・紛争解決学専攻」として生まれ変わりました。

※新型コロナウイルス感染症が国内で広がっている影響により、ホームページでの動画配信等に開催方法を変更
する場合があります。社会文化科学教育部ホームページに掲載しお知らせしますので、最新情報をご確認
ください。
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主な授業科目

　高校国語教員になってからも活きる専門的
な知識や実践的な指導力を身に付けたいと考
え受験しました。本コースでは文学・国語学、
高校国語教育について学ぶことができます。
私の研究テーマは「文学を教材としたアクティ
ブ・ラーニングの授業提案」で、自分の興味・関
心に沿って様々な専門性をお持ちの先生方か
らご指導いただきました。理論を深め、授業実

践に統合していくための学びと研究の場として環境が整っていま
す。国語教員を目指す学生、現職で教員をされながら大学院で学
ばれている方や留学生の方と切磋琢磨する中で新たな発見や気づ
きが得られる毎日でした。

高校国語教員専門職コース 平成29年度修了 永田 涼香

主な授業科目アドミッションポリシー
歴史学、考古学、民俗学、日本・東アジアの言語と文学、欧米の言語と文学の諸領域において、学術的知見を基盤とし
て、高度かつ実践的能力を修得し、文化行政、教育、マスコミ等の分野で専門的職業人として活動できる人、および
それぞれの学術領域の研究の基礎を修め、引き続き博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を育成する
ことを目標としています。このような観点から、本専攻は次のような人を求めます。
１．地域の歴史や文化に根ざした文化行政・博物館学芸員のエキスパートをめざす人
２．日本語日本文学・中国語中国文学の学術的成果を礎に、授業に広がりと深みを与える国語教員をめざす人
３．高度な理論と実践力を兼ね備えた、現場での英語教育改善で先進的役割を担える専門職をめざす人
４．高度の史料読解力を基盤に、歴史事象を主体的に研究するスキルを身につけることをめざす人
５．東アジアの言語・文学・民俗について専門的にかつ広い視野に立って東アジア文化研究をめざす人
６．英語やドイツ語やフランス語の高度な能力を培い、言語・文学・文化研究や国際交流などの専門家をめざす人

文化学専攻

過
去
を
学
び
、
未
来
を
つ
む
ぐ
。

過
去
を
学
び
、
未
来
を
つ
む
ぐ
。

Cultural Sciences

博士前期課程

学位 修士（文学、学術）

共通教育プログラム（文化財保護論、文化行政特論、博物館経営論特論、地域博物
館演習）と専門教育プログラム（日本史・考古学・民俗学の専門科目、インターン
シップ、特別研究）を組み合わせた選択幅の大きいカリキュラムを編成します。
目的に応じて行政分野を関連する科目を中心に学ぶことも、学術分野に重心を
おいて学ぶこともできます。

本コースの特色
①目的に応じた教育プログラム

カリキュラムの特長は、まず「文化財保護法」の体系的理解を進めることを挙げ
ることができます。次に、文化庁記念物課の主任文化財調査官の経験を持つ人
材等を非常勤講師として招聘することで、現在の文化行政の問題点を提示し理
解した上で、地域において専門を活かした文化行政に携われる人材を育ててい
けるカリキュラムを用意しています。

②文化行政のスペシャリストを育てる特長あるカリキュラム

●必修科目 文化財保護論、文化行政特論、博物館経営特論、
地域博物館演習、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 民俗学実習、日本考古学、日本近代史論、地域
資料論、インターンシップなど

・社会人学生（主として文化財行政担当部局、博物館等に在籍している社会人）
夜間開講・集中講義を組み合わせて、基本的に1年次で必要な単位のほとんどを
修得可能にし、2年次は主に論文執筆に専念できるよう配慮します。

・学部からの進学生（主として日本史学・考古学・民俗学分野を専攻する学生）
1年次に理論・調査法等の学術分野を学び、2年次に企画及び展示技術を経験し、
将来専門職に就いた時に必要とされる知識と実務経験を積むことができます。

③社会人・進学生に対応した授業形態

文化行政・学芸員専門職コース

高校国語教員専門職コース

●必修科目 日本語研究と高校国語、日本近現代文学研究と高校国語、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 読みの方法と実践、日本古典文学研究と高校国語、
中国古典文学研究と高校国語

高等学校の教科書に広く採用されている教材に対して、最新の研究成果と研究
方法及び周辺領域に関する知識の光を当て、豊かな授業を展開できる能力を育
成します。

本コースの特色
①定番教材に対する学術の最新の成果及び方法の投射

読みに関する理論を学ぶとともに、読みの方法を錬磨することによって、精緻な教
材解釈に基づく、深みのある授業を展開できる能力を育成します。

②読みの理論の深化と読みの方法の錬磨

日本・東アジア文化学研究コースに開講される日本語日本文学・中国語中国文学・
東アジア地域文学等に関する授業科目を履修することによって、教材研究・教材
開発に広がりを与えます。

③関連科目の幅広い履修

高校生の関心を喚起し、学ぶ意欲を引き出すために、生徒の生活圏に関わりある
言語資料を教材化することをめざして、大学教員・受講者が協力して共同研究を
行います。

④地域に根ざした教材開発に関する共同研究

国語科の教材研究・教材開発・教育実践に関わる修士論文、または日本語日本
文学・中国語中国文学の最先端のトピックに関する学術的な修士論文を作成
します。

⑥教材研究・教育実践に関わる修士論文又は学術的な修士論文の作成

現場経験を持つ受講者と、学部から直接進学した受講者とが同じ授業を履修す
ることによって、相互に経験と知識を補い刺激を与え合う教育空間を作り出し、
効果的な教育を実現します。

⑤若手・中堅の現職教員とストレートマスターの同時育成

　本コースは国や地方自治体の文化行政担当者、博物館等の学芸員等として活躍する人材、あるいは将来そ
のような専門職を希望する進学者を対象に設置されました。受講生は、考古学・日本史学・民俗学のそれぞ
れの領域における研究能力を高めるとともに、文化行政の現状と課題、文化財関係法規等に関する講義を受
けることで、より深い専門性と幅広い知識を身につけることができます。わたしたちは、地域の総合的文化
行政に貢献できる人材の養成を目指しています。

2020年度　文化行政・学芸員専門職コース長 鈴木 寛之

　本コースは、これまで日本語日本文学・中国語中国文学研究室より、修士の学位を有する多数の高校国語
教員を送り出した実績、また現職教員を大学院学生として受け入れてきた実績にもとづいて設置されまし
た。日本語学・日本文学・中国古典文学における最新の研究成果と研究方法を学ぶこと、それらの知見に
基づく教材研究・教材開発を行うことを両輪とし、学生と教員双方が知的・教育的刺激を与え合う場となる
ことを目指しています。

2020年度　高校国語教員専門職コース長　　茂木 俊伸

日本語日本文学、中国古典文学の最新の学術的成果を基に、授業に広がりと深みを与えることのできる
国語教員を養成する

地域の歴史や文化に根ざした文化行政・博物館のエキスパートを養成する

文化行政・学芸員専門職コース　平成30年度修了 宮崎 康平
  私は学部生の時により専門的なことを学
びたいと思い、熊本大学の文学部からこち
らのコースに進学しました。文化行政・学芸
員専門職コースでは博物館などの文化施設
で働くための専門知識や技法を学びました。
また、日々の授業は海外からの留学生や他
コースの学生と一緒に受けることが多く、
多様な視点から意見を聞くことができ、と

ても良い刺激になりました。
  私は民俗学を専攻し、遊びや遊び道具の変遷について研究し、
修士論文を提出しましたが、先生方も大変丁寧に指導してくだ
さったので安心して研究を進めることができました。授業や
ゼミ、研究と充実した生活を送った経験は、今の仕事にもとて
も役立っていることを実感しています。
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主な授業科目

　高校国語教員になってからも活きる専門的
な知識や実践的な指導力を身に付けたいと考
え受験しました。本コースでは文学・国語学、
高校国語教育について学ぶことができます。
私の研究テーマは「文学を教材としたアクティ
ブ・ラーニングの授業提案」で、自分の興味・関
心に沿って様々な専門性をお持ちの先生方か
らご指導いただきました。理論を深め、授業実

践に統合していくための学びと研究の場として環境が整っていま
す。国語教員を目指す学生、現職で教員をされながら大学院で学
ばれている方や留学生の方と切磋琢磨する中で新たな発見や気づ
きが得られる毎日でした。

高校国語教員専門職コース 平成29年度修了 永田 涼香

主な授業科目アドミッションポリシー
歴史学、考古学、民俗学、日本・東アジアの言語と文学、欧米の言語と文学の諸領域において、学術的知見を基盤とし
て、高度かつ実践的能力を修得し、文化行政、教育、マスコミ等の分野で専門的職業人として活動できる人、および
それぞれの学術領域の研究の基礎を修め、引き続き博士後期課程において専門を深めうる研究の担い手を育成する
ことを目標としています。このような観点から、本専攻は次のような人を求めます。
１．地域の歴史や文化に根ざした文化行政・博物館学芸員のエキスパートをめざす人
２．日本語日本文学・中国語中国文学の学術的成果を礎に、授業に広がりと深みを与える国語教員をめざす人
３．高度な理論と実践力を兼ね備えた、現場での英語教育改善で先進的役割を担える専門職をめざす人
４．高度の史料読解力を基盤に、歴史事象を主体的に研究するスキルを身につけることをめざす人
５．東アジアの言語・文学・民俗について専門的にかつ広い視野に立って東アジア文化研究をめざす人
６．英語やドイツ語やフランス語の高度な能力を培い、言語・文学・文化研究や国際交流などの専門家をめざす人
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Cultural Sciences

博士前期課程

学位 修士（文学、学術）

共通教育プログラム（文化財保護論、文化行政特論、博物館経営論特論、地域博物
館演習）と専門教育プログラム（日本史・考古学・民俗学の専門科目、インターン
シップ、特別研究）を組み合わせた選択幅の大きいカリキュラムを編成します。
目的に応じて行政分野を関連する科目を中心に学ぶことも、学術分野に重心を
おいて学ぶこともできます。

本コースの特色
①目的に応じた教育プログラム

カリキュラムの特長は、まず「文化財保護法」の体系的理解を進めることを挙げ
ることができます。次に、文化庁記念物課の主任文化財調査官の経験を持つ人
材等を非常勤講師として招聘することで、現在の文化行政の問題点を提示し理
解した上で、地域において専門を活かした文化行政に携われる人材を育ててい
けるカリキュラムを用意しています。

②文化行政のスペシャリストを育てる特長あるカリキュラム

●必修科目 文化財保護論、文化行政特論、博物館経営特論、
地域博物館演習、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 民俗学実習、日本考古学、日本近代史論、地域
資料論、インターンシップなど

・社会人学生（主として文化財行政担当部局、博物館等に在籍している社会人）
夜間開講・集中講義を組み合わせて、基本的に1年次で必要な単位のほとんどを
修得可能にし、2年次は主に論文執筆に専念できるよう配慮します。

・学部からの進学生（主として日本史学・考古学・民俗学分野を専攻する学生）
1年次に理論・調査法等の学術分野を学び、2年次に企画及び展示技術を経験し、
将来専門職に就いた時に必要とされる知識と実務経験を積むことができます。

③社会人・進学生に対応した授業形態

文化行政・学芸員専門職コース

高校国語教員専門職コース

●必修科目 日本語研究と高校国語、日本近現代文学研究と高校国語、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 読みの方法と実践、日本古典文学研究と高校国語、
中国古典文学研究と高校国語

高等学校の教科書に広く採用されている教材に対して、最新の研究成果と研究
方法及び周辺領域に関する知識の光を当て、豊かな授業を展開できる能力を育
成します。

本コースの特色
①定番教材に対する学術の最新の成果及び方法の投射

読みに関する理論を学ぶとともに、読みの方法を錬磨することによって、精緻な教
材解釈に基づく、深みのある授業を展開できる能力を育成します。

②読みの理論の深化と読みの方法の錬磨

日本・東アジア文化学研究コースに開講される日本語日本文学・中国語中国文学・
東アジア地域文学等に関する授業科目を履修することによって、教材研究・教材
開発に広がりを与えます。

③関連科目の幅広い履修

高校生の関心を喚起し、学ぶ意欲を引き出すために、生徒の生活圏に関わりある
言語資料を教材化することをめざして、大学教員・受講者が協力して共同研究を
行います。

④地域に根ざした教材開発に関する共同研究

国語科の教材研究・教材開発・教育実践に関わる修士論文、または日本語日本
文学・中国語中国文学の最先端のトピックに関する学術的な修士論文を作成
します。

⑥教材研究・教育実践に関わる修士論文又は学術的な修士論文の作成

現場経験を持つ受講者と、学部から直接進学した受講者とが同じ授業を履修す
ることによって、相互に経験と知識を補い刺激を与え合う教育空間を作り出し、
効果的な教育を実現します。

⑤若手・中堅の現職教員とストレートマスターの同時育成

　本コースは国や地方自治体の文化行政担当者、博物館等の学芸員等として活躍する人材、あるいは将来そ
のような専門職を希望する進学者を対象に設置されました。受講生は、考古学・日本史学・民俗学のそれぞ
れの領域における研究能力を高めるとともに、文化行政の現状と課題、文化財関係法規等に関する講義を受
けることで、より深い専門性と幅広い知識を身につけることができます。わたしたちは、地域の総合的文化
行政に貢献できる人材の養成を目指しています。

2020年度　文化行政・学芸員専門職コース長 鈴木 寛之

　本コースは、これまで日本語日本文学・中国語中国文学研究室より、修士の学位を有する多数の高校国語
教員を送り出した実績、また現職教員を大学院学生として受け入れてきた実績にもとづいて設置されまし
た。日本語学・日本文学・中国古典文学における最新の研究成果と研究方法を学ぶこと、それらの知見に
基づく教材研究・教材開発を行うことを両輪とし、学生と教員双方が知的・教育的刺激を与え合う場となる
ことを目指しています。

2020年度　高校国語教員専門職コース長　　茂木 俊伸

日本語日本文学、中国古典文学の最新の学術的成果を基に、授業に広がりと深みを与えることのできる
国語教員を養成する

地域の歴史や文化に根ざした文化行政・博物館のエキスパートを養成する

文化行政・学芸員専門職コース　平成30年度修了 宮崎 康平
  私は学部生の時により専門的なことを学
びたいと思い、熊本大学の文学部からこち
らのコースに進学しました。文化行政・学芸
員専門職コースでは博物館などの文化施設
で働くための専門知識や技法を学びました。
また、日々の授業は海外からの留学生や他
コースの学生と一緒に受けることが多く、
多様な視点から意見を聞くことができ、と

ても良い刺激になりました。
  私は民俗学を専攻し、遊びや遊び道具の変遷について研究し、
修士論文を提出しましたが、先生方も大変丁寧に指導してくだ
さったので安心して研究を進めることができました。授業や
ゼミ、研究と充実した生活を送った経験は、今の仕事にもとて
も役立っていることを実感しています。
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文献学、方言学、民俗学に関わる調査が独力で行える能力を修
得できるよう、古写本・刊本を含む原典の読解能力、フィールド
ワークの方法論など、学術的見地からの分析に堪えるデータ集
積方法の修得を重視した教育を行います。

本コースの特色
①調査・文献読解等基盤的な能力の形成

中国文学、日本文学、比較文学、日本語学、民俗学など、それぞ
れの研究方法、研究成果を連携に基づいて共有することにより、
東アジア地域全体を含む広い視野にたって研究を深めます。

②当該領域研究に必要な事項の教授

●必修科目 比較民俗文化論※、民俗学調査実習※、
中国古典文学論※、中国現代文学論※、
東アジア文化論※、東アジア文化交渉論※、
日本文学史論※、日本語史論※、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

開講されている授業は日本語日本文学、中国語中国文学、民俗
学や日中から西洋までを視野に入れた比較文化学的研究に基づ
く講義と演習、および韓中の比較文化に及んでおり、多彩な内
容の授業から必要な科目を受講し、自らのテーマにあった研究
方法を学ぶことが出来ます。

③テーマに沿った選択受講

日本・東アジア文化学研究コース

主な授業科目
●必修科目 英語教育方法論、英語授業実践演習、応用言語学特論、

英語教育内容開発論、第二言語習得応用論、英語語彙習得論、
応用音声学演習、英語教育評価論、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 英語教育研究法、英語教育統計学、アメリカ文学研究、英語学研究

英語教育専門職コース

歴史学研究コース

熊本や九州を中心とした地域社会、それを包括する日本・東ア
ジア、そして対極に位置する欧米など、それぞれの地域の歴史・
社会文化・思想を個別専門的に教育・研究するとともに、それら
を比較・総合する視点を形成するプログラムを運営します。

本コースの特色
①地域研究に立脚したグローカルな視座の形成

古文書や遺物・埋蔵文化財の実施調査や、欧米・アジア各国の一
次史料・文献の精読と分析を通して、それぞれの分野で独創的
研究を進めるに十分な専門的能力を育てます。

②実習・調査で培う専門的能力

●必修科目 アジア史研究方法論※、西洋史研究方法論※、
日本史研究方法論※、文化史研究方法論※、
アジア政治・経済史論※、西洋地域社会史論※、
日本政治・経済史論※、日本近代思想史論※、
日本考古学※、考古学資料論※、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

欧米文化学研究コース

海外協定校との交流を深め、翻訳研究や英語のみによ
る授業を開設します。また、単位互換制度に基づいて
外国の大学等において修得した単位を10単位まで修了
要件単位に算入することができます。

本コースの特色
①実践的外国語能力の育成

これまでのような語学・文学研究も進める一方、ＥＵ諸
国語の社会言語学的研究や、EUの域内、域外を視野に
収めた言語や文化に関する受容の研究、さらにポスト
コロニアリズム的関心に対応する第三世界との関係を
問うエスニック文化・文学研究などを展開します。

②現代の多様な研究要請への対応

●必修科目 イギリス文学研究※、アメリカ文学研究※
英語学研究※、ドイツ文学研究※、ドイツ語圏
文化史研究※、ドイツ語学研究※、フランス文
学研究※、フランス文化研究※、フランス語学
研究※、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

主な授業科目

本コースの特色

様々な英語教育方法、アクション・リサーチによる実践的研究、カリ
キュラム・教育内容の開発等を学び、学校現場のコンテクストに応じ
た英語教育改善を中心的に担う能力を養います。また、教材開発等で
の高大の連携による英語教育を目指します。

①教室での授業実践を支える英語教育方法と授業デザインの開発

発展が著しい第二言語習得論・応用言語学の最新の研究成果を学び、高校、
大学での英語の4技能の指導と教材開発、自律性・動機付け等の向上に寄与
する教育内容の開発、評価等への応用を検討します。また、定量的・定性
的な研究方法に基づくリサーチデザインを構築できる能力を養います。

②第二言語習得理論・応用言語学の研究を活かした英語教育

模擬授業等を踏まえた省察と評価により、授業実践力の向上に自律的
に取り組みます。また、現職教員と学部からの進学者等が互いに学び
合うピア・コーチング等の導入により、教育実践者としての成長を目
指します。

③授業実践力の向上と教育実践者としての成長を目指すプログラム

英語学、英文学等の学術分野を学び直し、英語学習の背景にある言語・
文化への理解を深めるとともに、文法・読解等の指導に役立てます。
また、異文化間理解研究に基づいた英語教育を開発・実践できる能力
を育成します。

④異文化理解のための英語教育

　インターネットなどの急激な発展によりグローバル化が進む一方で、文化の多様性の価値が再認識され
ています。当コースでは、英語、ドイツ語、フランス語の語学・文学を中心に欧米文化を学ぶことができます。
2020年度からは新たに西洋音楽文化についての授業も開講しています。欧米文化についての深い理解と
外国語能力を生かして、専門分野での研究、国際交流などで活躍できる人材を養成したいと考えています。

2020年度　欧米文化学研究コース長　　濱田　明

　本コースは、現職高校教員、これから専門職としての英語教師を目指す方々のニーズに応えるプログラム
として設置されました。現職教員と一般・社会人・留学生が互いに学び合える学習共同体を創出し、理論と
実践を統合した指導力を身に付けた、現場での英語教育の改善において先進的役割を担う人材を育成しま
す。また、博士後期課程への進学を視野に入れた方への研究指導も提供し、大学英語教育改革で牽引的な役
割を果たせる高度専門人材の養成を目指します。

2020年度　英語教育専門職コース長 山下 徹

　歴史学研究コースは日本史学・アジア史学・西洋史学・文化史学・考古学の５つの分野からなります。本
コースのいちばんの強みは、文献と実物資料を中心に据え、実証的な作業から歴史を構築してゆく手堅さに
あり、そしてこれを支えるのが本学所蔵の史料・研究文献・考古学資料です。永青文庫を筆頭とするこれら
は質・量ともに国内最高水準にあります。本物の資料・史料に正面からとりくんで自力で歴史の扉を開こう
とする人を待っています！

2020年度　歴史学研究コース長　　小畑 弘己

（※を付した科目から２科目選択して必修） （※を付した科目から２科目選択して必修）

（※を付した科目から２科目選択して必修）

考古学、日本史学、アジア史学、西洋史学、文化史学の5つの専門分野から構成され、
横断的な関係のもとグローカルな視座に立ち、歴史学を研究する

理論と実践力を兼ね備えた英語教育のプロフェッショナルを養成
現職教員のニーズにも応えるフレキシブルなプログラム

現代社会に適応した外国語能力を養成し、国際関係を担当したり
研究の国際化に対応できるような人材を養成する

日本学・民俗学・中国学・比較文化学など、東アジア地域全体を含む広い視野に立って
研究を深めることができる

主な授業科目

主な授業科目

　私は英語でやりとりする際の不安が日本人英語学
習者に与える影響に関する研究を深めたいと考え、
心理測定法分野の指導を受けることができる本コー
スに入学しました。学部で行ったインタビューによ
る質的研究ではなく、実際の授業に近い形で収集し
た量的データの統計分析から一定の一般化を行うこ
とを検討しています。結果として、教師が普段の授
業の中でも簡易的にデータを収集できる学習不安の

質問紙（尺度）の作成が可能であると考えています。
　また、在学中は、教師に必要な知識や資質の向上を図り、将来、教師とし
て少しでも貢献できるよう努めたいと思っています。そのために、様々
な研究会に参加するとともに、データ収集等の研究活動等を通して、教育
現場との接点を大切にさせて頂きたいと考えています。

2020年度　英語教育専門職コース　1年 鄭　純輝

　歴史学研究コース(西洋史学)を修了し、現在は大学
職員として働いています。専門職を目指していたわ
けではなかった私は、「大学院で学ぶ」という選択に当
初は不安を抱いていましたが、本コースでの学びはそ
の不安に勝る価値あるものでした。
　史料や文献を通してより専門的な学びを得られる
点はもちろんですが、異なる専門分野を持つ学生と共
に学べる点が、本コースのなによりの強みなのではな

いでしょうか。様々な分野に精通した先輩方や同期たちと学ぶ環境は非常
に刺激的です。
　また、西洋史学分野では学生の自主性に寄り添った指導をして頂けるの
で、専門的なアシストを得ながら能動的・主体的に学ぶことができます。「自
分の興味を突き詰めてみたい」という思いを強く支えてくれるコースです。

歴史学研究コース　令和元年度修了 中島 駿介

　日本・東アジア文化学研究コースでは、日本語日本
文学、中国語中国文学、比較文学、民俗文学などの視点
から、日本や東アジアの文化を幅広く研究できます。
自分の専門とする領域だけでなく、他の領域の授業も
履修することが可能なため、東アジア文化とその中に
ある日本文化について、俯瞰して見ることができます。
　私が研究テーマとしているのは日本近代文学、特に
松本清張の文学についてです。指導教員から助言を受

けながら、大学図書館や研究室など学内に所蔵された資料に加えて学外の
各種資料を活用して、松本清張の文学に現れた差別の問題について研究を
進めています。少人数形式の授業を通して、文学や文化の研究に必要な知
識と技能を、深く学ぶことができます。

2020年度　日本・東アジア文化学研究コース　2年 黄 朋

　欧米文化学研究コースでは、イギリスやアメリカ、そしてフラ
ンスやドイツの言語や文学、文化について研究できます。自分の
研究分野に選ばなかった国々の文化等についても、「欧米文化論」
という授業で学べます。2020年度はドイツ、アメリカ、イギリス
の三か国について学習しました。また、海外からの留学生もおり、
彼らからも異文化を学ぶことができます。授業は基本的に英語で
行われます。私の研究テーマはLafcadio Hearn文学における人種
と女性像です。論文執筆の際は少なくとも2人の先生が指導して

くださいます。Lafcadio Hearnは小泉八雲とも呼ばれており、かつて熊本大学の前身
校で教鞭を執っていたこともある作家です。彼の作品のうち日本で最も有名なもの
はおそらく『怪談』ですが、彼はそれ以外にも興味深い文学作品を多く残しています。

2020年度　欧米文化学研究コース　1年 星下 一真

　本コースは、日本語日本文学、中国語中国文学、民俗学、東アジア比較文学のいずれかを基礎的研究領域
とし、それぞれの領域における研究能力を涵養するコースです。大学で学んだことを踏まえた上で、狭い枠
に閉じこもらないよう多彩な内容の授業が用意されており、自らのテーマにあった研究方法を学ぶことが
できます。将来、日本及び東アジアの豊かな文化を世界に発信したい人を歓迎します。

2020年度　日本・東アジア文化学研究コース長 坂元 昌樹
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文献学、方言学、民俗学に関わる調査が独力で行える能力を修
得できるよう、古写本・刊本を含む原典の読解能力、フィールド
ワークの方法論など、学術的見地からの分析に堪えるデータ集
積方法の修得を重視した教育を行います。

本コースの特色
①調査・文献読解等基盤的な能力の形成

中国文学、日本文学、比較文学、日本語学、民俗学など、それぞ
れの研究方法、研究成果を連携に基づいて共有することにより、
東アジア地域全体を含む広い視野にたって研究を深めます。

②当該領域研究に必要な事項の教授

●必修科目 比較民俗文化論※、民俗学調査実習※、
中国古典文学論※、中国現代文学論※、
東アジア文化論※、東アジア文化交渉論※、
日本文学史論※、日本語史論※、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

開講されている授業は日本語日本文学、中国語中国文学、民俗
学や日中から西洋までを視野に入れた比較文化学的研究に基づ
く講義と演習、および韓中の比較文化に及んでおり、多彩な内
容の授業から必要な科目を受講し、自らのテーマにあった研究
方法を学ぶことが出来ます。

③テーマに沿った選択受講

日本・東アジア文化学研究コース

主な授業科目
●必修科目 英語教育方法論、英語授業実践演習、応用言語学特論、

英語教育内容開発論、第二言語習得応用論、英語語彙習得論、
応用音声学演習、英語教育評価論、
特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

●その他主な科目 英語教育研究法、英語教育統計学、アメリカ文学研究、英語学研究

英語教育専門職コース

歴史学研究コース

熊本や九州を中心とした地域社会、それを包括する日本・東ア
ジア、そして対極に位置する欧米など、それぞれの地域の歴史・
社会文化・思想を個別専門的に教育・研究するとともに、それら
を比較・総合する視点を形成するプログラムを運営します。

本コースの特色
①地域研究に立脚したグローカルな視座の形成

古文書や遺物・埋蔵文化財の実施調査や、欧米・アジア各国の一
次史料・文献の精読と分析を通して、それぞれの分野で独創的
研究を進めるに十分な専門的能力を育てます。

②実習・調査で培う専門的能力

●必修科目 アジア史研究方法論※、西洋史研究方法論※、
日本史研究方法論※、文化史研究方法論※、
アジア政治・経済史論※、西洋地域社会史論※、
日本政治・経済史論※、日本近代思想史論※、
日本考古学※、考古学資料論※、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

欧米文化学研究コース

海外協定校との交流を深め、翻訳研究や英語のみによ
る授業を開設します。また、単位互換制度に基づいて
外国の大学等において修得した単位を10単位まで修了
要件単位に算入することができます。

本コースの特色
①実践的外国語能力の育成

これまでのような語学・文学研究も進める一方、ＥＵ諸
国語の社会言語学的研究や、EUの域内、域外を視野に
収めた言語や文化に関する受容の研究、さらにポスト
コロニアリズム的関心に対応する第三世界との関係を
問うエスニック文化・文学研究などを展開します。

②現代の多様な研究要請への対応

●必修科目 イギリス文学研究※、アメリカ文学研究※
英語学研究※、ドイツ文学研究※、ドイツ語圏
文化史研究※、ドイツ語学研究※、フランス文
学研究※、フランス文化研究※、フランス語学
研究※、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ

主な授業科目

本コースの特色

様々な英語教育方法、アクション・リサーチによる実践的研究、カリ
キュラム・教育内容の開発等を学び、学校現場のコンテクストに応じ
た英語教育改善を中心的に担う能力を養います。また、教材開発等で
の高大の連携による英語教育を目指します。

①教室での授業実践を支える英語教育方法と授業デザインの開発

発展が著しい第二言語習得論・応用言語学の最新の研究成果を学び、高校、
大学での英語の4技能の指導と教材開発、自律性・動機付け等の向上に寄与
する教育内容の開発、評価等への応用を検討します。また、定量的・定性
的な研究方法に基づくリサーチデザインを構築できる能力を養います。

②第二言語習得理論・応用言語学の研究を活かした英語教育

模擬授業等を踏まえた省察と評価により、授業実践力の向上に自律的
に取り組みます。また、現職教員と学部からの進学者等が互いに学び
合うピア・コーチング等の導入により、教育実践者としての成長を目
指します。

③授業実践力の向上と教育実践者としての成長を目指すプログラム

英語学、英文学等の学術分野を学び直し、英語学習の背景にある言語・
文化への理解を深めるとともに、文法・読解等の指導に役立てます。
また、異文化間理解研究に基づいた英語教育を開発・実践できる能力
を育成します。

④異文化理解のための英語教育

　インターネットなどの急激な発展によりグローバル化が進む一方で、文化の多様性の価値が再認識され
ています。当コースでは、英語、ドイツ語、フランス語の語学・文学を中心に欧米文化を学ぶことができます。
2020年度からは新たに西洋音楽文化についての授業も開講しています。欧米文化についての深い理解と
外国語能力を生かして、専門分野での研究、国際交流などで活躍できる人材を養成したいと考えています。

2020年度　欧米文化学研究コース長　　濱田　明

　本コースは、現職高校教員、これから専門職としての英語教師を目指す方々のニーズに応えるプログラム
として設置されました。現職教員と一般・社会人・留学生が互いに学び合える学習共同体を創出し、理論と
実践を統合した指導力を身に付けた、現場での英語教育の改善において先進的役割を担う人材を育成しま
す。また、博士後期課程への進学を視野に入れた方への研究指導も提供し、大学英語教育改革で牽引的な役
割を果たせる高度専門人材の養成を目指します。
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　歴史学研究コースは日本史学・アジア史学・西洋史学・文化史学・考古学の５つの分野からなります。本
コースのいちばんの強みは、文献と実物資料を中心に据え、実証的な作業から歴史を構築してゆく手堅さに
あり、そしてこれを支えるのが本学所蔵の史料・研究文献・考古学資料です。永青文庫を筆頭とするこれら
は質・量ともに国内最高水準にあります。本物の資料・史料に正面からとりくんで自力で歴史の扉を開こう
とする人を待っています！

2020年度　歴史学研究コース長　　小畑 弘己

（※を付した科目から２科目選択して必修） （※を付した科目から２科目選択して必修）

（※を付した科目から２科目選択して必修）

考古学、日本史学、アジア史学、西洋史学、文化史学の5つの専門分野から構成され、
横断的な関係のもとグローカルな視座に立ち、歴史学を研究する

理論と実践力を兼ね備えた英語教育のプロフェッショナルを養成
現職教員のニーズにも応えるフレキシブルなプログラム

現代社会に適応した外国語能力を養成し、国際関係を担当したり
研究の国際化に対応できるような人材を養成する

日本学・民俗学・中国学・比較文化学など、東アジア地域全体を含む広い視野に立って
研究を深めることができる

主な授業科目

主な授業科目

　私は英語でやりとりする際の不安が日本人英語学
習者に与える影響に関する研究を深めたいと考え、
心理測定法分野の指導を受けることができる本コー
スに入学しました。学部で行ったインタビューによ
る質的研究ではなく、実際の授業に近い形で収集し
た量的データの統計分析から一定の一般化を行うこ
とを検討しています。結果として、教師が普段の授
業の中でも簡易的にデータを収集できる学習不安の

質問紙（尺度）の作成が可能であると考えています。
　また、在学中は、教師に必要な知識や資質の向上を図り、将来、教師とし
て少しでも貢献できるよう努めたいと思っています。そのために、様々
な研究会に参加するとともに、データ収集等の研究活動等を通して、教育
現場との接点を大切にさせて頂きたいと考えています。

2020年度　英語教育専門職コース　1年 鄭　純輝

　歴史学研究コース(西洋史学)を修了し、現在は大学
職員として働いています。専門職を目指していたわ
けではなかった私は、「大学院で学ぶ」という選択に当
初は不安を抱いていましたが、本コースでの学びはそ
の不安に勝る価値あるものでした。
　史料や文献を通してより専門的な学びを得られる
点はもちろんですが、異なる専門分野を持つ学生と共
に学べる点が、本コースのなによりの強みなのではな

いでしょうか。様々な分野に精通した先輩方や同期たちと学ぶ環境は非常
に刺激的です。
　また、西洋史学分野では学生の自主性に寄り添った指導をして頂けるの
で、専門的なアシストを得ながら能動的・主体的に学ぶことができます。「自
分の興味を突き詰めてみたい」という思いを強く支えてくれるコースです。

歴史学研究コース　令和元年度修了 中島 駿介

　日本・東アジア文化学研究コースでは、日本語日本
文学、中国語中国文学、比較文学、民俗文学などの視点
から、日本や東アジアの文化を幅広く研究できます。
自分の専門とする領域だけでなく、他の領域の授業も
履修することが可能なため、東アジア文化とその中に
ある日本文化について、俯瞰して見ることができます。
　私が研究テーマとしているのは日本近代文学、特に
松本清張の文学についてです。指導教員から助言を受

けながら、大学図書館や研究室など学内に所蔵された資料に加えて学外の
各種資料を活用して、松本清張の文学に現れた差別の問題について研究を
進めています。少人数形式の授業を通して、文学や文化の研究に必要な知
識と技能を、深く学ぶことができます。

2020年度　日本・東アジア文化学研究コース　2年 黄 朋

　欧米文化学研究コースでは、イギリスやアメリカ、そしてフラ
ンスやドイツの言語や文学、文化について研究できます。自分の
研究分野に選ばなかった国々の文化等についても、「欧米文化論」
という授業で学べます。2020年度はドイツ、アメリカ、イギリス
の三か国について学習しました。また、海外からの留学生もおり、
彼らからも異文化を学ぶことができます。授業は基本的に英語で
行われます。私の研究テーマはLafcadio Hearn文学における人種
と女性像です。論文執筆の際は少なくとも2人の先生が指導して

くださいます。Lafcadio Hearnは小泉八雲とも呼ばれており、かつて熊本大学の前身
校で教鞭を執っていたこともある作家です。彼の作品のうち日本で最も有名なもの
はおそらく『怪談』ですが、彼はそれ以外にも興味深い文学作品を多く残しています。

2020年度　欧米文化学研究コース　1年 星下 一真

　本コースは、日本語日本文学、中国語中国文学、民俗学、東アジア比較文学のいずれかを基礎的研究領域
とし、それぞれの領域における研究能力を涵養するコースです。大学で学んだことを踏まえた上で、狭い枠
に閉じこもらないよう多彩な内容の授業が用意されており、自らのテーマにあった研究方法を学ぶことが
できます。将来、日本及び東アジアの豊かな文化を世界に発信したい人を歓迎します。

2020年度　日本・東アジア文化学研究コース長 坂元 昌樹
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社会文化科学教育部　博士前期課程　教員一覧
教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。
※令和3年3月定年退職予定

法政・紛争解決学専攻

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 伊藤　洋典 大学院人文社会科学研究部 政治思想 「地域主義」的思考の系譜と現代的意義に関する研究

教　授 魚住　弘久 大学院人文社会科学研究部 行政学 戦時期日本の行政史、官僚制における内部管理規則の研究

教　授 大澤　博明 大学院人文社会科学研究部 日本政治外交史 日清戦争の研究、近代日本の政軍関係の研究

教　授 岡田　行雄 大学院人文社会科学研究部 刑事政策、少年法 刑事制裁等の有効性の検証に関する研究

教　授 岡本　友子 大学院人文社会科学研究部 民法、不法行為法 日米比較に基づく人身損害賠償の研究

教　授 大日方信春 大学院人文社会科学研究部 憲法学、基礎法学 知的財産権と憲法理論

教　授 倉田　賀世 大学院人文社会科学研究部 社会保障法 ドイツの家族政策

教　授 紺屋　博昭 大学院人文社会科学研究部 労働法 労働市場法制、労働紛争解決、雇用構築学

教　授 鈴木　桂樹※ 大学院人文社会科学研究部 政治過程論 イタリア現代政治

教　授 苑田　亜矢 大学院人文社会科学研究部 西洋法制史 成立期コモン・ローとカノン法の相互関係

教　授 外川　健一 大学院人文社会科学研究部 経済地理学、環境政策 廃棄物・リサイクルに関する経済地理学的研究

教　授 中内　　哲 大学院人文社会科学研究部 労働法学、労働契約論 在籍出向関係の法的分析

教　授 林　　一郎 大学院人文社会科学研究部 国際法学、国際レジーム、国際機構 国際法と国際関係論、能力構築

教　授 深町　公信※ 大学院人文社会科学研究部 国際法（海洋法） 海洋法の歴史的発展と海洋法理論の特質

教　授 水元　豊文 大学院人文社会科学研究部 メディア学、コミュニケーション学 コミュニケーション研究

教　授 矢原　隆行 大学院人文社会科学研究部 臨床社会学 社会システム、リフレクティング・プロセス、ケア

教　授 山田　　秀※ 大学院人文社会科学研究部 法哲学、伝統的自然法論 自然法論の総合的研究

教　授 葉　　陵陵 大学院人文社会科学研究部 外国法、比較法 アジア諸国における紛争解決方法の多様化に関する比較研究

教　授 吉岡　英美 大学院人文社会科学研究部 東アジア経済、韓国の産業技術革新 半導体産業からみた韓国経済の発展メカニズムに関する研究

教　授 渡部　　薫 大学院人文社会科学研究部 地域政策論、地域づくり論 文化と観光の地域づくり、創造産業政策、文化政策研究

准教授 朝田とも子 大学院人文社会科学研究部 行政法 国家賠償法上の違法性

准教授 阿部　悠貴 大学院人文社会科学研究部 国際関係論 冷戦後のヨーロッパ安全保障体制に関する理論研究

准教授 池田　康弘 大学院人文社会科学研究部 法と経済学、公共経済学、ミクロ経済学 経済学からみた法、ルール、および制度

准教授 石原　明子 大学院人文社会科学研究部 紛争解決・平和構築学、医療政策・メンタルヘルス 日本における紛争解決・合意形成・平和構築学の確立に関する研究、
東日本大震災後のコミュニティにおける人間関係の葛藤と平和構築

准教授 梅澤　　彩 熊本創生推進機構 民法 子の監護に関する問題、生殖補助医療に関する法的諸問題、ニュー
ジーランド家族法

准教授 大野　正久 大学院人文社会科学研究部 公共経済学 地域における財政政策と環境政策に関する理論的研究

准教授 岡本　洋一 大学院人文社会科学研究部 刑法 組織犯罪対策あるいは近代刑事立法

准教授 河野憲一郎 大学院人文社会科学研究部 民事手続法、倒産法、比較民事手続法および比較倒産法 企業再建手続の基礎理論、各種民事紛争解決手続の構造と裁判所の
役割・機能の比較法研究

准教授 澁谷　洋平 大学院人文社会科学研究部 刑法 未遂犯、イギリス刑法

准教授 島村　玲雄 大学院人文社会科学研究部 財政学、地方財政論 現代オランダ財政

准教授 諏佐　マリ 大学院人文社会科学研究部 経済法 カルテル規制、スペインおよび中南米における競争法制

准教授 髙木　康衣 熊本創生推進機構 商法・会社法 会社法における債権者保護、中小企業における事業承継

准教授 德永　達哉 大学院人文社会科学研究部 憲法学、人権論 表現の自由と憲法原理、シンボリック・スピーチの法理と違憲立法
審査制

准教授 内藤　大海 大学院人文社会科学研究部 刑事訴訟法 おとり捜査、その他欺罔的捜査手法について

准教授 中嶋　直木 熊本創生推進機構 行政法 国と自治体間関係

准教授 原島　良成 熊本創生推進機構 行政法、自治法、環境法 行政の説明責任、災害救助法、公害健康被害補償制度

准教授 松永詩乃美 大学院人文社会科学研究部 国際私法、国際取引法 国際私法・国際契約法における当事者自治、国際通貨に関する国際
私法および国際取引法からの研究、中国および台湾の国際私法

准教授 森　　大輔 大学院人文社会科学研究部 法社会学、法と経済学 国際関係法の経済学的分析、新しい経験的分析方法の探求

准教授 山口　幸代 大学院人文社会科学研究部 会社法 会社法とＣＳＲ（企業の社会的責任）問題の交錯点

准教授 山根　聡恵 大学院人文社会科学研究部 民法 ドイツ民法における契約の成立および当事者の義務

准教授 若色　敦子 大学院人文社会科学研究部 会社法・消費者法 会社の「不純物」、消費者取引

講　師 池邊　摩依 大学院人文社会科学研究部 民事訴訟法、民事手続法 民事手続の当事者に保障されるべき手続上の諸権利

講　師 濵田　絵美 大学院人文社会科学研究部 民法 性質錯誤論、災害発生時の生活再建策に関する研究

講　師 三谷　仁美 大学院人文社会科学研究部 民法 制裁概念、騒音（新幹線・風力発電）
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現代社会人間学専攻

文化学専攻

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 鹿嶋　　洋 大学院人文社会科学研究部 経済地理学、産業地域論 産業立地と地域構造に関する地理学的研究

教　授 國枝　春惠 大学院人文社会科学研究部 現代音楽学、作曲理論 現代音楽における作曲理論・技法の研究

教　授 慶田　勝彦 大学院人文社会科学研究部 文化人類学、文化遺産研究、アフリカ研究 （再）魔術化論、アフリカの文化遺産研究、＜水俣病＞事件アーカイブ研究

教　授 児玉　　望 大学院人文社会科学研究部 言語学、南アジア言語研究 曲線声調による韻律構造境界表示

教　授 シンジルト 大学院人文社会科学研究部 社会人類学、内陸アジアの民族誌 現代牧畜社会における自然観と集団観の動態

教　授 竹内　　裕 大学院人文社会科学研究部 聖書学、ヘブライ思想 ヘブライ語聖書の文献学的釈義および思想史的研究

教　授 田中　朋弘 大学院人文社会科学研究部 規範倫理学、応用倫理学 規範倫理学理論、ビジネス倫理、専門職倫理

教　授 寺本　　渉 大学院人文社会科学研究部 知覚心理学、認知神経科学 異種感覚情報統合、身体感覚、共感、バーチャルリアリティ

教　授 中川　輝彦 大学院人文社会科学研究部 医療社会学、社会学方法論 保健医療・福祉を対象とする社会学的研究

教　授 藤田　　豊 大学院人文社会科学研究部 発達・学習心理学、教育心理学 子どもの認知と情動の発達、児童・生徒の対話による学習過程

教　授 牧野　厚史 大学院人文社会科学研究部 環境社会学、地域社会学、地域計画論 地域社会における環境の利用と保全計画に関する社会学的研究

教　授 松浦　雄介 大学院人文社会科学研究部 文化社会学、国際社会学 記憶と文化遺産の社会学、文化による地域創造

教　授 水元　豊文 大学院人文社会科学研究部 メディア学、コミュニケーション学 コミュニケーション研究

准教授 岩田　奇志 大学院人文社会科学研究部 比較経営論・比較社会論 日中社会の行動原理と行動様式

准教授 大辻　正晴 大学院人文社会科学研究部 哲学 哲学、言語哲学

准教授 杉本　裕司 大学院人文社会科学研究部 精神分析の応用的研究 深層心理学的日本人論および犯罪心理

准教授 高岸　幸弘 大学院人文社会科学研究部 臨床心理学 性的問題行動の治療教育、心理療法

准教授 髙崎　文子 大学院人文社会科学研究部 教育心理学、発達心理学 動機づけ、ほめ

准教授 多田　光宏 大学院人文社会科学研究部 社会問題論、現代社会論、社会理論 現代社会の構成と問題に関する研究

准教授 立花　幸司 大学院人文社会科学研究部 古代ギリシア哲学、倫理学 徳倫理学および脳神経倫理学

准教授 西川　里織 大学院人文社会科学研究部 社会心理学、認知発達心理学 自己概念の発達、メンタルヘルス、愛着スタイルと養育環境

准教授 平野　順也 大学院人文社会科学研究部 コミュニケーション論 修辞学、ポリティカル・レトリック

准教授 増田　　仁 大学院人文社会科学研究部 教育社会学、歴史社会学、ジェンダー論 高度経済成長期における農家女性に関する社会学的研究

准教授 安村　　明 大学院人文社会科学研究部 発達認知神経科学、臨床神経生理学 遂行機能の発達的変化、発達障害、意思決定、脳機能計測

准教授 山本　耕三 大学院人文社会科学研究部 人文地理学、災害論 被災地の復旧・復興に関する人文地理学的研究

准教授 米島万有子 大学院人文社会科学研究部 医学・健康地理学、環境地理学、地理情報科学 蚊媒介性感染症リスクの地理学的研究

准教授 渡辺　直土 大学院人文社会科学研究部 現代中国論 現代中国の政治・行政改革

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 大学院人文社会科学研究部 カリキュラム・教材開発、第二言語習得論、研究方法論、
統計学、心理測定法

Psychometrics, Second Language Acquisition, Explicit and　
Implicit Knowledge, Learner Autonomy, Learning Styles, Learning 
Strategies, Learner Anxiety

教　授 新井　英永 大学院人文社会科学研究部 西洋近現代思想史 D・ H・ ロ レ ン ス と モ ダ ニ ズ ム 思 想

教　授 伊藤　正彦 大学院人文社会科学研究部 中国明清社会経済史 中国近世の社会的結合と賦役制度に関する研究

教　授 稲葉　継陽 永青文庫研究センター 日本中世史 近世日本社会形成史の研究（戦国期）

教　授 小畑　弘己 大学院人文社会科学研究部 東北アジア先史学、植物考古学 土器圧痕法による東アジア先史時代の初期農耕・生活様式の研究

教　授 折田　　充 大学院人文社会科学研究部 英語教育学、心理言語学 効果的な英語語彙指導法、英語心内辞書の再構築・変容

教　授 隈元　貞広※ 大学院人文社会科学研究部 英語学・中世英文学 中世詩人チョーサー及び中世ロマンスの研究

教　授 齋藤　　靖 大学教育統括管理運営機構 18・19 世紀の英文学 英文学及びアングロ・アイリッシュ文学

教　授 坂元　昌樹 大学院人文社会科学研究部 日本近現代文学 ( 小説・批評 ) 近代日本の思想文化と表現史に関する研究

教　授 黨　　武彦 大学院人文社会科学研究部 中国清代政治制度史・政治社会史 清代の経済政策・文書行政・官僚制に関する研究

教　授 西槇　　偉 大学院人文社会科学研究部 比較文学、日中比較文学 豊子愷に関する比較文学研究、中国における西洋美術の受容と日本

教　授 朴　　美子 大学院人文社会科学研究部 東アジア比較文学、比較文化 韓中比較文学、日中韓比較文化及び言葉

教　授 濱田　　明 大学院人文社会科学研究部 16 世紀フランス文学 16 世紀後半フランスにおける詩と歴史、日本文化のフランスにお
ける受容

教　授 春田　直紀 大学院人文社会科学研究部 日本中世史 日本中世の生業と環境、地下文書論

教　授 ハンセン , ケリー 大学院社会文化科学研究部 日本近現代文学 明治文学、ジェンダー研究、日本映画

教　授 松瀬　憲司 大学院人文社会科学研究部 英語学・歴史言語学 中英語統語論・英語史の諸問題

アイズマンガー，
イアン
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人間・社会科学専攻
公共政策学領域
法学領域
交渉紛争解決学領域
先端倫理学領域
フィールドリサーチ領域
認知哲学・心理学領域

英語教授学領域
歴史学領域
日本・東アジア文化学領域
欧米文化学領域

文化学専攻

博士後期課程
        

人間・社会科学専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ及
び認知哲学・心理学の各領域に関して、最先端の学問水準に基づく高度な研究を遂行する研究
者を志す人、及び学術知と実践知の融合により地域においてまた国際的に活躍できる高度専門
職業人をめざす人を求めます。
１．公共政策学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
２．法学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
３．交渉紛争解決学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
４．先端倫理学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
５．フィールドリサーチ領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
６．認知哲学・心理学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人

アドミッションポリシー
■人間・社会科学専攻

文化学専攻は、英語教授学、歴史学、考古学、民俗学、日本・東アジア・欧米の言語と文学の諸領
域において、文化的諸課題に関する自立的な研究活動を遂行することのできる、豊かな学識を
基盤とした、より高度な研究能力、専門性、応用力を育むことを目標とします。以上のような観
点から、本専攻は次のような人を求めます。
１．英語教授学領域：応用言語学、第二言語習得論、教育方法論等の最新の理論的枠組み・研究
成果を批判的に考究し、現在の英語教育が抱える理論的・実践的課題への応用を図り、研究
者および高度専門職業人をめざす人

２．歴史学領域：高度の専門的学力を身に付け、研究機関において学術の発展に寄与すること
をめざす人、また博物館や自治体等において文化行政業務の質的向上をめざす人

３．日本・東アジア文化学領域：日本と東アジアの民俗文化、言語、文芸それぞれに関する研究
を深めるとともに、東アジアの文化全般にわたる知見を身に付け、各専門分野の研究者お
よび高度専門職業人をめざす人

４．欧米文化学領域：英米語学・文学、ドイツ語学・文学、フランス語学・文学をはじめとする各
専門分野における研究者および高度専門職業人をめざす人

■文化学専攻

社会文化科学教育部　博士前期課程　教員一覧

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 山下　　徹※ 大学院人文社会科学研究部 談話・ジャンル分析、応用コーパス言語学、ライティング・
リーディング指導を中心とした言語教育

認知的・社会文化的アプローチによる談話研究、コーパス言語学を
応用した言語教育、学習者の自律性・メタ認知的能力・自己効力感
を育成する自己調整学習

教　授 山下　裕作 大学院人文社会科学研究部 日本民俗学 現代社会における民俗学の実践性に関する研究

大学院人文社会科学研究部 英語教育、教員教育（教員能力開発）、コミュニケーショ
ン方法論、質的調査方法論

Teacher Development Frameworks, Teacher Reseach in the 
Classroom, Pedagogical Learning Theories, Teacher Beliefs

教　授 劉　　静華 大学院人文社会科学研究部 日中近現代文学・比較文学・言語文化 島崎藤村と巴金の家族制度表象に関する比較研究、中国同時代文学研究

准教授 市川　雅己 大学院人文社会科学研究部 フランス語学 フランス語学、特に現代フランス語の動詞形・代名動詞・名詞句の
指示と照応

准教授 井上　暁子 大学院人文社会科学研究部 ポーランド語圏を中心とした中・東欧文学 グダンスクやシロンスク地方など、旧ドイツ領にあたる都市・地域
出身の作家（移民作家を含む）によって書かれたポーランド語文学

准教授 井原　　健 大学院人文社会科学研究部 言語学 近代ヨーロッパにおける言語思想史研究

准教授 今村　直樹 永青文庫研究センター 日本近世史・近代史 日本近世の領主制と地域社会、明治維新期の社会経済史研究

准教授 岩崎　竹彦 五高記念館 伝承文化史、博物館学 情報社会における文化流通の民俗学的研究

准教授 片山　圭巳 大学院人文社会科学研究部 第二言語習得研究、音声学、心理言語学 第二言語学習者の知覚発達研究

准教授 小林　　晃 大学院人文社会科学研究部 前近代中国政治史 前近代中国における政治史の研究

准教授 大学院人文社会科学研究部 フランス語教授法 言語科学、外国語としてのフランス語教育、教育方法論

准教授 三瓶　弘喜 大学院人文社会科学研究部 アメリカ地域社会史 パブリック・エコノミー論、都市環境史

准教授 杉井　　健 大学院人文社会科学研究部 日本考古学 原始・古代生活様式研究

准教授 鈴木　啓孝 大学院人文社会科学研究部 近代日本思想史 明治期の日本ナショナリズム

准教授 鈴木　寛之 大学院人文社会科学研究部 民俗学、マンガ文化研究 口頭伝承・マンガ文化に関する民俗学的研究

准教授 舘石　宏明※ 大学院人文社会科学研究部 ドイツ文学 ドイツ 19・20 世紀文学

准教授 中尾健一郎 大学院人文社会科学研究部 日本漢文学 『梅花無尽蔵』の研究

准教授 永尾　　悟 大学院人文社会科学研究部 アメリカ文学 ウィリアム・フォークナーを中心とする 20 世紀アメリカ南部文学
研究

准教授 中川　順子 大学院人文社会科学研究部 イギリス近世史 ロンドン都市社会史、移民受容の研究

准教授 　 大学院人文社会科学研究部 比較思想史、ドイツ学 ドイツ語圏の文学・語学・文化（史）、生命・医療倫理

准教授 畑　亜弥子 大学院人文社会科学研究部 20 世紀フランス文学 アンドレ・マルロー研究

准教授 日高　愛子 大学院人文社会科学研究部 日本古典文学（和歌文学） 近世九州歌壇の研究、中世歌会資料の研究

准教授 大学院人文社会科学研究部 ドイツ語教授法 ドイツ語教授法、翻訳研究、21 世紀の市場経済

准教授 松岡　浩史 大学院人文社会科学研究部 初期近代英国演劇 シェイクスピアをはじめとするエリザベス朝・ステュアート朝演劇
とその文化背景の研究

准教授 三澤　　純 大学院人文社会科学研究部 日本近現代史 幕末維新史研究（特に政治社会史の研究）

准教授 茂木　俊伸 大学院人文社会科学研究部 日本語学（現代日本語の文法・語彙） 現代日本語の文法・語彙・語法研究，コーパスを用いた日本語研究 

准教授 屋敷　信晴 大学院人文社会科学研究部 中国古典文学（六朝・唐代小説） 唐代小説と宗教文化の関りについて

准教授 安高　啓明 大学院人文社会科学研究部 日本近世史・法制史 近世幕藩法とキリシタン禁制の研究

准教授 山田　高誌 大学院人文社会科学研究部 音楽学、オペラ学、劇場史 18-19 世紀ナポリのオペラの解明に向けての台本、楽譜、興行史料、
および思想研究。また世界における西洋音楽受容の研究

サガズ，ミシェル

バウアー，トビアス

ヘルツォーク，
エーベルハルト

文化学専攻

ラスカウスキー，
テリー ※

シ ニ ア
教　 授

28



人間・社会科学専攻
公共政策学領域
法学領域
交渉紛争解決学領域
先端倫理学領域
フィールドリサーチ領域
認知哲学・心理学領域

英語教授学領域
歴史学領域
日本・東アジア文化学領域
欧米文化学領域

文化学専攻

博士後期課程
        

人間・社会科学専攻は、公共政策学、法学、交渉紛争解決学、先端倫理学、フィールドリサーチ及
び認知哲学・心理学の各領域に関して、最先端の学問水準に基づく高度な研究を遂行する研究
者を志す人、及び学術知と実践知の融合により地域においてまた国際的に活躍できる高度専門
職業人をめざす人を求めます。
１．公共政策学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
２．法学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
３．交渉紛争解決学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
４．先端倫理学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
５．フィールドリサーチ領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
６．認知哲学・心理学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人

アドミッションポリシー
■人間・社会科学専攻

文化学専攻は、英語教授学、歴史学、考古学、民俗学、日本・東アジア・欧米の言語と文学の諸領
域において、文化的諸課題に関する自立的な研究活動を遂行することのできる、豊かな学識を
基盤とした、より高度な研究能力、専門性、応用力を育むことを目標とします。以上のような観
点から、本専攻は次のような人を求めます。
１．英語教授学領域：応用言語学、第二言語習得論、教育方法論等の最新の理論的枠組み・研究
成果を批判的に考究し、現在の英語教育が抱える理論的・実践的課題への応用を図り、研究
者および高度専門職業人をめざす人

２．歴史学領域：高度の専門的学力を身に付け、研究機関において学術の発展に寄与すること
をめざす人、また博物館や自治体等において文化行政業務の質的向上をめざす人

３．日本・東アジア文化学領域：日本と東アジアの民俗文化、言語、文芸それぞれに関する研究
を深めるとともに、東アジアの文化全般にわたる知見を身に付け、各専門分野の研究者お
よび高度専門職業人をめざす人

４．欧米文化学領域：英米語学・文学、ドイツ語学・文学、フランス語学・文学をはじめとする各
専門分野における研究者および高度専門職業人をめざす人

■文化学専攻
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法学領域 人間・社会科学専攻

2020年度　法学領域長 山田　秀

現代社会に生起する種々の課題について、外国法との比較検討、法政策論的考察、判例分析、徹底した原
典講読などを通して、各種課題に対応しうる法理論の構築を目指した教育・研究を行います。

　我が国の法生活の現実をより包括的かつ十全に理解することが可能となるよう、
（国内法及び国際法）実定法各領域における実務の動きを踏まえるのは勿論のこと、
更にその根源から批判的に法的問題を考察するための努力を払われるよう願います。
そのために各演習では比較法的考察や比較思想的考察、邦語文献及び外国語文献の精
読を行います。労を厭わぬこうした取組みを通して、法学領域で期待される基礎能力
だけでなく、その他の領域においても通用する高い能力を身に付けることができるで
しょう。共に切磋琢磨しましょう。

「あなたの期待に応える、充実した大学院」修了生の声

　わたくしは、法哲学（特に、自然法論）を研究しております。
　自然法論の権威である先生が熊本大学におられることから、名古屋から夜行高速バスで通うことを決意し、伝統あ
る熊本大学の門をたたきました。
　大学院での講義・演習指導は、期待以上のものでした。外国文献の精密な読解、学問にのぞむ態度、法を哲学すると
はいったいどういうことかなどなど、どれも先生方の熱心な直接の指導がなければ学べるものではありません。
　先生方の熱心な指導のおかげで、たのしく、充実した研究生活が送れただけでなく、東海地方にて大学教員として
の職を得ることができ、研究そして教育に充実した日々をおくっております。
　法をその根源から批判的に問い直し、人間存在そして人間存在の社会的営みをその最奥まで探求したい方は、ぜひ、
熊本大学の自然豊かなキャンパスで研究生活をおくってみませんか。きっと、あなたの期待に応えてくれるはずです。

法学領域　平成27年度修了 平手 賢治

公共政策学領域 人間・社会科学専攻

時代とその政策課題を的確に捉え、これに対してグローカルな視野とより高度な理論研究を通して応え
ることのできる、国際的に通用する政策研究者や政策プロフェッショナルの養成を目指した教育・研究を
行います。

　公共政策領域では、行政学、政治学、経済学等を専門とした教員が研究指導、論文指
導にあたります。博士論文は、当該分野での学術的貢献や独創性が問われる、大変厳
しいものです。論文は原則として公開されることにもなっていますので、多くの専門
家の目にも触れることになります。したがって、論文の執筆には強い意欲と覚悟を持っ
て臨むことが求められます。想像以上に厳しいこともあるかもしれませんが、もちろ
ん苦しいことばかりではなく、自立した研究者として、学術の世界で何がしか貢献で
きることは大きな喜びをもたらしてくれます。教員、スタッフ、皆で応援しています。

在学生の声

2020年度　公共政策学領域長 伊藤 洋典

小林 華弥子
　熊本大学大学院の公共政策学領域の魅力は、何といっても教授陣の学問領域の多様性にあります。「公共政
策」と言ってもその扱う諸課題は多岐にわたっており、政治学、行政学、経済学、社会学はじめ、様々な分野を
専門にされている教授陣が揃っているので、自らの関心事と研究視点に応じて様々な角度から研究を進める
ことができます。ただ、その多様性がゆえに自分の研究課題について手とり足とりは教えてはくれません。
幅広い先生方からの知見を得て、自らで研究を深めていかねばなりませんが、その分、自主性が重んじられた
研究ができます。
　また、私の様に社会人入学している学生も多く、それぞれが既に社会の中で実践的に活躍している人たちと
学問や研究を通して交流できるのも魅力です。

2020年度　公共政策学領域　3年

「多彩な学問領域と自主的な研究」

教員一覧
教員については令和2年5月1日現在のものであり、
変更になる可能性があります。
※令和3年3月定年退職予定

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 伊藤　洋典 大学院人文社会科学研究部 政治思想 「地域主義」的思考の系譜と現代的意義に関する研究

教　授 魚住　弘久 大学院人文社会科学研究部 行政学 戦時期日本の行政史、官僚制における内部管理規則の研究

教　授 大澤　博明 大学院人文社会科学研究部 日本政治外交史 日清戦争の研究、近代日本の政軍関係の研究

教　授 鈴木　桂樹※ 大学院人文社会科学研究部 政治過程論 イタリア現代政治

教　授 外川　健一 大学院人文社会科学研究部 経済地理学、環境政策 廃棄物・リサイクルに関する経済地理学的研究

教　授 吉岡　英美 大学院人文社会科学研究部 東アジア経済、韓国の産業技術革新 半導体産業からみた韓国経済の発展メカニズムに関する研究

教　授 渡部　　薫 大学院人文社会科学研究部 地域政策論、地域づくり論 文化と観光の地域づくり、創造産業政策、文化政策研究

准教授 阿部　悠貴 大学院人文社会科学研究部 国際関係論 冷戦後のヨーロッパ安全保障体制に関する理論研究

准教授 池田　康弘 大学院人文社会科学研究部 法と経済学、公共経済学、ミクロ経済学 経済学からみた法、ルール、および制度

准教授 大野　正久 大学院人文社会科学研究部 公共経済学 地域における財政政策と環境政策に関する理論的研究

准教授 島村　玲雄 大学院人文社会科学研究部 財政学、地方財政論 現代オランダ財政
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法学領域 人間・社会科学専攻

2020年度　法学領域長 山田　秀

現代社会に生起する種々の課題について、外国法との比較検討、法政策論的考察、判例分析、徹底した原
典講読などを通して、各種課題に対応しうる法理論の構築を目指した教育・研究を行います。

　我が国の法生活の現実をより包括的かつ十全に理解することが可能となるよう、
（国内法及び国際法）実定法各領域における実務の動きを踏まえるのは勿論のこと、
更にその根源から批判的に法的問題を考察するための努力を払われるよう願います。
そのために各演習では比較法的考察や比較思想的考察、邦語文献及び外国語文献の精
読を行います。労を厭わぬこうした取組みを通して、法学領域で期待される基礎能力
だけでなく、その他の領域においても通用する高い能力を身に付けることができるで
しょう。共に切磋琢磨しましょう。

「あなたの期待に応える、充実した大学院」修了生の声

　わたくしは、法哲学（特に、自然法論）を研究しております。
　自然法論の権威である先生が熊本大学におられることから、名古屋から夜行高速バスで通うことを決意し、伝統あ
る熊本大学の門をたたきました。
　大学院での講義・演習指導は、期待以上のものでした。外国文献の精密な読解、学問にのぞむ態度、法を哲学すると
はいったいどういうことかなどなど、どれも先生方の熱心な直接の指導がなければ学べるものではありません。
　先生方の熱心な指導のおかげで、たのしく、充実した研究生活が送れただけでなく、東海地方にて大学教員として
の職を得ることができ、研究そして教育に充実した日々をおくっております。
　法をその根源から批判的に問い直し、人間存在そして人間存在の社会的営みをその最奥まで探求したい方は、ぜひ、
熊本大学の自然豊かなキャンパスで研究生活をおくってみませんか。きっと、あなたの期待に応えてくれるはずです。

法学領域　平成27年度修了 平手 賢治

教員一覧
教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。※令和3年3月定年退職予定

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 岡田　行雄 大学院人文社会科学研究部 刑事政策、少年法 刑事制裁等の有効性の検証に関する研究

教　授 大日方信春 大学院人文社会科学研究部 憲法学、基礎法学 知的財産権と憲法理論

教　授 倉田　賀世 大学院人文社会科学研究部 社会保障法 ドイツの家族政策

教　授 苑田　亜矢 大学院人文社会科学研究部 西洋法制史 成立期コモン・ローとカノン法の相互関係

教　授 中内　　哲 大学院人文社会科学研究部 労働法学、労働契約論 在籍出向関係の法的分析

教　授 林　　一郎 大学院人文社会科学研究部 国際法学、国際レジーム、国際機構 国際法と国際関係論、能力構築

教　授 深町　公信※ 大学院人文社会科学研究部 国際法（海洋法） 海洋法の歴史的発展と海洋法理論の特質

教　授 山田　　秀※ 大学院人文社会科学研究部 法哲学、伝統的自然法論 自然法論の総合的研究

教　授 葉　　陵陵 大学院人文社会科学研究部 外国法、比較法 アジア諸国における紛争解決方法の多様化に関する比較研究

准教授 朝田とも子 大学院人文社会科学研究部 行政法 国家賠償法上の違法性

准教授 梅澤　　彩 熊本創生推進機構 民法 子の監護に関する問題、生殖補助医療に関する法的諸問題、ニュー
ジーランド家族法

准教授 河野憲一郎 大学院人文社会科学研究部 民事手続法、倒産法、比較民事手続法および比較倒産法 企業再建手続の基礎理論、各種民事紛争解決手続の構造と裁判所の
役割・機能の比較法研究

准教授 澁谷　洋平 大学院人文社会科学研究部 刑法 未遂犯、イギリス刑法

准教授 諏佐　マリ 大学院人文社会科学研究部 経済法 カルテル規制、スペインおよび中南米における競争法制

准教授 德永　達哉 大学院人文社会科学研究部 憲法学、人権論 表現の自由と憲法原理、シンボリック・スピーチの法理と違憲立法
審査制

准教授 内藤　大海 大学院人文社会科学研究部 刑事訴訟法 おとり捜査、その他欺罔的捜査手法について

准教授 中嶋　直木 熊本創生推進機構 行政法 国と自治体間関係

准教授 松永詩乃美 大学院人文社会科学研究部 国際私法、国際取引法 国際私法・国際契約法における当事者自治、国際通貨に関する国際
私法および国際取引法からの研究、中国および台湾の国際私法

准教授 山口　幸代 大学院人文社会科学研究部 会社法 会社法とＣＳＲ（企業の社会的責任）問題の交錯点

准教授 山根　聡恵 大学院人文社会科学研究部 民法 ドイツ民法における契約の成立および当事者の義務

講　師 池邊　摩依 大学院人文社会科学研究部 民事訴訟法、民事手続法 民事手続の当事者に保障されるべき手続上の諸権利

講　師 濵田　絵美 大学院人文社会科学研究部 民法 性質錯誤論、災害発生時の生活再建策に関する研究

講　師 三谷　仁美 大学院人文社会科学研究部 民法 制裁概念、騒音（新幹線・風力発電）

31



在学生の声 「研究意欲を高める恵まれた環境」

先端倫理学領域 人間・社会科学専攻

現代社会と科学技術の急速な変容の中で生じた生命、環境、情報、また人間関係等に関わる倫理的諸問題
を、現状分析と基礎理論との統合を探りながら教育・研究します。

　先端倫理学領域では主として、応用倫理学領域の問題群を研究対象としています。
その特徴としては、理論と実践のバランスをとること、また調査研究などの積極的導
入などが挙げられます。常に念頭に置いているのは、必要な文献を読解する能力や博
士論文を執筆するための文章力、研究発表などを通じたコミュニケーション能力の向
上です。生命倫理、環境倫理、臨床倫理、ビジネス倫理、脳神経倫理等については特に
力点を置いており、ケーススタディとディスカッションを通じて、より深く研究を進
めています。

2020年度　先端倫理学領域長 田中 朋弘

　本教育部では、先生方をはじめ経験豊富で幅広い年齢層の院生たちとの討論や、互いの研究についての
意見交換などを通して、異なる分野の知識や多様な価値観に触れることができます。また、学外の講師を
招いての講演会や研究会など、貴重な学びを得る機会が多く、非常に恵まれた研究環境にあると感じてい
ます。
　社会人学生として仕事と研究の両立は大変なこともありますが、先生方の丁寧なご指導と理解に助けら
れ、研究を進めることができています。また、院生同士で研究の悩みや喜びを共有し、刺激し合えることも
研究意欲に繋がっています。社会人大学院教育支援センターおよび事務の方々の親切なサポートもあり、
学べることに喜びを感じながら充実した学生生活を送っています。

2020年度　先端倫理学領域　3年 坂本 淑江

交渉紛争解決学領域 人間・社会科学専攻

コミュニケーション論、交渉論、紛争解決論などの視点から、問題事例・交渉事例・紛争事例の分析を重ね
ながら、交渉による紛争解決と合意形成の理論と技法について教育・研究します。

　交渉紛争解決学領域では、日本で初・唯一の紛争解決学の大学院プログラムを提供
しています。個人間、個人と組織間、組織・集団間、国家間、あるいは、その内部におい
ても、紛争・葛藤・対立は日々、様々なレベルで生じています。これら諸々のコンフリ
クトを解決・解消し、平和の創出に取り組むため、最新の研究成果に基づく理論と技
法を学ぶこと、専門家として各々の現場で学びを生かした実践に取り組むこと、そし
て、研究者として紛争解決学の新たな地平を切り拓いていくことに共に取り組んでま
いりましょう。

2020年度　交渉紛争解決学領域長 矢原 隆行

「日本で唯一の紛争解決学の大学院で博士号を目指してみませんか？」修了生の声

　私がこの交渉紛争解決学領域での学びを修了して、早５年経ちました。在学中は、住居の近隣や仕事に関連し
たトラブル、戦争に至るまで、学術的に様々な視点からコンフリクトを考える機会を得ることができました。ま
た、様々な職種や年齢の学生がゼミに参加しているため、そこで行われるディスカッションも貴重な情報交換の
場となりました。在学中に印象に残っていることは、自分が現在抱えているコンフリクト事例を持ち寄る演習
があり、そこで自分および他者の言動や行動を理論的に分析することで問題が明確となり、目から鱗が落ちるよ
うなスッキリとした感覚を味わえたことです。
　現在も、身近なコンフリクトに悩んだ時など、“理論的に分析すると？ ”と考える自分がいます。この領域での
学びによって、多面的な物事の見方や思考の必要性を再認識させていただけたことに、今でも感謝しています。

交渉紛争解決学領域　平成25年度修了 堀 律子

教員一覧

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 水元　豊文 大学院人文社会科学研究部 メディア学、コミュニケーション学 コミュニケーション研究

教　授 矢原　隆行 大学院人文社会科学研究部 臨床社会学 社会システム、リフレクティング・プロセス、ケア

准教授 石原　明子 大学院人文社会科学研究部 紛争解決・平和構築学、医療政策・メンタルヘルス 日本における紛争解決・合意形成・平和構築学の確立に関する研究、
東日本大震災後のコミュニティにおける人間関係の葛藤と平和構築

准教授 平野　順也 大学院人文社会科学研究部 コミュニケーション論 修辞学、ポリティカル・レトリック

准教授 森　　大輔 大学院人文社会科学研究部 法社会学、法と経済学 国際関係法の経済学的分析、新しい経験的分析方法の探求

教員については令和2年5月1日現在のものであり、
変更になる可能性があります。
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在学生の声 「研究意欲を高める恵まれた環境」

先端倫理学領域 人間・社会科学専攻

現代社会と科学技術の急速な変容の中で生じた生命、環境、情報、また人間関係等に関わる倫理的諸問題
を、現状分析と基礎理論との統合を探りながら教育・研究します。

　先端倫理学領域では主として、応用倫理学領域の問題群を研究対象としています。
その特徴としては、理論と実践のバランスをとること、また調査研究などの積極的導
入などが挙げられます。常に念頭に置いているのは、必要な文献を読解する能力や博
士論文を執筆するための文章力、研究発表などを通じたコミュニケーション能力の向
上です。生命倫理、環境倫理、臨床倫理、ビジネス倫理、脳神経倫理等については特に
力点を置いており、ケーススタディとディスカッションを通じて、より深く研究を進
めています。

2020年度　先端倫理学領域長 田中 朋弘

　本教育部では、先生方をはじめ経験豊富で幅広い年齢層の院生たちとの討論や、互いの研究についての
意見交換などを通して、異なる分野の知識や多様な価値観に触れることができます。また、学外の講師を
招いての講演会や研究会など、貴重な学びを得る機会が多く、非常に恵まれた研究環境にあると感じてい
ます。
　社会人学生として仕事と研究の両立は大変なこともありますが、先生方の丁寧なご指導と理解に助けら
れ、研究を進めることができています。また、院生同士で研究の悩みや喜びを共有し、刺激し合えることも
研究意欲に繋がっています。社会人大学院教育支援センターおよび事務の方々の親切なサポートもあり、
学べることに喜びを感じながら充実した学生生活を送っています。

2020年度　先端倫理学領域　3年 坂本 淑江

教員一覧

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 田中　朋弘 大学院人文社会科学研究部 規範倫理学、応用倫理学 規範倫理学理論、ビジネス倫理、専門職倫理

教　授 中川　輝彦 大学院人文社会科学研究部 医療社会学、社会学方法論 保健医療・福祉を対象とする社会学的研究

准教授 立花　幸司 大学院人文社会科学研究部 古代ギリシア哲学、倫理学 徳倫理学および脳神経倫理学

教員については令和2年5月1日現在のものであり、
変更になる可能性があります。
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認知哲学・心理学領域 人間・社会科学専攻

科学技術の高度化や社会システムの複雑化に伴い人間に関わる様々な問題が生じています。このような
問題に対して合理的・客観的に取り組む方法を哲学的・心理学的視点から教育・研究します。

　行動を指標とする実験心理学の手法あるいは神経科学の手法、ときにはバーチャ
ル・リアリティなど最新の工学技術を用いて、感覚、知覚、認知、記憶、注意、言語など
広義の認知過程の解明を目指します。人の生涯発達における心の可塑性の解明にも
力を入れており、子どもの認知発達から高齢者の認知機能維持のための研究に至るま
で、多くの研究が進行しています。文学系のほかに、教育系、芸術系、工学系、医学系
出身の方も歓迎します。詳しくは、担当教員のホームページをご覧下さい。

2020年度　認知哲学・心理学領域長 寺本　渉

在学生の声

　私は、これまで作業療法士として病院に勤務しながら、当研究室で「運動イメージ」をテーマに研究を進め
てきました。現在は、医療系の大学で教員として勤務しながら、高齢者の運動イメージ能力について認知、運
動機能も含めて日々研究をしています。社会文化科学教育部は、社会人大学生にも対応できるサポート体制
にあり、働きながら研究を進めることができる環境にあると思います。また、認知哲学・心理学領域は先生方
や大学院生も含めて、幅広い内容の研究をしています。さらに、私と同じように働きながら研究を進めている
院生も多く、様々な視点より意見をもらうことができ、楽しく、より深く研究をすることができています。

2020年度　認知哲学・心理学領域　3年 小手川 耕平

「運動を予測する能力について、認知心理学の立場から研究しています」修了生の声

フィールドリサーチ領域　平成22年度修了 松本 貴文

フィールドリサーチ領域 人間・社会科学専攻

社会学、地域社会学、文化人類学、言語学、地理学、芸術学などの学問分野において確立されてきた
フィールドリサーチの方法論に基づき、また、理論的には比較文学を包摂しながら、国内外の現代社会の
動態を多元的に教育・研究するための専門領域です。

　フィールドリサーチ領域では、現代社会において顕在化あるいは潜在化しているさ
まざまな現象を、その「フィールド」から探求していくことが求められています。
「フィールド」ではさまざまの現象が重層化し、相互に深い関連性を持っている場合
が一般であり、視点（専門領域）の違いによって、見えてくるものが異なるのは至極当
然でしょう。当領域では、特定の専門領域のみならずその周辺領域での見方・考え方
も学修できますので、現象をより広くかつ深い視野をもって考究することが可能とな
る教育・研究環境を整えています。

2020年度　フィールドリサーチ領域長 多田 光宏

「フィールドから湧き出る課題に多角的な視点からアプローチする」

　私の大学院生時代の研究テーマは、現代農山村における住民生活の変容と地域社会の再構築過程との関係
を明らかにすることでした。私は、こうした問題を考える際には、単に頭で考えるだけではなく、実際の地域
住民の暮らしを丹念に解明する作業が欠かせないと感じ、九州を中心とするいくつかのフィールド調査をも
とに博士論文をまとめました。その際の現場での経験は、現在の大学教員としての仕事に研究・教育の両面で
活かされています。
　思い返してみると、論文の執筆は本当に困難な作業でしたが、恩師をはじめとする多数の先生方の熱心なご
支援・ご指導のおかげでやり遂げることができました。それだけでなく、留学生や社会人院生を含む研究室の
仲間との議論も、世代や国籍を超えた多様な視点に触れる機会となり、研究を遂行する際の大きな助けとなり
ました。その意味で、現場から湧き出る問題に、多角的な視点からアプローチする力を身につけられる場であ
ることが、フィールドリサーチ領域の何よりの魅力であると感じます。

教員一覧
教員については令和2年5月1日現在のものであり、
変更になる可能性があります。

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 鹿嶋　　洋 大学院人文社会科学研究部 経済地理学、産業地域論 産業立地と地域構造に関する地理学的研究

教　授 國枝　春惠 大学院人文社会科学研究部 現代音楽学、作曲理論 現代音楽における作曲理論・技法の研究

教　授 慶田　勝彦 大学院人文社会科学研究部 文化人類学、文化遺産研究、アフリカ研究 （再）魔術化論、アフリカの文化遺産研究、＜水俣病＞事件アーカイブ研究

教　授 児玉　　望 大学院人文社会科学研究部 言語学、南アジア言語研究 曲線声調による韻律構造境界表示

教　授 シンジルト 大学院人文社会科学研究部 社会人類学、内陸アジアの民族誌 現代牧畜社会における自然観と集団観の動態

教　授 竹内　　裕 大学院人文社会科学研究部 聖書学、ヘブライ思想 ヘブライ語聖書の文献学的釈義および思想史的研究

教　授 牧野　厚史 大学院人文社会科学研究部 環境社会学、地域社会学、地域計画論 地域社会における環境の利用と保全計画に関する社会学的研究

教　授 松浦　雄介 大学院人文社会科学研究部 文化社会学、国際社会学 記憶と文化遺産の社会学、文化による地域創造

准教授 多田　光宏 大学院人文社会科学研究部 社会問題論、現代社会論、社会理論 現代社会の構成と問題に関する研究

准教授 増田　　仁 大学院人文社会科学研究部 教育社会学、歴史社会学、ジェンダー論 高度経済成長期における農家女性に関する社会学的研究

准教授 山本　耕三 大学院人文社会科学研究部 人文地理学、災害論 被災地の復旧・復興に関する人文地理学的研究

准教授 米島万有子 大学院人文社会科学研究部 医学・健康地理学、環境地理学、地理情報科学 蚊媒介性感染症リスクの地理学的研究
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認知哲学・心理学領域 人間・社会科学専攻

科学技術の高度化や社会システムの複雑化に伴い人間に関わる様々な問題が生じています。このような
問題に対して合理的・客観的に取り組む方法を哲学的・心理学的視点から教育・研究します。

　行動を指標とする実験心理学の手法あるいは神経科学の手法、ときにはバーチャ
ル・リアリティなど最新の工学技術を用いて、感覚、知覚、認知、記憶、注意、言語など
広義の認知過程の解明を目指します。人の生涯発達における心の可塑性の解明にも
力を入れており、子どもの認知発達から高齢者の認知機能維持のための研究に至るま
で、多くの研究が進行しています。文学系のほかに、教育系、芸術系、工学系、医学系
出身の方も歓迎します。詳しくは、担当教員のホームページをご覧下さい。

2020年度　認知哲学・心理学領域長 寺本　渉

在学生の声

　私は、これまで作業療法士として病院に勤務しながら、当研究室で「運動イメージ」をテーマに研究を進め
てきました。現在は、医療系の大学で教員として勤務しながら、高齢者の運動イメージ能力について認知、運
動機能も含めて日々研究をしています。社会文化科学教育部は、社会人大学生にも対応できるサポート体制
にあり、働きながら研究を進めることができる環境にあると思います。また、認知哲学・心理学領域は先生方
や大学院生も含めて、幅広い内容の研究をしています。さらに、私と同じように働きながら研究を進めている
院生も多く、様々な視点より意見をもらうことができ、楽しく、より深く研究をすることができています。

2020年度　認知哲学・心理学領域　3年 小手川 耕平

「運動を予測する能力について、認知心理学の立場から研究しています」

教員一覧
教員については令和2年5月1日現在のものであり、
変更になる可能性があります。

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 寺本　　渉 大学院人文社会科学研究部 知覚心理学、認知神経科学 異種感覚情報統合、身体感覚、共感、バーチャルリアリティ

教　授 藤田　　豊 大学院人文社会科学研究部 発達・学習心理学、教育心理学 幼児・児童の感性の発達構造と機能

准教授 高岸　幸弘 大学院人文社会科学研究部 臨床心理学 性的問題行動の治療教育、心理療法

准教授 髙崎　文子 大学院人文社会科学研究部 教育心理学、発達心理学 動機づけ、ほめ

准教授 西川　里織 大学院人文社会科学研究部 社会心理学、認知発達心理学 自己概念の発達、メンタルヘルス、愛着スタイルと養育環境

准教授 安村　　明 大学院人文社会科学研究部 発達認知神経科学、臨床神経生理学 遂行機能の発達的変化、発達障害、意思決定、脳機能計測

35



　考古学は、遺物・遺跡から人類活動の情報を引き出し、歴史を再構築する学問分野といわれます。私にとっ
て博士課程は、この端的な言葉の意味をひたすらに追求した時間でした。私は在学中、幸運にも自らの手で阿
蘇外輪山の先史時代遺跡を発掘調査し、出土遺物の分析と報告書作成を手がけることができました。博士論
文のベースがこの調査と分析にあるといって過言ではありません。そこで痛感したのは、遺跡、遺物に語らせ
る苦労と、そこから歴史を再構築することの難しさでした。しかし、遺跡、遺物の背後にある過去の「ヒト」の
息吹を感じとり、歴史叙述に挑んだ経験は、研究者の末端に生きる今の私にとって研究の礎であり、財産と
なっています。文頭の言葉の追及は今後も続いていくと思いますが、その起点は博士課程での経験にあった
と思えるのです。

歴史学領域　平成19年度修了 芝　康次郎

歴史学領域 文化学専攻

歴史学研究領域を構成する日本史学・アジア史学・西洋史学・文化史学、及び考古学という各専門領域の連
携のもとで、史資料と理論にもとづく調査・研究能力を養成します。

　歴史学領域の特性は、学部の学科、大学院前期課程と同じ「歴史学」という学問枠組
みで積み上げられた領域編成をとっていることです。この特性を活かし、日本史・ア
ジア史・西洋史・文化史・考古の五つの専門分野が連携して、実証と理論に裏付けられ
た高度な専門能力を養成します。また科学研究費補助金などによる共同研究も盛ん
で、院生の皆さんにも積極的に参加してもらいます。人類史を学んで未来を拓こうと
する人、待っています！

2020年度　歴史学領域長 小畑 弘己

「過去の人々の姿を追い求めて」修了生の声

英語教授学領域 文化学専攻

応用言語学、英語教育学、第二言語習得論、心理言語学、研究方法論等に関する最新の理論的枠組み・研究
成果を批判的に検討し、定量的・定性的なリサーチデザイン・研究方法を活用して、主として大学英語教育
の諸課題への応用について考究します。

　本領域では、応用言語学、第二言語習得論、心理言語学、心理測定法、学習・教授理論
等を専門分野とする教員による、有機的かつ系統的な指導・支援を受け、学位論文の
テーマに応じた、定量的・定性的なリサーチ設計・分析手法を検討します。また、博士
後期課程段階で求められる、論文レビュー、プロジェクト研究、学内外での発表、研究
ネットワークの形成・拡充等に主体的に取り組み、高度な理論を現在の英語教育が
抱える実践的課題に活用できるようにします。

2020年度　英語教授学領域長 山下 　徹

「教師としての成長を目指して」在学生の声

　私は、公立中学校で英語教師として勤務しています。多くの同僚教師に励まされながら教職を続けてきまし
たが、教師としての責務と仕事に対する動機づけに興味を持ち、現在「日本人英語教師の教員能力開発に対する
態度に影響を与える要因に関する実証的研究」を研究テーマとして取り組み、今後の英語教育や教師教育の発展
に少しでも寄与できればと考えています。
　本領域の先生方は知識豊富で熱心に指導してくださいます。適切なアドバイスをいただけ、安心して研究に
打ち込むことができています。英語教育は過渡期を迎え、英語教師には更なる実践的英語力と専門的な知識が
求められています。本領域には、教師や研究者としての一層の成長を目指す方々に最適な場が提供されていま
す。ぜひ一緒に学び、研究してみませんか。

2020年度　英語教授学領域 １年 松原 裕子

教員一覧

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 大学院人文社会科学研究部 カリキュラム・教材開発、第二言語習得論、研究方法論、
統計学、心理測定法

Psychometrics, Second Language Acquisition, Explicit and　
Implicit Knowledge, Learner Autonomy, Learning Styles, Learning 
Strategies, Learner Anxiety

教　授 折田　　充 大学院人文社会科学研究部 英語教育学、心理言語学 効果的な英語語彙指導法、英語心内辞書の再構築・変容

教　授 山下　　徹※ 大学院人文社会科学研究部 談話・ジャンル分析、応用コーパス言語学、ライティング・
リーディング指導を中心とした言語教育

認知的・社会文化的アプローチによる談話研究、コーパス言語学を
応用した言語教育、学習者の自律性・メタ認知的能力・自己効力感
を育成する自己調整学習

大学院人文社会科学研究部 英語教育、教員教育（教員能力開発）、コミュニケーショ
ン方法論、質的調査方法論

Teacher Development Frameworks, Teacher Reseach in the 
Classroom, Pedagogical Learning Theories, Teacher Beliefs

准教授 片山　圭巳 大学院人文社会科学研究部 第二言語習得研究、音声学、心理言語学 第二言語学習者の知覚発達研究

アイズマンガー ,
イアン

ラスカウスキー ,
テリー※

シニア
教　 授

教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。※令和3年3月定年退職予定
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　考古学は、遺物・遺跡から人類活動の情報を引き出し、歴史を再構築する学問分野といわれます。私にとっ
て博士課程は、この端的な言葉の意味をひたすらに追求した時間でした。私は在学中、幸運にも自らの手で阿
蘇外輪山の先史時代遺跡を発掘調査し、出土遺物の分析と報告書作成を手がけることができました。博士論
文のベースがこの調査と分析にあるといって過言ではありません。そこで痛感したのは、遺跡、遺物に語らせ
る苦労と、そこから歴史を再構築することの難しさでした。しかし、遺跡、遺物の背後にある過去の「ヒト」の
息吹を感じとり、歴史叙述に挑んだ経験は、研究者の末端に生きる今の私にとって研究の礎であり、財産と
なっています。文頭の言葉の追及は今後も続いていくと思いますが、その起点は博士課程での経験にあった
と思えるのです。

歴史学領域　平成19年度修了 芝　康次郎

歴史学領域 文化学専攻

歴史学研究領域を構成する日本史学・アジア史学・西洋史学・文化史学、及び考古学という各専門領域の連
携のもとで、史資料と理論にもとづく調査・研究能力を養成します。

　歴史学領域の特性は、学部の学科、大学院前期課程と同じ「歴史学」という学問枠組
みで積み上げられた領域編成をとっていることです。この特性を活かし、日本史・ア
ジア史・西洋史・文化史・考古の五つの専門分野が連携して、実証と理論に裏付けられ
た高度な専門能力を養成します。また科学研究費補助金などによる共同研究も盛ん
で、院生の皆さんにも積極的に参加してもらいます。人類史を学んで未来を拓こうと
する人、待っています！

2020年度　歴史学領域長 小畑 弘己

「過去の人々の姿を追い求めて」修了生の声

教員一覧

教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 新井　英永 大学院人文社会科学研究部 西洋近現代思想史 D・ H・ ロ レ ン ス と モ ダ ニ ズ ム 思 想

教　授 伊藤　正彦 大学院人文社会科学研究部 中国明清社会経済史 中国近世の社会的結合と賦役制度に関する研究

教　授 稲葉　継陽 永青文庫研究センター 日本中世史 日本近世社会形成史の研究（戦国期研究）

教　授 小畑　弘己 大学院人文社会科学研究部 東北アジア先史学、植物考古学 土器圧痕法による東アジア先史時代の初期農耕・生活様式の研究

教　授 黨　　武彦 大学院人文社会科学研究部 中国清代政治制度史・政治社会史 清代の経済政策・文書行政・官僚制に関する研究

教　授 春田　直紀 大学院人文社会科学研究部 日本中世史 日本中世の生業と環境、地下文書論

准教授 今村　直樹 永青文庫研究センター 日本近世史・近代史 日本近世の領主制と地域社会、明治維新期の社会経済史研究

准教授 小林　　晃 大学院人文社会科学研究部 前近代中国政治史 前近代中国における政治史の研究

准教授 三瓶　弘喜 大学院人文社会科学研究部 アメリカ地域社会史 パブリック・エコノミー論、都市環境史

准教授 杉井　　健 大学院人文社会科学研究部 日本考古学 原始・古代生活様式研究

准教授 鈴木　啓孝 大学院人文社会科学研究部 近代日本思想史 明治期の日本ナショナリズム

准教授 中川　順子 大学院人文社会科学研究部 イギリス近世史 ロンドン都市社会史、移民受容の研究

准教授 三澤　　純 大学院人文社会科学研究部 日本近現代史 幕末維新史研究（特に政治社会史の研究）

准教授 安高　啓明 大学院人文社会科学研究部 日本近世史・法制史 近世幕藩法とキリシタン禁制の研究
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欧米文化学領域 文化学専攻

英米の文学や言語、またドイツ・フランスの文学、言語について、専門的な知識を発展させるとともに、
欧米の先進的な方法論にも即応できる研究者を養成します。そのために、教育部の新体制発足を機に専門
スタッフを倍増させて、教授体制を整備し、より充実したものとしました。

　当領域では、主に英米語学、文学、ドイツ語学・文学、フランス語学・文学などについ
ての専門的な授業を開講しています。以下の教員の専門分野から分かるように、博士
論文執筆に向け、幅広い分野で指導教員による専門的な指導を受けることができま
す。もっとも、博士後期課程では教員の専門以上に、学生の研究に対する主体的な取り
組みが重要であることは言うまでもありません。研究の楽しさ、厳しさを教員と分か
ちあい、皆さんの努力が博士論文として実を結ぶことを願っています。

2020年度　欧米文化学領域長 濱田　明

「サポートの力強さ」修了生の声

　私は2016年4月から3年間、博士後期課程文化学専攻欧米文化学領域にて学び、この期間に多くのことが変わ
りました。指導教員と大学スタッフにご協力をいただき、学術誌の掲載、また学会で発表する機会を得ること
ができました。大学院のプログラムに入る前は、自分の研究目標を達成するための支持をいただけるのかど
うかと心配しましたが、私が受けたアドバイスや支援には非常に感謝しています。本領域の教授方は、私の研
究を慎重にチェックされ、有効なフィードバックを提供くださいましたので、抄録の作成や学会発表への大き
な力となりました。また日本の大学の手続きは、母国の手続きとは多くの点で異なり、戸惑いも多かったので
すが、支援センターと教務担当の皆様のおかげで研究を前に進めることができました。温かくまた積極的な
環境で学位を取得したい方には、この大学院プログラムをお勧めします。

欧米文化学領域　平成30年度修了 デイビッド・オストマン

日本・東アジア文化学領域 文化学専攻

日本・東アジアにおける民俗文化・言語・文芸を対象として、フィールド調査と文献資料の調査という二つ
の接近方法で研究するとともに、異なる文化領域の方法を併せ学ぶことによって、成果の共有、方法の共
有を目指す教育を行います。

　日本・東アジア文化学領域は、その名前のとおり日本と東アジア地域の文化に関す
る諸問題を研究考察対象としています。経験豊かな教授陣や同学とのさまざまなディ
スカッションを通じて、必要な文献読解能力の向上はもとより、研究発表でのプレゼ
ンテーション能力や論文執筆能力などを向上させ、一人前の研究者として自立できる
よう特に意を注いでいるところであり、教員と学生が切磋琢磨する場でもあります。

2020年度　日本・東アジア文化学領域長 坂元 昌樹

在学生の声

　私は2017年4月より、熊本大学大学院博士前期課程東アジア·ビジネス·コミュニケーション専門職にて2年間
勉強し、2019年4月に博士後期課程文化学専攻日本·東アジア文化学領域へ進学しました。2年間中国政治を勉
強し、さらに知識を学びたいと思い進学を決意しました。現在、中国経済と政治に関する知識を学んでいます。
厳しさもありますが、日々充実しています。特に、中国の電力と天然ガスの制度改革が進んでいて、どのよう
にほかの国の経験を導入しながら自分の国で活用するかについて、興味を持っています。私は今後とも、多く
の資料を読み、博士論文執筆を進めていきたいです。

2020年度　日本・東アジア文化学領域　2年 郭　天晴

「興味を持って勉強し続けたい」

教員一覧

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 坂元　昌樹 大学院人文社会科学研究部 日本近現代文学 ( 小説・批評 ) 近代日本の思想文化と表現史に関する研究

教　授 西槇　　偉 大学院人文社会科学研究部 比較文学、日中比較文学 豊子愷に関する比較文学研究、中国における西洋美術の受容と日本

教　授 朴　　美子 大学院人文社会科学研究部 東アジア比較文学、比較文化 韓中比較文学、日中韓比較文化及び言葉

教　授 堀畑　正臣※ 大学院人文社会科学研究部 日本語学（中古・中世の日本語の語彙・語法、文章・文体）古記録・古文書から見た中古・中世の日本語（語彙・語法と文章・文体）

教　授 山下　裕作 大学院人文社会科学研究部 日本民俗学 現代社会における民俗学の実践性に関する研究

教　授 劉　　静華 大学院人文社会科学研究部 日中近現代文学・比較文学・言語文化 島崎藤村と巴金の家族制度表象に関する比較研究、中国同時代文学研究

准教授 岩田　奇志 大学院人文社会科学研究部 比較経営論・比較社会論 日中社会の行動原理と行動様式

准教授 鈴木　寛之 大学院人文社会科学研究部 民俗学、マンガ文化研究 口頭伝承・マンガ文化に関する民俗学的研究

准教授 中尾健一郎 大学院人文社会科学研究部 日本漢文学 『梅花無尽蔵』の研究

准教授 日高　愛子 大学院人文社会科学研究部 日本古典文学（和歌文学） 近世九州歌壇の研究、中世歌会資料の研究

准教授 茂木　俊伸 大学院人文社会科学研究部 日本語学（現代日本語の文法・語彙） 現代日本語の文法・語彙・語法研究，コーパスを用いた日本語研究 

准教授 屋敷　信晴 大学院人文社会科学研究部 中国古典文学（六朝・唐代小説） 唐代小説と宗教文化の関りについて

准教授 渡辺　直土 大学院人文社会科学研究部 現代中国論 現代中国の政治・行政改革

教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。※令和3年3月定年退職予定
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欧米文化学領域 文化学専攻

英米の文学や言語、またドイツ・フランスの文学、言語について、専門的な知識を発展させるとともに、
欧米の先進的な方法論にも即応できる研究者を養成します。そのために、教育部の新体制発足を機に専門
スタッフを倍増させて、教授体制を整備し、より充実したものとしました。

　当領域では、主に英米語学、文学、ドイツ語学・文学、フランス語学・文学などについ
ての専門的な授業を開講しています。以下の教員の専門分野から分かるように、博士
論文執筆に向け、幅広い分野で指導教員による専門的な指導を受けることができま
す。もっとも、博士後期課程では教員の専門以上に、学生の研究に対する主体的な取り
組みが重要であることは言うまでもありません。研究の楽しさ、厳しさを教員と分か
ちあい、皆さんの努力が博士論文として実を結ぶことを願っています。

2020年度　欧米文化学領域長 濱田　明

「サポートの力強さ」修了生の声

　私は2016年4月から3年間、博士後期課程文化学専攻欧米文化学領域にて学び、この期間に多くのことが変わ
りました。指導教員と大学スタッフにご協力をいただき、学術誌の掲載、また学会で発表する機会を得ること
ができました。大学院のプログラムに入る前は、自分の研究目標を達成するための支持をいただけるのかど
うかと心配しましたが、私が受けたアドバイスや支援には非常に感謝しています。本領域の教授方は、私の研
究を慎重にチェックされ、有効なフィードバックを提供くださいましたので、抄録の作成や学会発表への大き
な力となりました。また日本の大学の手続きは、母国の手続きとは多くの点で異なり、戸惑いも多かったので
すが、支援センターと教務担当の皆様のおかげで研究を前に進めることができました。温かくまた積極的な
環境で学位を取得したい方には、この大学院プログラムをお勧めします。

欧米文化学領域　平成30年度修了 デイビッド・オストマン

教員一覧

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 隈元　貞広※ 大学院人文社会科学研究部 英語学・中世英文学 中世詩人チョーサー及び中世ロマンスの研究

教　授 濱田　　明 大学院人文社会科学研究部 16 世紀フランス文学 16 世紀後半フランスにおける詩と歴史、日本文化のフランスにお
ける受容

教　授 ハンセン , ケリー 大学院社会文化科学研究部 日本近現代文学 明治文学、ジェンダー研究、日本映画

教　授 松瀬　憲司 大学院人文社会科学研究部 英語学・歴史言語学 中英語統語論・英語史の諸問題

准教授 市川　雅己 大学院人文社会科学研究部 フランス語学 フランス語学、特に現代フランス語の動詞形・代名動詞・名詞句の
指示と照応

准教授 井上　暁子 大学院人文社会科学研究部 ポーランド語圏を中心とした中・東欧文学 グダンスクやシロンスク地方など、旧ドイツ領にあたる都市・地域
出身の作家（移民作家を含む）によって書かれたポーランド語文学

准教授 大学院人文社会科学研究部 フランス語教授法 言語科学、外国語としてのフランス語教育、教育方法論

准教授 永尾　　悟 大学院人文社会科学研究部 アメリカ文学 ウィリアム・フォークナーを中心とする 20 世紀アメリカ南部文学
研究

准教授 大学院人文社会科学研究部 比較思想史、ドイツ学 ドイツ語圏の文学・語学・文化（史）、生命・医療倫理

准教授 畑　亜弥子 大学院人文社会科学研究部 20 世紀フランス文学 アンドレ・マルロー研究

准教授 松岡　浩史 大学院人文社会科学研究部 初期近代英国演劇 シェイクスピアをはじめとするエリザベス朝・ステュアート朝演劇
とその文化背景の研究

准教授 山田　高誌 大学院人文社会科学研究部 音楽学、オペラ学、劇場史 18-19 世紀ナポリのオペラの解明に向けての台本、楽譜、興行史料、
および思想研究。また世界における西洋音楽受容の研究

バウアー,トビアス

サガズ ,ミシェル

教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。※令和3年3月定年退職予定
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博士前期課程

博士後期課程

最先端のeラーニングテクノロジーを活用した遠隔学習によって授業を進めることで、学習者の利便性を増しながら、教育の
効果と効率を高めることを目指しています。また、教員・学生間のネットワークにより、授業の提出課題に係る相互コメント・
ディスカッション等を通じ、新たな知の創出に向けた学び合い・教え合いの協調学習を展開しています。

教育上の特色

①全国から受講可能な「インターネット大学院」

原則としてオンライン遠隔学習の授業だけで学位を取得できるようにしており、時間的・空間的な自由度の低い社会人が、夜
や土日に、あるいは仕事の合間に自宅や職場等で働きながら学習できます。これにより通学時間が不要になるほか、授業日時
による時間的拘束がなく、各自の都合の良い時間に学習することが可能となっています。また、教育内容についても、eラーニ
ング関連の業種・職種で現に働く社会人学生等の実践的なニーズに最大限応えられるよう、開講授業科目の幅と深さに配慮し
ています。

●学習管理システム（LMS）によるトレーニング、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション
等の実施と学習履歴を活かしたきめ細かな指導を行っています。
●ビデオ・オンデマンド（VOD）を活用し、過去の集中講義等をいつでも復習可能にしています。
●テレビ会議を通じての本校と東京サテライトでの同時受講、教員と学生・学生同士の直接のコミュニケー
ションを行っています。
●社会人学生は企業在職者（eラーニング事業等）、大学教職員、高校教員、医療従事者、留学生等で、年齢もさ
まざまです。

②社会人の学習条件や実践的ニーズへの配慮

※その他詳細は教授システム学専攻パンフレットやＨＰなどでご確認ください。

 URL : http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/

教授システム学専攻
        

◆ eラーニングの専門家をeラーニングによって
　 養成する日本初の大学院

◆ 全国どこからでも遠隔学習によって修了（学位取得）が
　 可能なインターネット大学院

学位 修士（教授システム学、学術）

博士前期課程

学位 博士（学術）

博士後期課程

教授システム学専攻（博士前期課程）は、幅広い教養と読解力・理解力・表現力などの基礎学力の
上に、教授システム学を修得したeラーニングの専門家になるための適性を有し、かつ厳しい勉
学に耐え得る強い意志と学習意欲のある人を求めます。さらに社会人にあっては、豊かな社会
経験を有する人を求めます。かつ、次のようなコンピテンシーを身につけることをめざす人を
求めています。
１．さまざまな分野・領域におけるｅラーニング事例をふまえ、教授システム学の基礎的知見
に照らし合わせてコース開発計画書を作成し、ステークホルダごとの着眼点に即した説得
力ある提案を行うことができるようになることをめざす人

２．LMSなどの学習支援システムの機能を活かして効果・効率・魅力を兼ね備えた学習コンテ
ンツが設計でき、開発できるようになることをめざす人

３．開発チームのリーダーとして、コース開発プロジェクトを遂行できるようになるとともに、
人事戦略やマーケットニーズに基づいて教育サービス・教育ビジネスの戦略を提案できる
ようになることをめざす人

４．ネットワーク利用に関わる法律的・倫理的な問題を認識し、解決できるようになることを
めざす人

アドミッションポリシー
■教授システム学専攻（博士前期課程）

教授システム学専攻（博士後期課程）は、幅広い教養と読解力・思考力・表現力等の基礎学力及び
教授システム学に関する知識の上に、教授システム学領域の教育研究者又は研究能力を活かす
高度職業人になるための適性を有し、かつ、厳しい勉学に耐え得る強い意志と学習意欲のある
人を求めます。さらに、社会人にあっては、豊かな社会経験を有する人を求めます。かつ、次の
ような研究推進能力を身につけることをめざす人を求めています。
１．教育工学における社会科学的な研究方法を身につけることをめざす人
２．eラーニングシステムに関する情報学的な研究方法を身につけることをめざす人
３．教授システム学研究の最新動向を把握し、研究者としての活動に活かすことをめざす人

■教授システム学専攻（博士後期課程）
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博士前期課程

博士後期課程

最先端のeラーニングテクノロジーを活用した遠隔学習によって授業を進めることで、学習者の利便性を増しながら、教育の
効果と効率を高めることを目指しています。また、教員・学生間のネットワークにより、授業の提出課題に係る相互コメント・
ディスカッション等を通じ、新たな知の創出に向けた学び合い・教え合いの協調学習を展開しています。

教育上の特色

①全国から受講可能な「インターネット大学院」

原則としてオンライン遠隔学習の授業だけで学位を取得できるようにしており、時間的・空間的な自由度の低い社会人が、夜
や土日に、あるいは仕事の合間に自宅や職場等で働きながら学習できます。これにより通学時間が不要になるほか、授業日時
による時間的拘束がなく、各自の都合の良い時間に学習することが可能となっています。また、教育内容についても、eラーニ
ング関連の業種・職種で現に働く社会人学生等の実践的なニーズに最大限応えられるよう、開講授業科目の幅と深さに配慮し
ています。

●学習管理システム（LMS）によるトレーニング、ディスカッション、コラボレーション、プレゼンテーション
等の実施と学習履歴を活かしたきめ細かな指導を行っています。
●ビデオ・オンデマンド（VOD）を活用し、過去の集中講義等をいつでも復習可能にしています。
●テレビ会議を通じての本校と東京サテライトでの同時受講、教員と学生・学生同士の直接のコミュニケー
ションを行っています。
●社会人学生は企業在職者（eラーニング事業等）、大学教職員、高校教員、医療従事者、留学生等で、年齢もさ
まざまです。

②社会人の学習条件や実践的ニーズへの配慮

※その他詳細は教授システム学専攻パンフレットやＨＰなどでご確認ください。

 URL : http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/
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入試情報／募集人員

博
士
前
期
課
程（
修
士
課
程
）

入学試験について

博
士
後
期
課
程

●選抜方法／出願資格（以下の限りではありません。詳しくは募集要項、ＨＰ等でご確認ください）

一般入試　　　　　　　　　修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和3年3月31日までに取得見込みの
者など

社会人入試　　　　　　　　一般入試の出願資格を満たす者で、令和3年3月31日において、修士の学位取得後
２年以上又は学士の学位取得後4年以上の社会経験を有するもの（有職者に限らない）

外国人留学生入試　　　　　日本国籍を有しない者で、一般入試の出願資格を満たすもの
※出願資格認定審査が必要な場合もあります

●試験日程

専 　 攻

東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース 
先端倫理学研究コース 
フィールドリサーチ研究コース 
認知哲学・心理学研究コース

法政・紛争解決学研究コース
法・公共政策実践コース
交渉紛争解決実践コース

文化行政・学芸員専門職コース
高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コース 
歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コース 
欧米文化学研究コース
 

計50人（第一期募集と第二期募集の合計）

14(3)人
（推薦入試：若干名）

18人

18人

コ ー ス 募 集 人 員（ ）一般入試・社会人入試
外国人留学生入試・推薦入試

現代社会人間学専攻

文化学専攻

法政・紛争解決学専攻

■募集人員

専 　 攻

公共政策学領域、法学領域、交渉紛争解決学領域、
先端倫理学領域、フィールドリサーチ領域、
認知哲学・心理学領域

6人

領 　 域 募 集 人 員（ ）一般入試・社会人入試
外国人留学生入試

人間・社会科学専攻

英語教授学領域、歴史学領域、
日本・東アジア文化学領域、欧米文化学領域

計１２人

6人文化学専攻

■募集人員

※教授システム学専攻（博士前期・後期）の入試は、これとは別に実施しますので、
　お問い合わせください。

●試験日程

第 一 期 募 集

第 二 期 募 集

推 薦 入 試

 7 /29（水）～  8  / 4（火）

12/ 2 （水）～ 12 / 8（火）

12/ 2 （水）～ 12 / 8（火）

9 /19（土）

1 /30（土）

1 /30（土）

10 / 5 （月）

2 /15（月）

2 /15（月）

出 願 期 間 試 験 日 合 格 者 発 表

出 願 期 間 試 験 日 合 格 者 発 表

1 / 8（金）～  1 / 14（木） 2 / 27（土） 3 / 15（月）

●選抜方法／出願資格（以下の限りではありません。詳しくは募集要項、ＨＰ等でご確認ください）

一般入試　　　　　　　　　大学を卒業した者、及び令和3年3月31日までに卒業見込みの者など

社会人入試　　　　　　　　大学を卒業した者、あるいは学士の学位を授与された者で2年以上の社会経験を
有するもの（有職者に限らない）

外国人留学生入試　　　　　日本国籍を有しない者で、外国において学校教育における16年の課程を修了した
もの及び令和3年3月31日までに修了見込みのものなど
※出願資格認定審査が必要な場合もあります

学業成績、人物ともに優れ、本教育部博士前期課程への入学を希望する意欲ある者など推薦入試（法政・紛争解決学専攻のみ）

　教授システム学専攻は、教育効果・効率・魅力の高いｅラーニングを開発・実施・評価

できる高度専門職業人（前期課程）と教授システム学領域の研究者（後期課程）の養成

を目的としたインターネット型大学院です。「ｅラーニングプロフェッショナル資格

認定制度」の相互認定機関としての認証を受け、文部科学省「平成19年度大学院教育

改革支援プログラム」 にも採択。平成26年度からは、文部科学省と熊本大学の支援を

受けて、「教授システム学の研究普及拠点の形成―学び直しを支援する社会人教育専

門家養成パッケージの開発と普及―」に取り組んでいます。遠隔地に在住の社会人を

中心に、正規生だけでなく多くの科目等履修生が学んでいることも特色です。

2020年度  博士前期課程専攻長

鈴木 克明

2020年度  博士後期課程専攻長

都竹 茂樹

「学習者中心の効果・効率・魅力的な教授方法を学びたい」在学生の声

　私は3年制の看護師養成機関で教育に携わっております。私が本専攻で学びたいと思った理由は、自分の未
熟さにあります。学生に看護を伝えることができる自分になるためにはどうしたらいいかと悩んだ時、「教え
方を教えます」という本専攻の存在を知りました。昨年度、前期課程1年の学習を通して、インストラクショナ
ルデザインを用いた教授方法によって、学習者の主体性を伸ばし、学びを深化させることができると感じまし
た。さらに、学習者中心の学習環境を設計するにあたり、ICTは必須の教授メディアであることを実感してい
ます。仲間と共にICTを活用した学びを体感し、先生方の支援を受けながら、効果・効率・魅力的な教授方法を
学んでいます。

2020年度　前期課程　2年 佐藤 尋美

「新しい技術で学びを支援したい」在学生の声

　私は大学でICTを活用した教育支援に携わっています。近年、ソーシャルメディアやAR、そしてスマート
スピーカーなど、新しい技術を教育で利用しようという試みが数多く行われています。しかしながら、どのよ
うにしてその技術の強みを生かしながら学習効果を高めるのかについて考える際、インストラクショナルデ
ザインなどの学習を設計する知識・スキルが必要となります。そのため、私は最新の技術とインストラクショ
ナルデザイン両方について学習できる本専攻へ入学しました。本専攻の先生方は専門とされている分野が多
様なため、研究に対して様々な視点から助言をいただけます。本専攻で得た知識や考え方は、今後、研究者と
してキャリアをかさねる上でまさに土台となるものであると感じています。

2020年度　後期課程　3年 長岡 千香子

役職 教員名 所　属 専門分野 研究テーマ

教　授 喜多　敏博 教授システム学研究センター 情報教育、LMS/VLE、非線形システム LMS（学習運営システム）、e ラーニングの標準規格、工学教育、
非線形システムに関する研究

教　授 鈴木　克明 教授システム学研究センター インストラクショナルデザイン インストラクショナルデザイン（ID）技法の整理枠としてのレイヤー
モデルの構築

教　授 都竹　茂樹 教授システム学研究センター インストラクショナルデザイン、公衆衛生学 遠隔保健指導によるメタボ対策、介護予防に関する研究

教　授 戸田　真志 総合情報統括センター 画像・映像工学、メディア情報処理 手術等の実践記録映像の蓄積・解析と教材化に関する研究、未整理
映像の検索インターフェースに関する研究

教　授 中野　裕司 総合情報統括センター 学習支援システム、教育工学 オンライン学習支援システムの開発研究、安否確認システム

准教授 江川　良裕 大学院人文社会科学研究部 マーケティング、経営戦略 教育を含むサービスの事業開発およびマーケティング

准教授 北村　士朗 教授システム学研究センター インストラクショナルデザイン、e ラーニング、企業内
教育、授業法、教育ビジネス 企業内教育・社会人教育のデザイン

准教授 久保田真一郎 総合情報統括センター 情報教育、教育工学 学習支援を目的とした、モジュール開発およびセンシングデータの
集積・分析・可視化

准教授 合田　美子 教授システム学研究センター 教育工学、英語教育 ICT を活用したグローバルラーニングコミュニティ

准教授 平岡　斉士 教授システム学研究センター インストラクショナルデザイン、認知心理学 ICT を活用した自立した学習者育成支援

准教授 松葉　龍一 教授システム学研究センター 情報教育、教育工学 e ラーニングを活用した教育実践のための学習コース、コンテンツ
開発手法に関する実践研究

教員一覧
教員については令和2年5月1日現在のものであり、変更になる可能性があります。
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入試情報／募集人員

博
士
前
期
課
程（
修
士
課
程
）

入学試験について

博
士
後
期
課
程

●選抜方法／出願資格（以下の限りではありません。詳しくは募集要項、ＨＰ等でご確認ください）

一般入試　　　　　　　　　修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和3年3月31日までに取得見込みの
者など

社会人入試　　　　　　　　一般入試の出願資格を満たす者で、令和3年3月31日において、修士の学位取得後
２年以上又は学士の学位取得後4年以上の社会経験を有するもの（有職者に限らない）

外国人留学生入試　　　　　日本国籍を有しない者で、一般入試の出願資格を満たすもの
※出願資格認定審査が必要な場合もあります

●試験日程

専 　 攻

東アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース 
先端倫理学研究コース 
フィールドリサーチ研究コース 
認知哲学・心理学研究コース

法政・紛争解決学研究コース
法・公共政策実践コース
交渉紛争解決実践コース

文化行政・学芸員専門職コース
高校国語教員専門職コース、英語教育専門職コース 
歴史学研究コース、日本・東アジア文化学研究コース 
欧米文化学研究コース
 

計50人（第一期募集と第二期募集の合計）

14(3)人
（推薦入試：若干名）

18人

18人

コ ー ス 募 集 人 員（ ）一般入試・社会人入試
外国人留学生入試・推薦入試

現代社会人間学専攻

文化学専攻

法政・紛争解決学専攻

■募集人員

専 　 攻

公共政策学領域、法学領域、交渉紛争解決学領域、
先端倫理学領域、フィールドリサーチ領域、
認知哲学・心理学領域

6人

領 　 域 募 集 人 員（ ）一般入試・社会人入試
外国人留学生入試

人間・社会科学専攻

英語教授学領域、歴史学領域、
日本・東アジア文化学領域、欧米文化学領域

計１２人

6人文化学専攻

■募集人員

※教授システム学専攻（博士前期・後期）の入試は、これとは別に実施しますので、
　お問い合わせください。

●試験日程

第 一 期 募 集

第 二 期 募 集

推 薦 入 試

 7 /29（水）～  8  / 4（火）

12/ 2 （水）～ 12 / 8（火）

12/ 2 （水）～ 12 / 8（火）

9 /19（土）

1 /30（土）

1 /30（土）

10 / 5 （月）

2 /15（月）

2 /15（月）

出 願 期 間 試 験 日 合 格 者 発 表

出 願 期 間 試 験 日 合 格 者 発 表

1 / 8（金）～  1 / 14（木） 2 / 27（土） 3 / 15（月）

●選抜方法／出願資格（以下の限りではありません。詳しくは募集要項、ＨＰ等でご確認ください）

一般入試　　　　　　　　　大学を卒業した者、及び令和3年3月31日までに卒業見込みの者など

社会人入試　　　　　　　　大学を卒業した者、あるいは学士の学位を授与された者で2年以上の社会経験を
有するもの（有職者に限らない）

外国人留学生入試　　　　　日本国籍を有しない者で、外国において学校教育における16年の課程を修了した
もの及び令和3年3月31日までに修了見込みのものなど
※出願資格認定審査が必要な場合もあります

学業成績、人物ともに優れ、本教育部博士前期課程への入学を希望する意欲ある者など推薦入試（法政・紛争解決学専攻のみ）
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授業料／施設紹介
ＦＡＱ／アクセス

奨学金制度はありますか？

日本学生支援機構奨学生に出願し、選考の結果により第一種奨学金（博士前期課程の令和2年度は、月額50,000円、
88,000円から選択・博士後期課程は月額80,000円、122,000円から選択）、又は第二種奨学金（令和2年度は
月額50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択）の貸与を受けることができます。
その他学内での支援制度についてはP.10を参照してください。

令和2年4月1日現在の入学料・授業料は以下の通りです。

　入学料：282,000円

　授業料（半期）：267,900円

　授業料（年額）：535,800円

なお、入学料免除及び授業料免除の制度もあります。（P.10参照）
入学料免除について、詳しくは合格通知書送付の際にお知らせします。

【JR上熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O1］（子飼橋経由）「子飼橋」下車徒歩10分

【阿蘇くまもと空港から】
●空港リムジンバス熊本駅行き「通町筋」下車、
　「水道町」から産交バスで楠団地、武蔵ヶ丘、
　大津行き等「熊本大学前」下車

【桜町バスターミナルから】
●産交バス・電鉄バス
　楠団地、武蔵ヶ丘、大津行き等「熊本大学前」下車

【JR竜田口駅】
●産交バス・電鉄バス
　桜町バスターミナル行き「熊本大学前」下車

【JR熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O2］（大学病院・大江渡鹿経由）
　「子飼橋」下車徒歩10分

●産交バス
　楠団地、武蔵ヶ丘行き等「熊本大学前」下車

熊
本

大学
　黒髪キャン

パ
ス

ACCESS
MAP

社会人とは？

社会人とは、入学時に、 大学卒業後又は学士の学位授与後2年以上（博士前期課程受験者）・修士の学位授与後2
年以上又は学士の学位取得後4年以上（博士後期課程受験者）の社会経験を有する者とし、有職者に限りません｡
ただし、学位授与後2年未満の場合でも、 次の事例に該当する者には博士前期課程への出願資格を認めます｡
①有職者で入学時にすでに継続して2年以上常勤している者
②主婦で通信教育等により学位を授与された者
③定年退職後に学位を授与された者 など

１年在学コースへの出願条件などはありますか？

出願資格、選抜方法、試験日程などは社会人入試と同じです。このコースを希望される方は入学志願票の指定欄
に明記してください。ただし、法・公共政策実践コース6名までの募集とします。

長期履修制度について詳しく教えてください。

長期履修の申請が出来るのは次のいずれかに該当する方です。
（１）職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む）
（２）育児、介護等を行う必要がある者
（３）その他教育部長が相当と認めた者
長期履修期間は原則として１年単位とし、申請は、1年次から希望する者は入学手続期間、2年次から希望する者
は1年次の2月末日としています。
長期履修期間は、1年次から認められた方は、博士前期課程においては標準修業年数（2年）と併せて4年以内、
博士後期課程においては標準修業年数（3年）と併せて6年以内です。2年次から認められた方は、未就学年数の
2倍に相当する年数以内です。その他不明な点についてはお問い合わせください。
また、長期履修制度での授業料は標準修業年数の場合と変わりません。

授業料

FAQ

博士前期課程各コース、博士後期課程学生専用の研究室があります。

施設紹介

アクセス

院生研究室

教育部棟の1階および２階は、授業の行われる演習室があります。

社会文化科学教育部棟２

附属図書館に所蔵されている図書資料の他に、社会文化科学教育部・文学部・法学部
の図書資料も利用することができます。

図書室

熊本県庁

本荘
キャンパス（医学部）
本荘
キャンパス（医学部）
本荘
キャンパス（医学部）

大江キャンパス
（薬学部）
大江キャンパス
（薬学部）
大江キャンパス
（薬学部）

大江総合
運動場

子飼橋
バス停

学生寮
国際交流会館社会文化科学教育部

黒髪キャンパス
（文・教・法・理・工学部）

社会文化科学教育部
黒髪キャンパス

（文・教・法・理・工学部）

社会文化科学教育部
黒髪キャンパス

（文・教・法・理・工学部）

教育学部附属小学校
教育学部附属中学校
教育学部附属小学校
教育学部附属中学校
教育学部附属小学校
教育学部附属中学校

教育学部附属幼稚園

阿蘇くまもと空港

熊本I.C.

益城熊本空港I.C.

小池高山I.C.
嘉島JCT

至
阿
蘇

至
大
分

市役所

熊本市電

桜町バスターミナル

熊本城

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

産
業
道
路

九
州
新
幹
線

豊肥
本線

平成
駅

南熊
本駅

新
水
前
寺
駅

水
前
寺
駅

竜田
口駅

国
道
３
号
線

国
道
57号
線（
東
バ
イ
パ
ス
）

北
バ
イ
パ
ス

国
道
３
号
線

至
八
代
・
鹿
児
島

九
州
自
動
車
道

至
鹿
児
島

至
鹿
児
島

至八代

至
福
岡至

福
岡

白
　
川

県道
337
号線

東
海
学
園
前
駅

熊
本
駅

上
熊
本
駅

味噌天神前
電停

熊本駅前
電停

水道町
電停

健軍町
電停

田崎橋
　電停

味噌天神
バス停

大学病院前
バス停

小碩橋
バス停

坪井川

子
飼
橋

至福岡

熊本大学前
バス停
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授業料／施設紹介
ＦＡＱ／アクセス

奨学金制度はありますか？

日本学生支援機構奨学生に出願し、選考の結果により第一種奨学金（博士前期課程の令和2年度は、月額50,000円、
88,000円から選択・博士後期課程は月額80,000円、122,000円から選択）、又は第二種奨学金（令和2年度は
月額50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択）の貸与を受けることができます。
その他学内での支援制度についてはP.10を参照してください。

令和2年4月1日現在の入学料・授業料は以下の通りです。

　入学料：282,000円

　授業料（半期）：267,900円

　授業料（年額）：535,800円

なお、入学料免除及び授業料免除の制度もあります。（P.10参照）
入学料免除について、詳しくは合格通知書送付の際にお知らせします。

【JR上熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O1］（子飼橋経由）「子飼橋」下車徒歩10分

【阿蘇くまもと空港から】
●空港リムジンバス熊本駅行き「通町筋」下車、
　「水道町」から産交バスで楠団地、武蔵ヶ丘、
　大津行き等「熊本大学前」下車

【桜町バスターミナルから】
●産交バス・電鉄バス
　楠団地、武蔵ヶ丘、大津行き等「熊本大学前」下車

【JR竜田口駅】
●産交バス・電鉄バス
　桜町バスターミナル行き「熊本大学前」下車

【JR熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O2］（大学病院・大江渡鹿経由）
　「子飼橋」下車徒歩10分

●産交バス
　楠団地、武蔵ヶ丘行き等「熊本大学前」下車

熊
本

大学
　黒髪キャン

パ
ス

ACCESS
MAP

社会人とは？

社会人とは、入学時に、 大学卒業後又は学士の学位授与後2年以上（博士前期課程受験者）・修士の学位授与後2
年以上又は学士の学位取得後4年以上（博士後期課程受験者）の社会経験を有する者とし、有職者に限りません｡
ただし、学位授与後2年未満の場合でも、 次の事例に該当する者には博士前期課程への出願資格を認めます｡
①有職者で入学時にすでに継続して2年以上常勤している者
②主婦で通信教育等により学位を授与された者
③定年退職後に学位を授与された者 など

１年在学コースへの出願条件などはありますか？

出願資格、選抜方法、試験日程などは社会人入試と同じです。このコースを希望される方は入学志願票の指定欄
に明記してください。ただし、法・公共政策実践コース6名までの募集とします。

長期履修制度について詳しく教えてください。

長期履修の申請が出来るのは次のいずれかに該当する方です。
（１）職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む）
（２）育児、介護等を行う必要がある者
（３）その他教育部長が相当と認めた者
長期履修期間は原則として１年単位とし、申請は、1年次から希望する者は入学手続期間、2年次から希望する者
は1年次の2月末日としています。
長期履修期間は、1年次から認められた方は、博士前期課程においては標準修業年数（2年）と併せて4年以内、
博士後期課程においては標準修業年数（3年）と併せて6年以内です。2年次から認められた方は、未就学年数の
2倍に相当する年数以内です。その他不明な点についてはお問い合わせください。
また、長期履修制度での授業料は標準修業年数の場合と変わりません。

授業料

FAQ

博士前期課程各コース、博士後期課程学生専用の研究室があります。

施設紹介

アクセス

院生研究室

教育部棟の1階および２階は、授業の行われる演習室があります。

社会文化科学教育部棟２

附属図書館に所蔵されている図書資料の他に、社会文化科学教育部・文学部・法学部
の図書資料も利用することができます。

図書室

熊本県庁

本荘
キャンパス（医学部）
本荘
キャンパス（医学部）
本荘
キャンパス（医学部）

大江キャンパス
（薬学部）
大江キャンパス
（薬学部）
大江キャンパス
（薬学部）

大江総合
運動場

子飼橋
バス停

学生寮
国際交流会館社会文化科学教育部

黒髪キャンパス
（文・教・法・理・工学部）

社会文化科学教育部
黒髪キャンパス

（文・教・法・理・工学部）

社会文化科学教育部
黒髪キャンパス

（文・教・法・理・工学部）

教育学部附属小学校
教育学部附属中学校
教育学部附属小学校
教育学部附属中学校
教育学部附属小学校
教育学部附属中学校

教育学部附属幼稚園

阿蘇くまもと空港

熊本I.C.

益城熊本空港I.C.

小池高山I.C.
嘉島JCT
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